
　
　

一
九
三
〇
年
代
朝
鮮
の
金
剛
山
国
立
公
園
化
構
想
―
開
始
、
中
止
、
そ
の
後
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三　
　
　

は
じ
め
に

　

日
本
は
一
九
三
四
〜
三
七
年
間
に
日
本
本
国
（
以
下
、
本
国
と
す
る
）
と
植
民
地
で
一
五
ヶ
所
（
本
国
一
二
、
台
湾
三
）
の
「
国
立
公

園
」（
以
下
、
括
弧
を
は
ず
す
）
を
設
置
し
た
。
こ
れ
は
日
本
へ
の
観
光
客
誘
致
、
日
本
で
の
民
族
主
義
の
高
揚
、
風
景
保
護
の
必
要
性

等
が
そ
の
背
景
に
あ
っ
た
。1

　

植
民
地
朝
鮮
に
お
い
て
議
論
の
対
象
に
な
っ
た
の
が
金
剛
山
で
あ
る
。
金
剛
山
国
立
公
園
化
構
想
は
そ
の
内
部
に
、
次
の
三
つ
の
小
問

題
群
を
含
ん
で
い
た
。

  

＊
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第
一
に
は
、
日
本
が
「
帝
国
日
本
」
の
中
に
朝
鮮
の
風
景
を
取
り
込
む
の
か
、
あ
る
い
は
植
民
地
朝
鮮
が
そ
れ
に
抵
抗
し
、
自
民
族
側

に
取
り
込
む
か
と
い
う
民
族
問
題
と
し
て
の
対
立
で
あ
る
。2

第
二
に
は
、
金
剛
山
を
国
立
公
園
に
選
定
し
て
自
然
環
境
を
保
護
す
る
の

か
、
あ
る
い
は
積
極
的
に
鉱
山
開
発
（
主
に
タ
ン
グ
ス
テ
ン
、
モ
リ
ブ
デ
ン
）
を
行
う
の
か
と
い
う
対
立
で
あ
る
。
第
三
に
は
、
金
剛
山

国
立
公
園
化
構
想
を
推
進
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
中
止
す
る
の
か
と
い
う
朝
鮮
総
督
府
（
以
下
、
総
督
府
と
す
る
）
内
部
で
の
政
策
の
問

題
で
あ
る
。
実
際
に
は
総
督
府
と
朝
鮮
軍
（
朝
鮮
駐
在
日
本
軍
）
の
対
立
が
あ
る
と
み
る
。
こ
う
し
た
三
つ
の
問
題
が
複
雑
に
絡
み
合
い

な
が
ら
、
総
督
府
の
金
剛
山
国
立
公
園
化
構
想
は
開
始
し
、
中
止
さ
れ
、
そ
の
後
の
展
開
が
あ
る
。

　

近
年
に
な
り
植
民
地
期
朝
鮮
の
金
剛
山
国
立
公
園
化
構
想
は
研
究
者
の
関
心
を
集
め
、
観
光
、
地
理
、
自
然
観
、
資
源
採
掘
等
の
視
点

か
ら
す
で
に
、
砂
本
文
彦
、
ウ
ォ
ン
・
ド
ゥ
ヒ
、
水
内
佑
輔
・
粟
野
隆
・
古
谷
勝
則
、
李
良
姫
、
チ
ョ
・
ソ
ン
ウ
ン
、
キ
ム
・
ジ
ヨ
ン
、

キ
ム
・
べ
ギ
ョ
ン
、
ソ
ン
・
ヨ
ン
ソ
ク
等
の
研
究
が
あ
る
。3

し
か
し
、
私
が
前
述
し
た
よ
う
な
全
体
的
な
視
点
か
ら
の
研
究
は
な
い
。
本

稿
で
は
先
行
研
究
も
援
用
し
、
一
九
三
〇
年
代
の
金
剛
山
国
立
公
園
化
構
想
を
対
象
と
し
て
、
運
動
の
開
始
か
ら
中
止
、
そ
の
後
の
状
況

を
見
て
い
く
。
そ
の
際
、
特
に
次
の
四
点
に
注
目
す
る
。

　

第
一
に
、
日
本
の
国
立
公
園
設
置
運
動
の
中
で
、
金
剛
山
は
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
た
の
か
。
専
門
家
で
あ
る
「
国
立
公
園
の
父
」
と

呼
ば
れ
る
造
園
学
者
の
田
村
剛
、
地
質
学
者
で
あ
る
脇
水
鉄
五
郎
の
言
説
を
明
ら
か
に
す
る
。

　

第
二
に
、
総
督
府
が
一
九
三
〇
年
一
月
か
ら
開
始
し
た
金
剛
山
の
国
立
公
園
化
政
策
を
具
体
的
に
見
て
い
く
。
中
で
も
金
剛
山
保
勝
打

合
会
、
財
団
法
人
金
剛
山
協
会
の
動
き
を
追
う
。
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第
三
に
、
総
督
府
の
金
剛
山
国
立
公
園
化
政
策
は
一
九
三
六
年
八
月
に
中
止
す
る
。
そ
の
理
由
は
何
だ
っ
た
の
か
。
こ
こ
で
は
朝
鮮
軍

（
朝
鮮
駐
屯
日
本
軍
）
が
金
剛
山
に
埋
蔵
さ
れ
て
い
る
希
少
地
下
資
源
（
特
に
タ
ン
グ
ス
テ
ン
、
モ
リ
ブ
デ
ン
）
を
確
保
す
る
た
め
に
、

こ
れ
を
中
止
さ
せ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　

第
四
に
、
国
立
公
園
化
構
想
が
中
止
と
な
っ
た
後
、
金
剛
山
の
自
然
は
ど
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ
た
の
か
。
資
源
採
掘
と
盗
掘
拡
大
に

よ
る
自
然
破
壊
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
。

一
・
日
本
の
国
立
公
園
設
置
運
動
と
金
剛
山

（
1
）
国
立
公
園
設
置
運
動4

　

日
本
に
国
立
公
園
を
設
置
す
る
運
動
は
、
観
光
客
誘
致
に
よ
る
地
域
振
興
、
外
貨
獲
得
へ
の
期
待
、
民
族
主
義
、
郷
土
意
識
の
高
揚
、

風
景
の
保
護
な
ど
か
ら
開
始
し
た
。
一
九
二
〇
年
初
頭
か
ら
内
務
省
衛
生
局
は
国
立
公
園
の
具
体
的
な
作
業
を
開
始
し
て
、
選
定
地
を
調

査
し
始
め
た
。
中
心
に
な
っ
た
の
は
内
務
省
嘱
託
で
、
林
学
博
士
の
田
村
剛
（
一
八
九
〇
〜
一
九
七
九
）
だ
っ
た
。
田
村
は
岡
山
県
に
生

ま
れ
、
第
六
高
等
学
校
を
経
て
、
一
九
一
二
年
に
東
京
帝
大
農
林
大
学
林
学
科
に
入
学
し
た
。
東
京
帝
大
の
本
多
静
六
教
授
（
林
学
博

士
）
の
指
導
を
受
け
、
一
学
年
上
が
上
原
敬
二
（
一
八
八
九
〜
一
九
八
一
）
で
あ
る
。
田
村
は
一
九
一
五
年
に
同
大
学
を
卒
業
し
、
二
年

間
明
治
神
宮
外
苑
の
造
成
に
従
事
し
、
一
九
一
九
年
東
京
帝
大
農
学
部
実
科
の
講
師
と
な
る
。
一
九
二
〇
年
に
内
務
省
衛
生
局
の
嘱
託
、
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一
九
三
三
年
に
内
務
技
官
と
な
る
。
田
村
は
一
九
一
七
年
か
ら
国
立
公
園
設
置
運
動
を
始
め
、
後
に
こ
の
問
題
の
第
一
人
者
と
な
る
。5

一
九
二
一
年
六
月
か
ら
内
務
省
は
一
六
ヶ
所
（
全
て
本
国
内
）（
大
沼
公
園
、
雄
阿
寒
、
登
別
、
十
和
田
湖
、
磐
梯
山
、
上
高
地
、
立
山
、

白
馬
岳
、
富
士
箱
根
、
日
光
、
大
台
ケ
原
、
瀬
戸
内
海
、
大
山
、
温
泉
公
園
（
雲
仙
）、
阿
蘇
山
、
霧
島
）
を
選
定
し
、
順
次
調
査
を

行
っ
た
。

　

一
九
二
七
年
一
二
月
に
田
村
剛
が
中
心
と
な
り
国
立
公
園
協
会
（
細
川
護
立
会
長
）
が
発
足
し
、
一
九
二
九
年
四
月
か
ら
機
関
紙
『
国

立
公
園
』
を
刊
行
し
た
。
一
九
三
〇
年
一
月
に
内
務
省
は
国
立
公
園
調
査
会
（
安
達
謙
蔵
会
長
）
を
設
置
し
た
。
一
九
三
一
年
四
月
に
日

本
政
府
は
国
立
公
園
法
を
公
布
し
た
。
こ
の
後
、「
国
立
公
園
の
選
定
に
関
す
る
特
別
委
員
会
」（
会
長
安
達
健
蔵
）
が
発
足
し
、
こ
の
中

に
「
国
立
公
園
の
選
定
に
関
す
る
特
別
委
員
会
」（
細
川
護
立
委
員
長
）、「
国
立
公
園
の
制
度
に
関
す
る
特
別
委
員
会
」（
藤
村
義
朗
委
員

長
）
の
二
委
員
会
を
設
置
し
た
。

　

こ
れ
以
降
、
内
務
省
は
順
次
一
二
ヶ
所
、
台
湾
総
督
府
は
三
ヶ
所
の
国
立
公
園
を
各
々
指
定
し
、
合
計
一
五
ケ
所
と
な
っ
た
。
指
定
さ

れ
た
の
は
、
次
の
一
五
ケ
所
で
あ
る
。

　

一
九
三
四
年
三
月　
　

三
ヶ
所
（
瀬
戸
内
海
、
雲
仙
、
霧
島
）

　

一
九
三
四
年
一
二
月　

五
ヶ
所
（
阿
寒
、
大
雪
山
、
日
光
、
中
部
山
岳
、
阿
蘇
）

　

一
九
三
六
年
二
月　
　

四
ヶ
所
（
十
和
田
、
富
士
箱
根
、
吉
野
熊
野
、
大
山
）

　

一
九
三
六
年
二
月
に
日
本
政
府
は
本
国
の
国
立
公
園
一
二
ケ
所
を
指
定
し
て
、
一
連
の
作
業
を
終
了
し
た
。
北
か
ら
、
阿
寒
、
大
雪
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山
、
十
和
田
、
日
光
、
富
士
箱
根
、
中
部
山
岳
、
吉
野
熊
野
、
大
山
、
瀬
戸
内
海
、
阿
蘇
、
雲
仙
、
霧
島
と
な
る
。

　

こ
れ
に
続
い
て
、
台
湾
総
督
府
は
台
湾
内
の
国
立
公
園
化
指
定
作
業
を
進
め
た
。
台
湾
国
立
公
園
協
会
は
、
一
九
三
七
年
一
二
月　

三
ヶ
所
（
タ
ロ
コ
、
大
屯
山
、
新
高
阿
里
山
）
の
指
定
を
行
っ
た
。6 

（
2
）
国
立
公
園
設
置
運
動
に
お
け
る
金
剛
山
の
評
価

　

国
立
公
園
の
選
定
は
、
具
体
的
に
は
日
本
が
誇
る
「
景
観
」
を
め
ぐ
る
評
価
と
論
争
だ
っ
た
。
重
要
な
点
は
日
本
の
美
し
い
「
風
景
」

と
は
何
か
で
あ
り
、
そ
の
基
準
に
沿
っ
た
地
域
の
選
定
だ
っ
た
。

　

朝
鮮
の
金
剛
山
は
国
立
公
園
の
選
定
の
中
で
、
常
に
議
論
の
対
象
と
な
っ
て
き
た
。
金
剛
山
は
高
さ
一
八
八
三
ｍ
で
、
江
原
道
の
通
川

郡
、
淮
陽
郡
、
高
城
郡
内
に
位
置
す
る
。
多
く
の
奇
岩
が
連
な
る
独
特
の
風
景
で
、
大
き
く
は
内
金
剛
、
外
金
剛
、
海
金
剛
、
新
金
剛
か

ら
な
る
。
古
来
よ
り
著
名
な
名
山
だ
っ
た
。7

金
剛
山
協
会
の
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
金
剛
山
の
特
徴
を
一
般
人
向
け
に
次
の
よ
う
に
記

す
。「〔
朝
鮮
〕
半
島
の
東
海
岸
線
に
沿
っ
て
南
下
す
る
脊
梁
山
脈
中
、
一
群
の
山
聚
が
見
る
か
ら
に
特
殊
な
様
相
を
現
は
す
と
こ
ろ
、
金

剛
山
の
景
勝
地
帯
は
お
の
づ
か
ら
そ
れ
と
知
ら
れ
る
が
、
そ
の
広
袤
は
四
百
方
粁
、
三
郡
に
跨
が
る
広
大
さ
で
、
そ
こ
に
展
開
す
る
景
観

も
単
純
な
言
葉
で
は
尽
せ
な
い
多
様
性
を
持
つ
て
い
る
。

　

由
来
金
剛
山
の
峯
々
は
万
二
千
峰
の
名
で
呼
ば
れ
る
。
恐
ら
く
そ
れ
は
突
兀
と
し
て
叢
立
す
る
無
数
の
岩
峯
、
鋭
く
空
を
噛
む
鋸
歯
状

の
岩
稜
に
先
づ
力
強
く
印
象
づ
け
ら
れ
る
金
剛
山
の
特
質
を
一
言
に
し
て
盡
し
た
も
の
と
言
へ
よ
う
」。8

図
1
は
金
剛
山
の
簡
単
な
地
図

で
あ
る
。
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図
1・
金
剛
山
全
体
図

朝
鮮
総
督
府
鉄
道
局
『
金
剛
山
 探
勝
案
内
』（
同
局
、
1928

年
）
頁
数
な
し
。
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金
剛
山
は
一
九
三
六
年
二
月
ま
で
に
日
本
政
府
が
指
定
し
た
国
立
公
園
一
二
ケ
所
に
は
含
ま
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
選
定
過
程
で
は

常
に
そ
の
候
補
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
過
程
を
見
て
み
よ
う
。

　

田
村
剛
は
一
九
二
一
年
一
月
、
候
補
地
一
六
ヶ
所
（
富
士
箱
根
、
日
光
塩
原
、
上
高
地
、
金
剛
山
、
大
沼
公
園
、
十
和
田
湖
、
松
島
、

上
州
伊
香
保
榛
名
赤
城
、
軽
井
沢
浅
間
、
戸
隠
、
信
州
御
岳
、
諏
訪
湖
、
浜
名
湖
、
琵
琶
湖
、
瀬
戸
内
海
、
霧
島
）
を
選
ん
だ
。
中
で
も

「
第
一
流
」
は
富
士
箱
根
、
日
光
塩
原
、
上
高
地
、
金
剛
山
の
四
ヶ
所
だ
け
だ
っ
た
。9 

　

一
九
二
九
年
八
月
、
国
立
公
園
協
会
が
主
催
し
た
「
国
立
公
園
展
覧
会
」
は
二
〇
ヶ
所
（
登
別
、
大
沼
、
十
和
田
湖
、
松
島
、
阿
寒
湖
、

磐
梯
山
、
日
光
、
富
士
、
上
高
地
、
白
馬
岳
、
立
山
、
琵
琶
湖
、
大
台
ケ
原
山
、
屋
島
と
小
豆
島
、
大
山
、
別
府
、
阿
蘇
、
雲
仙
、
霧

島
、
金
剛
山
）
を
紹
介
し
た
。10 

　

一
九
二
九
年
に
伊
藤
武
彦
内
務
省
保
健
課
長
は
、
金
剛
山
に
つ
い
て
、「
自
然
の
神
秘
と
偉
大
！
余
は
金
剛
の
霊
山
に
登
り
て
初
め
て

其
真
を
つ
か
み
得
た
る
思
ひ
が
す
る
。
方
二
十
里
に
跨
つ
て
、
山
容
怪
奇
を
き
わ
め
た
一
万
二
千
の
峻
峰
が
天
に
参
し
、
其
峰
と
の
間
に

は
清
冽
氷
の
如
き
水
が
流
れ
て
は
洞
と
な
り
、
落
ち
て
は
瀧
と
な
り
、
其
又
山
と
水
と
の
間
道
窮
り
谷
尽
き
て
、
地
人
寰
を
絶
え
た
と
こ

ろ
が
忽
ち
開
け
て
、
堂
塔
伽
藍
五
彩
美
し
い
寺
々
が
森
の
間
に
立
つ
て
い
る
。
其
怪
奇
を
極
め
た
岩
山
の
姿
と
変
幻
限
り
な
き
水
沢
の

趣
、
然
か
も
其
景
観
の
壮
大
豪
宕
な
る
、
真
に
自
然
の
神
秘
と
偉
大
は
下
界
の
人
々
を
威
圧
し
つ
く
さ
な
け
れ
ば
止
ま
な
い
も
の
が
あ

る
」11

と
、
絶
賛
し
た
。

　

一
九
三
〇
年
八
月
の
『
国
立
公
園
』
は
「
写
真
号
」
と
し
て
、
一
九
ケ
所
（
阿
寒
、
登
別
、
大
沼
、
十
和
田
、
磐
梯
、
日
光
、
白
馬
、
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立
山
、
上
高
地
、
富
士
、
大
台
ケ
原
及
び
大
峯
山
、
大
山
、
屋
島
及
び
小
豆
島
、
阿
蘇
、
霧
島
、
金
剛
山
、
新
高
山
及
び
阿
里
山
、
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
及
び
カ
ナ
ダ
）
の
写
真
を
掲
載
し
た
。12

こ
の
中
に
も
金
剛
山
は
含
ま
れ
て
い
る
。

　

一
九
三
二
年
一
〇
月
に
「
国
立
公
園
洋
画
展
覧
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
中
に
は
、
一
一
国
立
公
園
候
補
地
（
阿
寒
、
十
和
田
、
日

光
、
富
士
、
日
本
ア
ル
プ
ス
、
瀬
戸
内
海
、
阿
蘇
、
霧
島
、
金
剛
山
、
新
高
山
及
び
阿
里
山
、
太
魯
閣
峡
）
の
計
二
六
枚
の
洋
画
が
展
示

さ
れ
た
。13

こ
の
中
に
も
金
剛
山
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
一
九
二
一
年
一
月
か
ら
一
九
三
二
年
一
〇
月
ま
で
、
田
村
剛
を
中
心
と
す
る
専
門
家
に
よ
っ
て
、
金
剛
山
は
国
立
公
園

と
し
て
有
望
視
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

一
九
三
一
年
四
月
に
国
立
公
園
法
が
公
布
さ
れ
た
。
こ
の
中
で
は
、
本
国
と
植
民
地
と
の
間
で
そ
の
対
応
に
大
き
な
違
い
が
あ
っ
た
。

こ
の
点
を
一
九
三
一
年
一
二
月
、
伊
藤
内
務
省
保
健
課
長
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
国
立
公
園
法
の
土
地
に
関
す
る
効
力
は
他
の

一
般
行
政
法
規
と
同
様
に
内
地
に
限
ら
れ
、
植
民
地
に
対
し
て
は
行
は
れ
な
い
こ
と
を
原
則
と
す
る
。（
中
略
）
朝
鮮
台
湾
等
の
植
民
地

の
国
立
公
園
に
就
て
は
、
拓
務
省
及
植
民
地
当
局
に
於
て
夫
々
研
究
し
、
朝
鮮
で
は
金
剛
山
、
台
湾
で
は
新
高
山
に
付
き
調
査
中
な
れ

ば
、
其
の
結
果
を
俟
ち
、
国
立
公
園
法
を
此
等
の
土
地
に
も
施
行
す
る
や
否
や
の
問
題
を
生
ず
る
に
至
る
で
あ
ろ
う
」。14

つ
ま
り
、
金
剛

山
の
国
立
公
園
指
定
に
は
国
立
公
園
法
に
加
え
て
、
拓
務
省
、
総
督
府
の
影
響
力
が
大
き
か
っ
た
の
で
あ
る
。
一
九
三
一
年
四
月
時
点
で

も
、
金
剛
山
は
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
る
可
能
性
は
高
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ま
た
、
金
剛
山
の
評
価
が
と
て
も
高
か
っ
た
こ
と
は
、
一
九
三
九
年
一
〇
月
に
第
一
次
昭
和
通
常
切
手
（
五
厘
〜
一
〇
円
の
一
九
種
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類
）
の
中
に
、
七
銭
切
手
の
図
案
と
し
て
採
用
さ
れ
た
こ
と
で
も
わ
か
る
。15

　

そ
の
一
方
、
金
剛
山
と
と
も
に
朝
鮮
を
代
表
す
る
名
山
で
あ
る
白
頭
山
に
つ
い
て
は
、
田
村
剛
等
の
専
門
家
の
間
で
は
全
く
言
及
が
な

い
。
一
九
三
〇
年
に
向
山
武
夫
（
成
城
中
学
教
諭
）
は
白
頭
山
に
つ
い
て
、「
鮮
満
国
境
の
奥
の
奥
、
荒
漠
た
る
大
森
林
に
包
ま
れ
て
、
何

れ
の
方
面
よ
り
す
る
も
、
少
な
く
と
も
五
日
間
の
間
、
辛
酸
多
き
露
営
旅
行
を
重
ね
な
け
れ
ば
人
間
を
近
寄
せ
な
い
。
上
高
地
の
キ
ャ
ン

プ
で
ジ
ャ
ズ
を
踊
る
当
世
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
に
は
一
寸
想
像
の
つ
か
ぬ
山
で
あ
る
」16

と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
白
頭
山
は
自
然
環
境
が
過
酷

で
あ
り
、
多
く
の
人
々
が
簡
単
に
訪
問
す
る
よ
う
な
場
所
で
は
な
か
っ
た
た
め
に
、
国
立
公
園
の
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
3
）
田
村
剛
と
脇
水
鉄
五
郎
の
金
剛
山
観

　

古
来
よ
り
朝
鮮
に
お
い
て
、
金
剛
山
の
風
景
に
対
す
る
評
価
は
と
て
も
高
か
っ
た
。
朝
鮮
王
朝
時
代
に
両
班
は
し
ば
し
ば
金
剛
山
を
探

訪
し
た
。
李
相
均
は
同
時
期
の
両
班
の
「
山
水
遊
記
」（
遊
覧
記
）
一
一
〇
一
件
を
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
第
一
位
は
金
剛
山
（
一
〇
一
件
）、

第
二
位
は
智
異
山
（
六
八
件
）、
第
三
位
は
清
涼
山
（
四
七
件
）、
以
下
は
俗
離
山
（
二
六
件
）、
伽
耶
山
（
二
三
件
）、
徳
裕
山
（
一
七
件
）、

水
落
山
（
一
三
件
）、
妙
香
山
（
一
三
件
）
等
と
な
り
、
金
剛
山
の
数
が
最
も
多
い
。17

　

美
術
史
で
は
朝
鮮
王
朝
後
期
に
は
紀
行
写
景
と
真
景
山
水
画
が
流
行
し
、
そ
の
後
、
南
宗
画
風
と
写
実
的
な
画
風
が
流
行
し
た
。
こ
う

し
た
中
で
、
鄭　

、
沈
師
正
、
金
允
謙
、
姜
世
晃
、
鄭
遂
栄
、
金
弘
道
、
金
夏
鍾
、
李
豊
瀷
、
李
義
聲
、
趙
延
奎
、
金
英
な
ど
が
金
剛
山

を
巧
み
に
描
い
た
。18

ま
た
、
文
学
史
で
は
、
鄭
澈
の
「
関
東
別
曲
」、
金
昌
協
の
「
東
遊
記
」、
李
万
敷
の
「
金
剛
山
記
」、
李
象
秀
の
「
東

行
山
水
記
」
等
が
有
名
で
あ
る
。19
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一
九
一
〇
年
八
月
の
「
韓
国
併
合
」
に
よ
り
流
入
し
て
き
た
日
本
人
は
、
新
た
に
金
剛
山
を
「
発
見
」
す
る
こ
と
に
な
る
。
本
国
に
は

存
在
し
な
い
独
特
な
風
景
に
、
日
本
人
は
衝
撃
を
受
け
た
。
こ
の
た
め
、
多
く
の
日
本
人
が
金
剛
山
に
関
す
る
文
章
を
残
し
て
い
る
。
こ

こ
で
は
専
門
家
で
あ
る
田
村
剛
と
脇
水
鉄
五
郎
の
金
剛
山
に
対
す
る
見
解
を
見
て
み
よ
う
。

・
田
村
剛

　

田
村
は
一
九
一
六
年
夏
初
め
て
金
剛
山
の
現
地
調
査
を
行
っ
た
。
一
九
一
七
年
四
月
、
そ
の
感
動
を
次
の
よ
う
に
言
う
。「
金
剛
山
の

特
徴
は
、
第
一
は
岩
石
的
で
、
第
二
に
、
量
が
大
き
く
、
且
つ
エ
キ
ス
的
（Extractive

）
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
つ
た
が
、
夫
れ
で

も
ま
だ
物
足
り
な
い
。
只
漫
然
と
方
方
の
風
景
の
粹
を
集
め
た
の
で
は
、
風
景
に
統
一
が
な
く
、
支
離
滅
裂
と
な
る
。
金
剛
は
そ
ん
な
も

の
で
は
な
い
。
統
一
さ
れ
た
表
現
が
あ
り
、
一
貫
し
た
精
神
が
あ
る
。
夫
を
峻
峭
と
で
も
謂
つ
て
置
こ
う
。
思
い
切
っ
た
、
大
胆
極
ま
る

そ
し
て
豪
傲
な
、
時
と
し
て
は
蛮
的
な
表
現
を
有
つ
て
ゐ
る
。
要
す
る
に
円
満
な
温
和
な
も
の
で
は
な
い
。
之
を
人
物
に
譬
へ
て
言
ふ
な

ら
ば
、
金
剛
は
天
才
的
で
あ
る
。
容
易
に
二
人
と
得
難
い
。（
中
略
）
金
剛
山
は
造
物
者
の
み
が
支
配
す
べ
き
霊
嶽
で
あ
る
」。20

田
村
は
金

剛
山
の
魅
力
を
手
放
し
で
評
価
し
て
い
る
。

　

田
村
は
一
九
三
〇
年
九
月
、
金
剛
山
の
風
景
と
国
立
公
園
化
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
も
語
っ
て
い
る
。「
金
剛
山
は
内
地
の
富
士
山
、

台
湾
の
新
高
山
と
並
ん
で
世
界
の
名
山
で
あ
る
。
そ
し
て
富
士
山
が
火
山
系
統
の
山
岳
の
代
表
で
あ
つ
て
、
恰
度
内
地
の
地
質
的
特
徴
を

よ
く
象
徴
し
て
ゐ
る
や
う
に
、
ま
た
新
高
山
が
水
成
岩
の
山
岳
と
し
て
台
湾
の
地
質
的
特
徴
を
よ
く
代
表
し
て
ゐ
る
通
り
、
金
剛
山
は
花

崗
岩
系
統
の
山
岳
で
あ
っ
て
、
よ
く
朝
鮮
の
地
質
的
特
徴
を
表
象
し
て
ゐ
る
の
が
、
い
か
に
も
面
白
い
と
思
ふ
。（
中
略
）
金
剛
山
は
、
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朝
鮮
風
景
の
代
表
た
る
と
共
に
、
実
に
世
界
的
特
色
を
誇
る
最
大
傑
作
の
一
つ
で
あ
る
。（
中

略
）
今
後
内
地
の
国
立
公
園
が
具
体
化
す
る
な
ら
ば
、
朝
鮮
の
金
剛
山
は
、
台
湾
の
新
高
山
と

共
に
、
そ
の
世
界
的
国
立
公
園
系
統
を
組
織
す
る
有
力
な
る
公
園
と
し
て
、
内
外
に
重
き
を
な

す
日
が
来
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
思
ふ
」21

と
ま
で
語
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
田
村
は
一
九
三
〇
年
一
二
月
に
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。「
東
方
高
城
〔
地
名
〕

あ
た
り
の
平
地
よ
り
望
め
ば
、
全
山
峨
々
と
し
て
鋸
の
如
く
高
峯
乱
立
し
て
、
見
る
か
ら
に
非

凡
な
る
大
風
景
地
た
る
こ
と
が
肯
か
れ
る
。
し
か
も
そ
の
東
部
に
お
け
る
千
五
六
百
メ
ー
ト
ル

の
海
抜
は
正
味
に
高
さ
で
あ
る
。
そ
し
て
謂
は
ゆ
る
比
高
一
、五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
級
の
山
岳
は
、

世
界
的
高
山
に
列
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
金
剛
山
の
風
景
は
高
さ
に
お
い
て
も
、
決
し
て

遜
色
は
な
い
の
で
あ
る
。

　

か
く
し
て
金
剛
山
は
南
北
に
走
る
分
水
嶺
に
よ
り
て
自
ら
東
西
に
分
か
れ
た
の
で
あ
る
が
更

に
そ
れ
よ
り
東
西
に
分
岐
す
る
支
脈
に
よ
つ
て
、
大
小
幾
つ
も
の
溪
谷
を
区
分
し
て
、
夫
々
に

独
立
し
て
名
勝
た
る
の
価
値
を
保
有
す
る
の
で
あ
る
」22

。 

　

ま
た
、
田
村
剛
は
一
九
三
五
年
一
〇
月
に
は
日
本
の
一
二
国
立
公
園
に
加
え
て
、
朝
鮮
、

「
滿
洲
国
」（
以
下
、
括
弧
は
取
る
）
台
湾
で
国
立
公
園
を
指
定
す
る
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。
田
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番号 年月 表題 掲載誌 巻号、出版社

1 1916 年 11 月 金剛山と其の風景開発 朝鮮彙報 朝鮮総督府

2 1916 年 11 月 金剛山と其の風景開発 朝鮮山林会会報 408 号

3 1919 年 金剛山と其の風景開発 庭園鑑賞法（所収） 成美堂書店

4 1930 年 9 月 国立公園に就て 朝鮮山林会報 朝鮮山林学会

5 1930 年 9 月 国立公園としての金剛山 日本地理風俗月報 9号

6 1930 年 12 月 金剛山 日本地理風体系 17・朝鮮地方・下 新興社

7 1935 年 9 月 朝鮮及び滿洲に国立公園を望む 国立公園 7巻 9号

筆者作成。

表 1・田村剛の金剛山に関する文章
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村
は
金
剛
山
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
言
う
。「〔
金
剛
山
が
〕
未
だ
国
立
公
園
と
し
て
の
形
式
と
内
容
と
を
備
へ
て
ゐ
な
い
の
は
、
吾
人

の
最
も
遺
憾
と
す
る
所
で
あ
る
。（
中
略
）
金
剛
山
を
内
外
に
対
し
て
宣
伝
す
る
こ
と
も
、
や
は
り
内
地
の
国
立
公
園
と
同
様
、
国
の
公

園
と
し
て
互
に
連
絡
を
計
つ
て
組
織
的
に
行
ふ
方
が
有
利
で
あ
る
。
国
立
公
園
は
今
や
世
界
各
国
に
設
置
を
見
つ
ゝ
あ
る
の
で
、
そ
の
名

称
は
国
家
公
認
の
第
一
流
風
景
地
た
る
こ
と
を
意
味
す
る
や
う
に
な
つ
て
来
て
ゐ
る
。
こ
れ
に
金
剛
山
を
伍
せ
し
む
る
こ
と
は
、
決
し
て

無
意
味
で
は
な
い
と
信
ず
る
。（
中
略
）
余
は
今
一
つ
〔
国
立
公
園
の
〕
有
望
な
る
候
補
地
と
し
て
、
白
頭
山
を
推
薦
し
て
識
者
の
判
断

を
俟
ち
た
い
と
思
ふ
」23

と
ま
で
明
言
し
て
い
る
。

　

た
だ
、
田
村
が
金
剛
山
の
風
景
を
高
く
評
価
し
て
国
立
公
園
化
を
提
唱
す
る
理
由
は
、「
帝
国
日
本
」
が
各
地
域
の
政
治
的
支
配
と
影

響
力
を
示
す
上
で
も
、
多
様
な
国
立
公
園
を
包
含
す
べ
き
だ
と
の
立
場
も
含
ま
れ
て
い
た
。
い
う
な
ら
ば
、「
風
景
の
帝
国
主
義
」
で
あ

る
。「
帝
国
日
本
」
は
国
立
公
園
に
本
国
に
加
え
て
植
民
地
や
満
洲
国
の
風
景
を
取
り
込
む
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。
日
本
の
広
範
な
地
域

に
お
け
る
政
治
的
な
支
配
を
、
各
地
の
風
景
を
国
立
公
園
に
指
定
す
る
こ
と
で
、
よ
り
可
視
的
な
存
在
に
し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
の
で

あ
る
。

　

田
村
は
一
九
三
八
年
一
月
、
金
剛
山
の
高
い
評
価
に
加
え
て
、
こ
の
意
思
を
明
確
に
語
っ
て
い
る
。「
由
来
帝
国
日
本
は
、
特
に
南
に

向
つ
て
発
展
す
べ
き
運
命
に
置
か
れ
て
い
る
。
熱
帯
地
方
に
於
け
る
国
立
公
園
を
、
そ
の
公
園
系
統
に
加
へ
る
こ
と
は
、
極
め
て
緊
要
で

あ
る
。
而
し
て
何
れ
は
朝
鮮
、
満
州
、
北
支
、
南
支
等
大
陸
方
面
に
於
て
も
、
こ
れ
が
誕
生
を
期
待
し
得
る
で
あ
ら
う
か
ら
、
台
湾
国
立

公
園
の
設
置
は
当
然
の
要
望
で
あ
る
と
信
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
る
」24

と
、
各
地
の
風
景
を
「
帝
国
日
本
」
に
取
り
込
む
こ
と
を
主
張
し
た
。

12（　）
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ま
た
、
滿
洲
国
で
も
国
立
公
園
設
置
の
動
き
が
あ
り
、
滿
洲
国
政
府
の
要
請
に
よ
り
一
九
四
〇
年
六
月
田
村
は
滿
洲
国
に
渡
り
、
一
ケ

月
間
現
地
調
査
と
関
係
各
機
関
の
打
合
わ
せ
を
行
っ
た
。
主
に
牡
丹
江
省
の
鏡
泊
湖
が
対
象
で
、
牡
丹
江
省
、
営
林
署
、
満
鉄
、
満
拓
等

が
協
力
し
て
計
画
を
進
め
る
予
定
だ
っ
た
。25

滿
洲
国
で
も
田
村
は
積
極
的
な
活
動
を
行
っ
た
。

・
脇
水
鉄
五
郎
（
一
八
六
八
〜
一
九
四
二
）

　

脇
水
は
東
京
帝
大
を
卒
業
し
、
一
九
一
七
年
か
ら
東
京
帝
大
の
教
授
（
理
学
博
士
）
と
な
る
。
専
門
は
地
質
学
、
森
林
土
壌
学
で

あ
る
。26

　

脇
水
は
一
九
三
四
年
に
金
剛
山
の
景
観
的
特
色
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
金
剛
山
は
、
新
金
剛
の
一
部
分
に
片
麻
岩
が
現
は
れ

て
ゐ
る
以
外
は
、
全
部
が
花
崗
岩
か
ら
成
つ
て
ゐ
る
。
故
に
地
層
と
浸
蝕
と
の
関
係
か
ら
生
ず
る
岩
石
美
の
変
化
は
見
ら
れ
な
い
が
、
そ

の
代
り
に
異
常
に
発
達
し
た
花
崗
岩
の
粗
い
節
理
が
あ
り
、
そ
の
方
向
と
角
度
と
大
き
さ
の
変
化
に
富
む
こ
と
が
、
断
然
他
に
超
越
し
た

大
景
観
を
現
出
し
た
の
で
あ
る
。
十
分
な
高
度
と
深
い
峡
谷
に
よ
つ
て
現
出
し
た
多
種
多
様
の
節
理
面
は
、
峰
ご
と
に
谷
ご
と
に
変
化
の

あ
る
表
現
を
与
へ
る
と
共
に
、
全
体
と
し
て
極
め
て
豪
放
率
直
に
し
て
怪
異
な
景
観
を
な
し
た
の
で
あ
る
。
節
理
面
は
巨
大
な
一
枚
岩
の

絶
壁
と
な
り
斜
に
傾
く
谷
壁
と
な
り
、
平
板
な
谷
底
と
な
り
、
岩
柱
と
な
り
、
或
は
尖
峰
と
な
り
、
ま
た
そ
れ
等
の
崩
壊
せ
る
巨
大
な
岩

塊
は
谷
を
埋
め
壁
に
懸
り
、
底
を
流
れ
る
溪
水
は
滝
と
な
り
早
瀬
と
な
つ
て
、
局
所
的
の
変
化
を
形
成
し
て
ゐ
る
」27

。 

　

ま
た
、
脇
水
は
一
九
四
三
年
に
も
専
門
的
な
見
地
か
ら
そ
の
特
色
を
い
う
。「
内
外
金
剛
山
は
一
つ
づ
き
の
山
で
あ
つ
て
、
そ
の
風
景

の
佳
い
処
は
、
両
方
と
も
花
崗
岩
で
出
来
て
ゐ
る
。（
中
略
）
内
金
剛
は
渓
谷
美
と
森
林
美
に
於
い
て
勝
り
、
外
金
剛
は
岩
石
美
と
い
ふ
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よ
り
は
、
寧
ろ
岩
石
の
怪
奇
に
於
い
て
勝
る
と
い
え
る
。
而
し
て
両
者
の
間
に
一
脈
相
通
ず
る
も
の
の
あ
る
こ
と
が
、
内
外
金
剛
山
を
一

つ
に
金
剛
山
塊
と
し
て
、
世
界
的
風
景
た
ら
し
め
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
そ
の
特
色
が
内
外
両
金
剛
に
於
い
て
、
異
な
つ
て
ゐ
る
の

は
何
に
原
因
す
る
か
と
い
へ
ば
、
そ
れ
は
一
に
花
崗
岩
の
節
理
の
発
達
状
態
如
何
に
よ
る
の
で
あ
る
。（
中
略
）
金
剛
山
が
世
界
的
風
景

と
し
て
宣
伝
さ
れ
る
や
う
に
な
つ
た
原
因
の
一
つ
は
、
こ
の
世
界
に
類
例
の
な
い
万
物
相
に
帰
す
る
の
で
は
な
い
か
と
私
は
思
う
」28

。 

二
・
日
本
の
朝
鮮
支
配
と
金
剛
山

（
1
）
朝
鮮
総
督
府
の
金
剛
山
国
立
公
園
化
構
想

　

本
国
で
の
国
立
公
園
運
動
に
対
応
す
る
た
め
、
総
督
府
は
一
九
三
〇
年
初
頭
か
ら
金
剛
山
国
立
公
園
設
置
に
向
け
た
動
き
を
開
始
し

た
。
一
九
三
〇
年
一
月
一
六
日
、
総
督
府
山
林
部
が
主
催
と
な
り
、
総
督
府
と
金
剛
山
電
鉄
は
「
金
剛
山
保
勝
打
合
会
」（
以
下
、「
打
合

会
」
と
す
る
）
を
開
催
し
た
。
目
的
は
「
金
剛
山
の
自
然
美
を
主
と
し
て
の
保
勝
道
路
・
ホ
テ
ル
等
の
設
備
、
遊
覧
日
程
、
四
季
を
通
じ

て
の
探
勝
遊
覧
、
天
然
記
念
物
の
保
護
等
に
つ
い
て
協
議
」
し
、
研
究
課
題
は
委
員
会
で
研
究
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
参
加
者
は
渡
辺
山

林
部
長
、
内
務
局
の
榛
葉
土
木
課
長
、
富
永
地
方
課
長
、
李
宗
教
務
課
長
、
安
藤
又
三
郎
金
剛
山
電
鉄
専
務
、
鉄
道
局
戸
田
理
事
、
佐
藤

参
事
で
あ
る
。29 

　

こ
の
段
階
で
は
総
督
府
は
山
林
局
、
民
間
企
業
で
は
金
剛
山
電
鉄
が
中
心
に
な
っ
た
。
金
剛
山
電
鉄
は
一
九
一
九
年
一
二
月
に
創
立

14（　）
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（
資
本
金
五
百
万
円
）
さ
れ
、
久
米
民
之
助
が
社
長
に
就
任
し
た
。
金
剛
山
電
鉄
は
中
台
里
発
電
所
（
七
千
ｋ
Ｗ
）
を
設
置
し
、
鉄
道
の

距
離
は
少
し
ず
つ
延
長
し
、
一
九
三
一
年
七
月
に
は
鉄
原
―
内
金
剛
間
（
延
長
一
一
六
ｋ
ｍ
）
の
鉄
道
敷
設
が
完
成
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ

て
一
挙
に
金
剛
山
を
訪
れ
る
観
光
客
が
増
え
た
。30

国
立
公
園
化
は
金
剛
山
電
鉄
の
経
営
に
も
大
き
な
転
機
と
な
る
も
の
だ
っ
た
。

　

一
九
三
〇
年
二
月
二
八
日
、
総
督
府
山
林
部
の
主
催
の
下
で
、「
金
剛
山
保
勝
経
営
」
第
二
回
「
打
合
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
参
加
者

は
渡
辺
山
林
部
長
、
山
林
部
の
各
課
長
、
戸
田
鉄
道
局
理
事
、
金
剛
山
電
鉄
の
安
藤
専
務
、
逓
信
局
、
内
務
局
、
江
原
道
庁
の
各
関
係
者

だ
っ
た
。
こ
の
会
合
で
次
の
八
項
目
が
決
定
し
た
。
①
簡
易
宿
泊
所
、
休
息
所
の
設
置
、
②
学
生
の
キ
ャ
ン
プ
に
適
当
な
場
所
を
設
定
す

る
、
③
金
剛
山
電
鉄
の
終
点
「
内
金
剛
駅
」
か
ら
長
安
寺
ま
で
同
社
は
バ
ス
を
運
転
す
る
、
④
中
流
向
き
の
ホ
テ
ル
、
公
会
堂
を
新
築
す

る
、
⑤
電
話
線
の
配
置
を
完
全
に
す
る
、
⑥
金
剛
山
の
「
区
画
拡
張
計
画
」
で
、
現
在
の
保
護
区
域
一
万
六
千
町
歩
か
ら
四
万
五
七
九
〇

町
歩
へ
と
、
約
三
倍
に
拡
張
す
る
、
⑦
内
外
金
剛
を
連
絡
す
る
自
動
車
道
路
を
完
成
す
る
、
⑧
桜
を
移
植
す
る
、
等
で
あ
る
。31

　

第
二
回
「
打
合
会
」
で
は
金
剛
山
の
保
勝
計
画
を
進
め
る
助
力
機
関
と
し
て
、
財
団
法
人
の
設
立
が
計
画
さ
れ
た
。
総
督
府
山
林
部
は

一
九
三
〇
年
七
月
に
専
門
家
で
あ
る
田
村
剛
、
林
学
博
士
の
上
原
敬
二
を
招
聘
し
、
現
地
調
査
を
実
施
し
て
も
ら
い
、
各
々
「
風
景
計
画

ノ
起
案
」
を
提
出
し
て
も
ら
っ
た
。32 

　

一
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
田
村
は
国
立
公
園
選
定
に
関
す
る
第
一
人
者
だ
っ
た
。
上
原
は
田
村
と
同
様
に
、
一
九
一
一
年
に
東
京
帝
大

学
農
林
大
学
林
学
科
に
入
学
し
た
。
東
京
帝
大
の
本
多
静
六
教
授
（
林
学
博
士
）
の
指
導
を
受
け
、
田
村
の
一
学
年
上
だ
っ
た
。
東
京
帝

大
講
師
、
内
務
省
都
市
計
画
局
公
園
事
務
嘱
託
、
帝
都
復
興
院
技
師
等
を
歴
任
し
た
。
田
村
の
よ
う
に
国
立
公
園
の
選
定
に
は
直
接
関
与
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し
て
い
な
い
が
、
造
園
家
で
あ
り
、
公
園
設
計
の

第
一
人
者
だ
っ
た
。
こ
れ
以
前
に
本
国
内
で
は
、

明
治
神
宮
外
苑
、
日
本
ラ
イ
ン
、
東
京
女
子
大
校

庭
、
麓
山
公
園
、
亀
崎
公
園
、
大
礼
記
念
博
覧
会

会
場
・
庭
園
な
ど
を
設
計
し
て
い
た
。
上
原
は
今

回
の
朝
鮮
訪
問
が
契
機
と
な
り
、
そ
の
後
、
表
2

の
よ
う
に
朝
鮮
内
の
公
園
設
計
に
も
多
数
参
加
し

た
。
上
原
は
多
作
と
し
て
知
ら
れ
、
著
書
だ
け
で

一
五
一
冊
が
あ
る
。33 

　

一
九
三
〇
年
八
月
、
田
村
、
上
原
は
各
々
金
剛

山
の
風
景
計
画
案
を
総
督
府
に
提
出
し
た
。
田
村

案
は
田
村
と
助
手
・
小
坂
立
夫
に
よ
る
「
金
剛
山

風
景
計
画
書
」
で
あ
り
、
上
原
案
は
上
原
と
助

手
・
吉
村
厳
に
よ
る
「
金
剛
山
公
園
計
画
第
一
回

計
画
書
」
で
あ
る
。
二
人
の
計
画
書
の
違
い
を
見

16（　）

番号 年月 公園・庭園・施設名

1 1930 年 5 月 総督府より金剛山保勝経営に関する調査を委嘱される

2 1930 年 8 月 金剛山風景計画

3 1930 年 8 月 平壌牡丹台公園改造計画

4 1930 年 8 月 京城府庁前広場設計

5 1930 年 8 月 朝鮮総督府後庭改造設計

6 1937 年 9 月 京城府より公園計画に関する技務を委嘱される

7 1937 年 9 月 京城府総督府博物館庭園設計

8 1937 年 9 月 京春鉄道退渓院遊園地設計

9 1938 年 6 月 京城府朝鮮総督府官邸内自然林設計

10 1938 年 8 月 元山府防空林計画

11 1938 年 8 月 元山海水浴場系計画

12 1938 年 8 月 仁川公園計画

13 1938 年 8 月 咸興府公園設計

14 1938 年 8 月 興南邑公園並びに衛生保安林計画

15 1938 年 8 月 赴戦高原風景地計画

16 1938 年 9 月 京城府半島ホテル屋上庭園設計

17 1938 年 10 月 興南邑事務所庭園設計

18 1939 年 7 月 興南神社神苑設計

19 1939 年 8 月 清津市日本製鉄工場構内設計

東京農業大学造園学科編『上原敬二先生の著作』（1982 年 6 月）1～ 6頁から作成。

表 2・上原敬二が関与した朝鮮内の公園・庭園・施設等
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る
と
、
①
海
金
剛
を
田
村
は
区
画
に
含
め
て
い
る
の
に
対
し
、
上
原
は
区
画
に
含
め
て
い
な
い
、
②
田
村
は
絶
対
保
存
と
さ
れ
る
の
は
全

体
の
三
二
・
五
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
上
原
は
大
半
と
し
て
い
る
、
③
田
村
は
風
致
に
配
慮
し
つ
つ
も
経
済
的
施
業
を
可
能
と
す
る
の
に

対
し
、
上
原
は
風
景
・
自
然
保
護
意
識
が
強
い
、
④
道
路
・
交
通
に
つ
い
て
田
村
は
二
つ
の
自
動
車
路
線
を
計
画
し
て
い
る
の
に
、
上
原

は
一
路
線
案
は
田
村
と
共
通
だ
が
、
も
う
一
路
線
は
部
分
的
に
す
べ
き
だ
と
す
る
。34 

　

一
九
三
〇
年
八
月
、
二
つ
の
計
画
書
案
の
提
出
を
受
け
、
総
督
府
は
今
井
田
清
徳
政
務
総
監
の
下
で
「
打
合
会
」
を
開
催
し
た
。
取
り
あ

え
ず
、
①
内
外
金
剛
を
連
結
す
る
自
動
車
道
路
、
②
景
勝
地
内
の
電
話
線
、
③
探
勝
道
路
及
び
小
屋
の
施
設
に
着
手
す
る
こ
と
に
決
定
し

た
。
こ
の
費
用
と
し
て
三
万
一
四
〇
〇
円
を
一
九
三
一
年
度
予
算
に
提
出
す
る
こ
と
に
し
た
が
、
拓
務
省
に
よ
っ
て
こ
れ
は
削
除
さ
れ
た
。35

　

一
九
三
〇
年
一
一
月
に
金
剛
山
電
鉄
の
久
米
民
之
助
社
長
が
協
会
の
基
金
と
し
て
二
万
円
を
寄
付
し
、
さ
ら
に
八
三
〇
〇
円
の
寄
付
が

集
ま
っ
た
。
こ
れ
ら
を
基
金
と
し
て
、
一
九
三
二
年
四
月
に
財
団
法
人
金
剛
山
協
会
が
設
立
さ
れ
た
。
規
約
の
第
三
条
に
「
金
剛
山
ノ
保

勝
並
ニ
景
勝
ノ
利
用
増
進
ニ
関
ス
ル
施
設
経
営
ヲ
為
シ
併
セ
テ
官
ノ
の
施
設
ニ
助
力
ス
ル
ヲ
目
的
ト
ス
」
と
あ
る
。36 

　

会
長
は
今
井
田
政
務
総
監
で
あ
り
、
表
3
の
よ
う
に
役
員
二
四
名
は
総
督
府
、
企
業
、
大
学
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
が
参
加
し
た
強
力
な
布

陣
で
あ
る
。

　

ま
た
、
宇
垣
一
成
総
督
も
金
剛
山
を
高
く
評
価
し
、
国
立
公
園
化
構
想
を
推
進
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
宇
垣
は
一
九
三
五
年
二
月
、

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
朝
鮮
に
誇
る
べ
き
も
の
が
三
ツ
あ
る
。（
一
）
天
然
の
絶
勝
（
金
剛
山
）（
二
）
人
力
の
権
威
（
興
南
辺
を

中
心
と
す
る
化
学
工
業
）（
三
）
慈
愛
の
結
晶
（
小
鹿
島
更
正
園
）
也
」。37

一
九
三
六
年
五
月
に
宇
垣
は
金
剛
山
を
初
め
て
訪
問
し
た
。
早
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朝
の
金
剛
山
の
様
子
を
、
彼
は

「
天
明
と
共
に
其
の
大
雲
海
よ

り
姿
を
現
は
す
旭
日
の
鮮
に
し

て
雄
渾
の
状
は
、
到
底
筆
舌
を

以
て
形
容
し
詳
述
し
難
き
所
謂

名
状
し
得
ら
れ
ざ
る
偉
観
で
あ

る
」38

と
ま
で
表
現
し
て
い
る
。

ま
た
、
翌
日
に
宇
垣
は
周
辺
の

火
田
民
の
状
態
に
驚
き
、「
今

日
で
は
金
剛
山
は
世
界
的
の
名

所
で
あ
り
該
沿
線
は
国
際
的
の

交
通
路
で
あ
る
。
夫
れ
を
此
の

惨
状
に
放
置
す
る
は
朝
鮮
の
恥

曝
し
で
あ
る
」39

と
批
判
し
て
い

る
。

18（　）

番号 役職 氏名 現　　　　職

1 会長 今井田　清徳 朝鮮総督府政務総監

2 副会長 朴　泳孝 侯爵

3 副会長 有賀　光豊 朝鮮殖産銀行頭取

4 評議員 池田　清 朝鮮総督府警務局長

5 評議員 林　茂樹 朝鮮総督府学務局長

6 評議員 林　繁蔵 朝鮮総督府財務局長

7 評議員 白　完赫 漢城銀行会長

8 評議員 新田　留次郎 朝鮮鉄道会社専務

9 評議員 朴　栄喆 朝鮮商業銀行頭取

10 評議員 戸田　直温 不明

11 評議員 李　範益 江原道知事

12 評議員 木村　卓一 朝鮮総督府鉄道局長

13 評議員 岡本　桂次郎 金剛山電鉄専務取締役

14 評議員 渡辺　忍 朝鮮総督府殖産局長

15 評議員 中野　太三郎 東洋拓殖会社理事

16 評議員 武者　練三 京城電気理事

17 評議員 牛島　省三 朝鮮総督府内務局長

18 評議員 閔　大植 東一銀行頭取

19 評議員 山本　犀蔵 朝鮮総督府逓信局長

20 評議員 金　泰黙 不明

21 評議員 森　弁次郎 不明

22 評議員 森　悟一 朝鮮殖産銀行理事

23 評議員 安倍　能成 京城帝大法文学部教授

24 評議員 綿引　朝光 京城帝大医学部教授

岡本暁翠『京城と金剛山』（京城真美会、1932 年）315 ～ 316 頁、韓国歴史情報統合システム
（http://www.koreanhistory.or.kr）から作成。

表 3・財団法人金剛山協会の設立時役員（1932 年 4月）
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つ
ま
り
、
金
剛
山
国
立
公
園
化
構
想
は
宇
垣
総
督
、
今
井
田
政
務
総
監
以
下
、
総
督
府
の
政
策
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
。
総
督
府
は
金
剛
山
に
加
え
、
漢
拏
山
、
智
異
山
も
国
立
公
園
の
対
象
と
み
な
し
て
い
た
。
宇
垣
総
督
は
、「
漢
拏
山
の
山
麓

地
帯
は
予
想
以
上
に
広
い
、
富
士
、
浅
間
、
磐
梯
諸
山
の
山
麓
地
帯
よ
り
も
広
い
。（
中
略
）
智
異
山
は
存
外
面
白
き
高
山
で
あ
る
。
金

剛
山
脈
な
ど
と
は
別
箇
の
見
地
よ
り
遊
覧
地
、
避
暑
地
と
し
て
利
用
価
値
大
な
り
」40

と
ま
で
言
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
一
九
三
〇
年
一
月
か
ら
総
督
府
、
金
剛
山
電
鉄
は
「
金
剛
山
保
勝
打
合
会
」
を
開
催
し
、
一
九
三
二
年
四
月
に
財
団
法

人
金
剛
山
協
会
を
設
置
し
て
、
急
速
に
国
立
公
園
化
構
想
を
進
め
て
い
た
。
宇
垣
総
督
、
今
井
田
政
務
総
監
の
意
思
も
確
認
で
き
る
。
総

督
府
の
刊
行
物
『
朝
鮮
』
に
お
け
る
金
剛
山
関
連
の
記
事
は
一
九
三
四
年
五
月
に
元
金
剛
山
電
鉄
会
社
社
長
だ
っ
た
久
米
民
之
助
の
「
頌

徳
記
念
碑
」
が
毘
蘆
峰
に
建
立
さ
れ
た
こ
と
、41

一
九
三
四
年
七
月
に
内
金
剛
の
三
橋
（
向
仙
橋
、
南
川
橋
、
問
仙
橋
）
が
竣
工
し
た
こ
と

を
伝
え
て
い
る
。42 

　

し
か
し
、
こ
れ
以
降
、
総
督
府
の
刊
行
物
『
朝
鮮
』
で
は
関
連
の
記
事
が
出
て
こ
な
い
。
た
だ
し
、
こ
の
後
も
金
剛
山
協
会
は
存
続
し
、

金
剛
山
整
備
の
活
動
を
続
け
て
い
る
。
一
九
三
五
年
六
月
、
金
剛
山
協
会
は
新
た
な
事
業
と
し
て
金
剛
山
の
震
源
庵
、
白
馬
峰
、
弥
勒

峰
、
遮
日
峰
に
至
る
探
勝
道
路
を
新
設
す
る
計
画
を
明
ら
か
に
し
た
。43

一
九
三
六
年
六
月
、
金
剛
山
協
会
は
九
七
万
円
で
金
剛
山
道
路
の

改
修
と
国
立
公
園
化
計
画
を
明
ら
か
に
し
た
。44

同
年
九
月
、
金
剛
山
に
新
た
な
探
勝
路
が
内
金
剛
、
外
金
剛
に
各
々
竣
工
し
た
。

一
九
三
九
年
七
月
、
金
剛
山
協
会
の
総
会
が
開
催
さ
れ
、
鉄
道
局
、
総
督
府
各
局
課
長
、
京
城
帝
大
関
係
者
が
参
加
し
、
外
国
人
観
光
客

の
誘
致
と
探
勝
路
の
積
極
的
拡
充
案
が
議
論
さ
れ
た
。45

し
か
し
、
こ
れ
以
降
は
金
剛
山
協
会
関
連
の
記
事
は
新
聞
か
ら
次
第
に
消
え
て
い
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く
。
た
だ
し
、
一
九
三
六
年
五
月
、
宇
垣
総
督
は
国
立
公
園
化
の
た
め
に
総
予
算
二
〇
〇
万
円
で
金
剛
山
の
周
回
探
勝
道
路
、
山
荘
、
橋

梁
美
化
等
の
全
面
的
施
設
を
指
示
し
て
い
る
。46 

（
2
）
国
立
公
園
化
構
想
の
中
止

　

こ
う
し
た
こ
と
を
見
る
と
、
総
督
府
は
次
第
に
意
欲
が
低
下
す
る
も
の
の
、
一
九
三
六
年
八
月
ま
で
は
金
剛
山
国
立
公
園
化
政
策
を
維

持
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
一
九
三
六
年
八
月
以
降
、
こ
の
政
策
は
中
止
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
。
そ
の
理
由
は
明
確
で
は
な
い

が
、
次
の
二
つ
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
第
一
に
、
総
督
府
が
金
剛
山
調
査
費
三
万
一
四
〇
〇
円
を
一
九
三
一
年
度
予
算
に
提
出
し
た

が
、
拓
務
省
に
よ
っ
て
こ
れ
に
削
除
さ
れ
た
よ
う
に
、
拓
務
省
が
強
く
反
対
し
た
可
能
性
で
あ
る
。
第
二
に
、
一
九
三
六
年
八
月
に
金
剛

山
国
立
公
園
化
構
想
を
進
め
て
い
た
宇
垣
総
督
と
今
井
田
政
務
総
監
が
退
任
し
、
新
に
南
次
郎
総
督
、
大
野
緑
一
郎
政
務
総
監
が
赴
任
し

た
こ
と
で
あ
る
。
こ
ち
ら
が
大
き
な
契
機
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
、
本
当
の
理
由
は
そ
れ
以
外
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
一
九
三
九
年
一
二
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
金
剛
山
電
気
鉄
道
株
式
会
社
廿
年

史
』
は
次
の
よ
う
に
い
う
。「〔
国
立
〕
公
園
計
画
の
前
提
と
し
て
の
研
究
を
進
め
ら
れ
て
い
た
模
様
で
あ
つ
た
が
、
そ
の
後
時
局
の
関
係

等
に
よ
り
最
近
は
本
問
題
は
保
留
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
ら
う
」47

と
、「
時
局
」
を
あ
げ
て
曖
昧
に
触
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

　

具
体
的
に
は
、
金
剛
山
一
帯
に
あ
る
タ
ン
グ
ス
テ
ン
鉱
石
の
広
大
な
鉱
脈
が
戦
時
体
制
の
進
展
と
と
も
に
、
そ
の
必
要
性
が
再
確
認
さ

れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
一
九
四
〇
年
五
月
時
点
に
お
け
る
総
督
府
殖
産
局
鉱
山
課
の
史
料
は
、
次
の
よ
う
に
い
う
。「
江
原
道
高
城
、
通

川
、
淮
陽
郡
（
金
剛
山
付
近
）
の
重
石
〔
タ
ン
グ
ス
テ
ン
〕
鉱
床
を
略
述
し
や
う
。
金
剛
山
地
方
主
要
鉱
床
賦
存
地
は
所
謂
金
剛
山
花
崗
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岩
帯
に
一
致
す
る
南
北
に
長
き
一
帯
に
帯
状
の
分
布
を
示
し
、
鉱
石
は
石
英
脈
中
に
存
在
し
、
主
な
る
も
の
は
百
余
状
を
算
定
せ
ら
れ
、

そ
の
延
長
は
〇
・
五
粁
乃
至
三
粁
に
及
び
、
幅
員
は
二
〇
糎
内
外
に
し
て
、
従
来
保
勝
地
域
の
た
め
採
掘
が
禁
止
さ
れ
、
其
の
下
低
部
は

未
だ
判
明
し
な
い
が
、
露
頭
の
高
低
差
百
米
前
後
は
明
か
で
あ
る
。
鉱
石
は
鉄
満
俺
〔
マ
ン
ガ
ン
〕
石
の
外
、
灰
重
石
、
石
英
、
輝
水
鉛

鉱
、
黄
銅
鉱
、
黄
石
、
錫
石
、
蛍
石
、
電
気
石
よ
り
成
り
、
明
か
に
気
成
鉱
脉
と
考
へ
ら
れ
、
鉱
石
の
品
位
は
現
在
判
明
せ
る
露
頭
部
に

て
平
均
約
二
％
に
及
び
、
結
晶
の
大
き
さ
は
一
糎
前
後
の
も
の
が
多
い
。
本
地
域
は
時
局
に
対
応
す
る
為
、
局
部
的
で
は
あ
る
が
近
く
開

発
せ
ら
れ
る
予
定
で
、
そ
の
暁
は
鮮
内
タ
ン
グ
ス
テ
ン
鉱
の
産
地
と
し
て
重
要
な
る
地
位
を
占
め
る
に
至
る
で
あ
ら
う
」。48 

　

つ
ま
り
、
金
剛
山
の
保
勝
地
内
に
あ
る
有
望
な
タ
ン
グ
ス
テ
ン
鉱
脈
が
金
剛
山
国
立
公
園
化
構
想
を
中
止
に
追
い
込
ん
だ
直
接
的
な
原

因
と
思
わ
れ
る
。

　

金
剛
山
は
国
立
公
園
化
案
か
ら
次
第
に
地
下
資
源
採
掘
案
に
重
点
が
移
っ
て
い
っ
た
。
こ
れ
を
裏
づ
け
る
の
は
一
九
三
七
年
七
月
に
日

中
戦
争
が
全
面
化
す
る
と
、
新
聞
に
は
金
剛
山
の
盗
掘
を
含
め
、
地
下
資
源
採
掘
関
連
の
記
事
が
増
加
す
る
こ
と
で
あ
る
。
新
聞
記
事
で

見
る
と
、
金
剛
山
で
の
タ
ン
グ
ス
テ
ン
盗
掘
検
挙
は
一
九
三
四
年
五
月
が
初
見
で
あ
る
が
、49

一
九
三
八
年
に
な
る
と
鉱
山
採
掘
の
制
限
禁

止
と
さ
れ
た
保
勝
区
で
の
盗
掘
が
一
挙
に
拡
大
し
、
そ
の
集
団
人
員
も
大
規
模
に
な
る
。『
東
亜
日
報
』
は
金
剛
山
で
の
「
盗
掘
探
査
記
」

を
一
九
三
八
年
七
月
、
八
回
に
わ
た
っ
て
連
載
し
た
ほ
ど
で
あ
る
。50

一
九
三
九
年
七
月
に
は
三
橋
孝
一
郎
警
務
局
長
が
金
剛
山
の
盗
掘
状

況
を
視
察
し
た
。51

　

ま
た
、
企
業
の
タ
ン
グ
ス
テ
ン
鉱
採
掘
申
請
も
急
増
し
た
。
一
九
三
八
年
一
〇
月
、『
東
亜
日
報
』
は
「
金
剛
山
鉱
石
発
掘
漸
次
本
格
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化
！
江
原
道
当
局
現
地
出
張
」
の
見
出
し
で
、「
金
剛
山
の
重
石
を
日
本
内
地
内
外
の
財
閥
、
高
周
波
〔
重
工
業
〕
他
多
く
の
財
閥
に
鉱

業
権
が
付
与
さ
れ
、
目
下
着
々
と
採
掘
さ
れ
て
い
く
中
、
江
原
道
で
も
こ
の
金
剛
山
一
帯
の
地
下
資
源
開
発
を
本
格
化
さ
せ
る
た
め
に
、

宋
産
業
部
長
と
大
貫
鉱
山
係
嘱
託
と
宮
﨑
山
林
課
技
手
等
の
一
行
が
去
る
〔
一
〇
月
〕
一
四
日
か
ら
三
ヶ
月
の
予
定
で
金
剛
山
方
面
に
出

張
し
た
」52

と
伝
え
た
。

　

さ
ら
に
一
九
三
九
年
六
月
に
は
、「
最
近
こ
の
金
剛
山
も
地
下
資
源
を
開
発
し
よ
う
と
す
る
国
策
の
席
上
に
上
が
っ
て
お
り
、
タ
ン
グ

ス
テ
ン
資
源
の
埋
蔵
地
と
し
て
再
認
識
さ
れ
て
い
る
。（
中
略
）
鉄
道
局
に
置
か
れ
て
い
る
金
剛
山
観
光
協
会
は
来
る
〔
六
月
〕
二
二
日

最
終
的
態
度
を
決
定
し
よ
う
と
、
協
会
員
七
名
が
現
地
踏
査
を
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
今
回
の
踏
査
が
終
わ
れ
ば
、
総
合
的
な
意
見
が

提
出
さ
れ
、
霊
峰
金
剛
山
に
対
す
る
決
断
が
下
る
だ
ろ
う
」53

と
し
て
い
る
。

　

総
督
府
内
で
は
金
剛
山
の
自
然
保
護
と
鉱
山
開
発
を
両
立
さ
せ
る
た
め
、
各
種
の
検
討
が
な
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
一
九
三
九
年
七
月

の
『
毎
日
新
報
』
は
、
総
督
府
の
鉱
山
課
と
社
会
教
育
課
が
こ
の
二
つ
の
対
立
を
解
消
す
る
た
め
、
一
石
二
鳥
案
を
検
討
中
で
あ
る
と
伝

え
た
。「
科
学
的
に
、
ま
た
は
風
致
を
絶
対
に
損
な
わ
な
い
条
件
を
な
し
た
会
社
に
対
し
、
こ
れ
〔
採
掘
〕
を
許
可
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
条
件
で
採
掘
で
き
る
大
会
社
を
別
に
組
織
し
て
重
石
を
掘
り
出
す
。
こ
の
会
社
は
絶
対
に
営
利
を
目
的
と
し
な
い
特
殊
目
的
に

立
脚
し
、
会
社
を
組
織
し
よ
う
と
す
る
者
は
金
剛
山
に
全
て
を
捧
げ
、
探
勝
施
設
に
万
全
を
期
す
も
の
で
あ
る
」54

と
伝
え
て
い
る
。
ま

た
、
一
九
三
九
年
八
月
、『
東
亜
日
報
』
は
総
督
府
内
で
も
自
然
保
護
か
、
鉱
山
開
発
か
意
見
が
分
か
れ
て
い
る
と
伝
え
た
。「
矛
盾
重
な

る
具
体
案
に
金
剛
開
発
は
未
知
数
で
あ
る
。
鉱
山
課
は
金
剛
山
全
域
で
の
重
石
開
発
に
、
学
務
、
農
林
、
警
務
、
鉄
道
局
は
〔
こ
れ
に
〕
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反
対
し
て
い
る
」55

と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
報
道
が
ど
こ
ま
で
事
実
を
反
映
し
て
い
る
か
不
明
だ
が
、
金
剛
山
に
対
す
る
総
督
府
の
政
策

に
相
反
す
る
二
つ
の
路
線
（
保
勝
か
、
開
発
か
）
が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

一
九
四
〇
年
五
月
、
総
督
府
は
大
野
政
務
総
監
を
委
員
長
と
し
、
各
局
長
等
が
委
員
と
な
る
金
剛
山
探
勝
施
設
委
員
会
を
開
催
し
、
金

剛
山
の
保
勝
か
開
発
か
を
め
ぐ
る
論
争
に
最
終
的
な
決
断
を
下
し
た
。
李
家
源
甫
（
李
源
甫
）
社
会
教
育
課
長
は
、「
こ
の
間
、〔
保
勝
区

内
で
の
〕
一
一
ヶ
所
出
願
区
域
中
、
昭
和
一
三
〔
一
九
三
八
〕
年
に
第
二
回
委
員
会
を
開
き
八
ヶ
所
を
許
可
し
た
。（
中
略
）
今
回
残
り

三
カ
所
を
許
可
し
、
露
天
式
と
す
る
こ
と
は
勿
論
、
地
下
に
開
発
し
て
も
名
勝
区
域
を
破
損
し
て
は
い
け
な
い
と
の
条
件
付
き
で
許
可
し

た
。（
中
略
）
今
回
の
三
カ
所
を
許
可
し
た
こ
と
を
最
後
に
し
て
、
今
後
は
絶
対
に
出
願
手
続
き
を
受
け
付
け
な
い
」
と
報
告
し
た
。
こ

の
三
カ
所
は
、
淮
陽
郡
金
剛
面
（
重
石
鉱
）、
高
城
郡
外
新
北
面
（
重
石
鉱
）、
同
郡
西
面
（
鱗
状
黒
鉛
）
で
あ
る
。
こ
の
決
定
を
『
毎
日

新
報
』
は
「
最
後
の
断
は
保
勝
、
鉱
山
出
願
は
絶
対
不
可
、
今
日
委
員
会
で
満
場
一
致
可
決
」
と
し
て
い
る
。56 

　

し
か
し
、
本
国
で
の
報
道
で
は
「
保
勝
」
の
面
は
退
き
、「
開
発
」
の
面
を
強
調
し
て
い
る
。
一
九
四
〇
年
八
月
の
『
鉱
業
界
』
は
次

の
よ
う
に
言
う
。「
地
下
資
源
開
発
か
、
自
然
美
の
保
全
か
、
重
大
岐
路
に
立
た
さ
れ
た
天
下
の
名
勝
金
剛
山
の
運
命
を
決
す
べ
き
金
剛

山
探
勝
施
設
委
員
会
は
、
過
般
朝
鮮
総
督
府
に
お
い
て
官
民
双
方
の
委
員
出
席
、
戦
時
下
重
要
特
殊
鋼
と
し
て
の
タ
ン
グ
ス
テ
ン
を
開
発

し
て
こ
れ
を
産
業
的
に
活
か
す
か
、
天
然
の
美
を
永
久
に
保
存
し
、
あ
く
ま
で
も
霊
峰
金
剛
山
と
し
て
活
か
す
か
、
種
々
議
論
を
闘
は
し

た
結
果
、
結
局
両
論
の
中
庸
を
と
つ
て
、
風
致
を
損
は
ざ
る
程
度
に
お
い
て
、
現
在
ま
で
の
採
堀
許
可
の
鉱
区
八
ヶ
所
の
外
に
、
新
た
に

内
金
剛
山
新
豊
里
、
外
金
剛
山
注
験
里
西
面
、
花
雨
里
の
三
カ
所
に
タ
ン
グ
ス
テ
ン
と
鱗
様マ

マ黒
鉛
の
採
掘
を
許
可
す
る
こ
と
ゝ
し
、
将
来
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は
こ
れ
以
上
採
掘
せ
ざ
る
こ
と
に
方
針
を
決
定
、
こ
ゝ
に
金
剛
山
は
鉱
山
、
名
勝
の
二
筋
道
を
辿
る
こ
と
ゝ
な
つ
た
」。57

つ
ま
り
、
金
剛

山
の
希
少
地
下
資
源
で
あ
る
タ
ン
グ
ス
テ
ン
開
発
を
重
視
し
、
総
督
府
の
金
剛
山
国
立
公
園
化
構
想
は
完
全
に
中
止
と
な
っ
た
と
い
え

る
。
一
九
四
〇
年
五
月
以
降
は
「
二
筋
道
」（
両
論
併
記
）
に
よ
り
、
さ
ら
に
金
剛
山
で
タ
ン
グ
ス
テ
ン
採
掘
と
盗
掘
が
拡
大
す
る
。58 

　

こ
れ
に
加
え
て
、
金
剛
山
は
朝
鮮
内
で
は
最
大
の
長
水
鉱
山
、
昭
徳
水
鉛
鉱
山
（
全
北
長
水
郡
溪
内
面
）
に
次
ぐ
第
三
の
モ
リ
ブ
デ
ン

（
水
鉛
）
の
採
掘
地
だ
っ
た
。
前
掲
の
総
督
府
殖
産
局
鉱
山
課
の
史
料
は
次
の
よ
う
に
い
う
。「
江
原
道
高
城
郡
新
北
面
倉
垈
面
温
井
面

（
金
剛
山
）
輝
水
鉛
鉱
は
内
外
金
剛
を
形
成
す
る
粗
粒
黒
雲
母
花
崗
岩
中
に
貫
入
せ
る
ペ
グ
マ
タ
イ
ト
岩
脉
中
に
存
在
し
て
ゐ
る
が
、
ペ

グ
マ
タ
イ
ト
と
母
岩
と
の
境
界
は
明
瞭
を
欠
い
て
ゐ
る
。
現
在
稼
行
中
の
鉱
脉
は
一
條
で
、
露
頭
総
延
長
三
五
〇
米
に
達
し
、
脉
幅
平
均

一
五
糎
に
し
て
鉱
石
の
平
均
品
位
は
三
％
前
後
の
優
良
な
る
も
の
で
あ
る
。
輝
水
鉛
鉱
は
通
常
六
角
枚
状
に
結
晶
し
、
径
六
糎
に
及
び
、

脉
中
略
々
一
様
に
分
布
し
、
蛍
石
、
長
石
、
雲
母
等
を
随
伴
し
て
ゐ
る
」。59

軍
需
産
業
に
お
け
る
タ
ン
グ
ス
テ
ン
、
モ
リ
ブ
デ
ン
の
重
要

さ
は
三
章
で
述
べ
る
。

三
・
朝
鮮
に
お
け
る
陸
軍
の
希
少
地
下
資
源
確
保

（
1
）
朝
鮮
軍
関
与
の
可
能
性

　

な
ぜ
総
督
府
が
一
九
四
〇
年
五
月
に
「
二
筋
道
」
を
決
定
し
、
金
剛
山
国
立
公
園
化
構
想
を
完
全
に
中
止
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
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で
は
希
少
地
下
資
源
（
特
に
タ
ン
グ
ス
テ
ン
、
モ
リ
ブ
デ
ン
）
を
確
保
す
る
た
め
に
、
朝
鮮
軍
が
総
督
府
の
政
策
に
介
入
し
た
可
能
性
が

大
き
い
こ
と
を
順
に
指
摘
し
て
い
く
。

　

ま
ず
、
タ
ン
グ
ス
テ
ン
（
重
石
）
と
モ
リ
ブ
デ
ン
（
水
鉛
石
）
の
特
徴
を
見
て
み
る
。
タ
ン
グ
ス
テ
ン
は
「
乾
燥
空
気
中
で
安
定
、
高

速
度
鋼
の
合
金
成
分
、
超
硬
合
金
、
電
球
・
電
子
管
の
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
、
電
気
接
点
、
Ｘ
線
管
球
タ
ー
ゲ
ッ
ト
、
電
気
炉
ヒ
ー
タ
ー
、
ホ

ウ
素
ガ
ラ
ス
の
封
入
れ
線
な
ど
に
使
わ
れ
る
」。60

総
督
府
の
史
料
は
、「
重
石
工
業
は
軍
需
工
業
と
盛
衰
を
共
に
す
る
も
の
に
し
て
、
高
速

度
鋼
製
造
の
重
大
な
る
使
命
は
今
更
言
及
を
要
せ
ざ
る
も
各
種
の
工
具
鋼
製
造
に
も
亦
用
途
大
な
る
も
の
あ
り
。
即
ち
世
界
総
生
産
の
約

九
割
は
製
鋼
用
に
供
せ
ら
れ
つ
つ
あ
り
」61

と
言
う
。

　

モ
リ
ブ
デ
ン
は
「
タ
ン
グ
ス
テ
ン
や
タ
ン
タ
ル
、
ニ
オ
ブ
と
と
も
に
高
融
点
金
属
と
呼
ば
れ
、
高
温
で
強
度
や
靱
性
に
優
れ
耐
熱
材
料

と
し
て
使
わ
れ
る
。
タ
ン
グ
ス
テ
ン
は
電
球
の
フ
ィ
ア
ラ
メ
ン
ト
に
、
モ
リ
ブ
デ
ン
は
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
の
支
持
棒
に
用
い
ら
れ
る
。
高
温
炉

の
発
熱
体
や
ガ
ラ
ス
溶
融
炉
の
電
極
棒
に
も
用
い
ら
れ
る
」。62

総
督
府
の
史
料
は
、「
現
在
「
タ
ン
グ
ス
テ
ン
」「
マ
ン
ガ
ニ
ー
ス
」
等
と
共

に
特
殊
鋼
界
必
須
の
一
要
素
と
な
り
、
全
産
額
の
九
割
は
特
殊
鋼
製
造
に
供
せ
ら
れ
つ
つ
あ
る
が
、
近
来
素
の
利
用
範
囲
も
大
い
に
拡
大

せ
ら
れ
従
来
大
砲
、
装
甲
車
用
鉄
板
製
造
に
限
ら
れ
、「
餅
ブ
デ
ン
」
鋼
即
ち
兵
器
を
連
想
せ
し
む
る
感
な
き
に
し
も
あ
ら
ざ
り
」63

と
言
う
。

　

つ
ま
り
、
タ
ン
グ
ス
テ
ン
、
モ
リ
ブ
デ
ン
は
兵
器
製
造
に
必
須
な
地
下
資
源
だ
っ
た
。
両
鉱
物
が
朝
鮮
で
発
見
さ
れ
た
の
は
そ
れ
ほ
ど

古
い
時
代
で
は
な
か
っ
た
。
一
九
一
三
年
の
史
料
に
よ
れ
ば
、「
タ
ン
グ
ス
テ
ン
鉱
は
朝
鮮
に
於
け
る
最
新
の
発
見
物
の
一
に
し
て
既
に

江
原
道
淮
陽
郡
重
石
鉱
山
よ
り
は
毎
月
約
五
頓
を
産
出
し
つ
ゝ
あ
る
」
状
態
だ
っ
た
。
こ
れ
は
小
笠
原
健
が
経
営
し
、
金
剛
山
の
山
麓
付
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近
だ
っ
た
。64

タ
ン
グ
ス
テ
ン
鉱
業
は
第
一
世
界
大
戦
時
に
は
、
一
九
一
八
年
に
活
況
を
呈
し
、
同
年
に
は
輸
移
出
額
が
千
ト
ン
を
超
え

た
。
だ
が
、
戦
後
は
軍
需
工
業
の
衰
退
と
共
に
委
縮
し
て
振
る
わ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
三
二
年
か
ら
需
要
が
増
加
し
、
一
九
三
三

年
に
は
一
五
二
ト
ン
を
算
出
し
た
。
モ
リ
ブ
デ
ン
も
一
九
一
七
年
に
は
六
〇
ト
ン
の
最
高
記
録
を
示
し
た
が
、
戦
後
激
減
し
、
一
九
二
一

年
か
ら
一
九
二
四
年
ま
で
は
産
額
は
皆
無
と
な
っ
た
。
一
九
二
五
年
以
降
再
び
二
〇
〜
三
〇
ト
ン
の
産
出
を
見
る
よ
う
に
な
っ
た
。
製
鋼

界
の
好
況
に
つ
れ
活
況
を
呈
し
、
一
九
三
二
年
に
は
四
四
ト
ン
、
一
九
三
三
年
に
一
〇
五
ト
ン
を
算
出
し
た
。65 

　

特
に
こ
の
二
つ
の
鉱
物
は
一
九
三
一
年
九
月
の
滿
洲
事
変
以
降
、
軍
備
強
化
が
進
む
中
で
注
目
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
も
、

後
述
す
る
よ
う
に
こ
れ
は
本
国
で
は
ほ
と
ん
ど
産
出
せ
ず
、
全
面
的
に
朝
鮮
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。「
帝
国
日
本
」
内
で
採
掘

さ
れ
る
タ
ン
グ
ス
テ
ン
、
モ
リ
ブ
デ
ン
の
内
で
、
朝
鮮
産
の
占
め
る
割
合
は
と
て
も
大
き
か
っ
た
。
総
督
府
地
質
調
査
所
所
長
だ
っ
た
立

岩
厳
は
戦
後
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
タ
ン
グ
ス
テ
ン
鉱
は
モ
リ
ブ
デ
ン
鉱
と
共
に
、
朝
鮮
に
お
け
る
代
表
的
重
要
鉱
産
物
と
し

て
、
大
正
年
代
の
初
期
以
来
開
発
さ
れ
て
お
り
、
第
2
次
世
界
大
戦
の
末
期
に
は
、
日
本
に
お
け
る
タ
ン
グ
ス
テ
ン
鉱
全
生
産
額
の
80
％

以
上
を
出
し
て
い
た
」。66

ま
た
、「
モ
リ
ブ
デ
ン
鉱
に
つ
い
て
も
朝
鮮
は
日
本
に
お
け
る
主
要
産
地
を
な
し
、
朝
鮮
総
督
府
鉱
務
課
の
未
発

表
資
料
に
よ
る
と
、
1
9
4
2
年
に
お
け
る
朝
鮮
産
モ
リ
デ
ブ
ン
鉱
の
総
額
は
4
3
9
ｔ
に
達
し
、
翌
1
9
4
3
年
に
は
日
本
に
お
け

る
モ
リ
ブ
デ
ン
鉱
の
85
％
に
達
す
る
見
込
み
で
あ
っ
た
」。67

こ
れ
ら
の
報
告
が
戦
前
に
未
発
表
だ
っ
た
の
は
、
軍
事
情
報
の
秘
匿
で
伏
せ

ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
朝
鮮
軍
（
実
際
に
は
陸
軍
）
が
特
に
必
要
と
し
た
タ
ン
グ
ス
テ
ン
、
モ
リ
ブ
デ
ン
の
朝
鮮
内
の
主
要
な
生
産
地

の
一
つ
が
金
剛
山
一
帯
だ
っ
た
。
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表
4
は
主
要
タ
ン
グ
ス
テ
ン
鉱
山
の
実
態
で
あ
る
。
上
位
一
二
社
の

内
で
、
後
述
す
る
小
林
鉱
業
が
三
社
を
占
め
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ

る
。
表
5
は
主
要
モ
リ
ブ
デ
ン
鉱
山
の
実
態
で
あ
る
。
上
位
七
社
は
全

て
日
本
人
が
経
営
者
で
あ
る
。

　

総
督
府
の
総
動
員
計
画
の
策
定
と
実
施
過
程
に
お
い
て
、
総
督
府
は

一
九
二
九
年
に
朝
鮮
工
場
資
源
調
査
令
（
府
令
一
二
〇
号
）、
朝
鮮
鉱

業
資
源
調
査
令
（
府
令
一
二
一
号
）
な
ど
の
一
連
の
調
査
関
連
法
を
公

布
し
、
総
動
員
の
た
め
の
資
源
調
査
の
法
的
基
盤
を
整
備
し
た
。68

　

朝
鮮
軍
の
地
下
資
源
に
対
す
る
動
き
を
見
て
み
よ
う
。
一
九
三
一
年

九
月
に
満
洲
事
変
が
始
ま
る
。
こ
れ
に
対
応
す
る
か
の
よ
う
に
、
朝
鮮

軍
は
一
九
三
二
年
四
月
か
ら
資
源
主
任
技
師
（
参
謀
）
を
置
い
た
。
初

代
の
資
源
主
任
参
謀
は
豊
島
房
太
郎
で
あ
る
。
初
め
て
資
源
関
係
将
校

を
朝
鮮
軍
司
令
部
に
付
し
た
。
一
九
三
三
年
一
二
月
か
ら
は
第
二
代
と

し
て
山
本
務
中
将
が
赴
任
し
た
。69 

　

一
九
三
六
年
三
月
に
は
第
三
代
資
源
主
任
と
し
て
井
原
潤
次
郎
少
佐
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番号 鉱山名 住所 経営者・会社 鉱産額

1 箕州鉱山 黄海・谷川郡 裵炳憲等 1,261,076

2 上東鉱山 江原・寧越郡 小林鉱業 1,174,230

3 小林百年鉱山 黄海・谷川郡 小林百年（小林鉱業） 605,972

4 中川青陽鉱山 忠南・青陽郡 中川鉱業 349,055

5 達成城鉱山 慶北・達城郡 小林鉱業 211,054

5 大幸鉱山 平北・昌城郡 不明 119,685

7 鯨水鉱山 平南・寧遠郡 鯨水鉱山 105,033

8 内金剛鉱山 江原・淮陽郡 金剛山特種鉱山 104,720

9 青陽重石鉱山 忠南・青陽郡 不明 57,625

10 月岳鉱山 忠北・堤川群 興亜工業 56,700

11 平安鉱山 平北・昌城郡 不明 52,817

12 その他の鉱山 522,252

合計 4,656,231

立岩巌『朝鮮―日本列島地帯地質構造論考―朝鮮地質調査研究史』（東京大学出版社、1976 年）198 頁、
朝鮮総督府殖産局鉱政課編『朝鮮鉱区一覧・昭和十六年七月一日現在』（朝鮮鉱業会、1942 年）から作成。

表 4・朝鮮内の主要タングステン鉱山（1941 年）
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（
後
に
中
佐
）
が
赴
任
し
た
。
こ
の
時
点
で
朝
鮮
軍
司
令
部
の
編
成
内
に
「
総
動
員

業
務
に
服
す
べ
き
」
と
明
記
さ
れ
た
。
井
原
は
一
九
三
七
年
七
月
に
日
中
戦
争
が
本

格
化
す
る
と
参
謀
と
な
り
、「
総
督
府
御
用
係
」
を
兼
務
し
た
。
井
原
は
「
朝
鮮
に

於
け
る
総
動
員
・
軍
需
動
員
業
務
を
確
立
」
し
た
と
い
う
。
井
原
は
一
九
四
五
年
八

月
、
最
後
の
朝
鮮
軍
の
参
謀
総
長
と
し
て
敗
戦
を
迎
え
る
。70 

　

朝
鮮
軍
の
史
料
は
朝
鮮
の
鉱
物
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
稀
有

金
属　

昭
和
十
一
年
以
来
朝
鮮
軍
は
タ
ン
グ
ス
テ
ン
、
モ
リ
ブ
テ
ン
、
コ
バ
ル
ト
、

タ
ン
タ
リ
ウ
ム
、
ジ
リ
コ
ン
、
リ
シ
ュ
ウ
ム
、
フ
ェ
ル
グ
ソ
ン
（
ウ
ラ
ニ
ウ
ム
）、

コ
コ
ン
ブ
石
、
小
藤
石
等
の
探
鉱
採
掘
に
付
き
民
間
業
者
を
援
助
し
著
々
之
が
増
産

に
成
功
せ
り
。
殊
に
タ
ン
グ
ス
テ
ン
、
ジ
リ
コ
ン
、
コ
バ
ル
ト
鉱
山
は
日
本
生
産
の

大
部
分
を
占
め
る
も
の
に
し
て
重
要
性
最
大
な
り
」。71 

　

ま
た
、
朝
鮮
軍
参
謀
部
が
一
九
四
三
年
二
月
に
作
成
し
た
内
部
文
書
に
よ
れ
ば
、

朝
鮮
産
の
タ
ン
グ
ス
テ
ン
は
一
九
四
一
年
度
の
日
本
総
生
産
額
の
八
五
・
六
％
を
占

め
て
い
た
。
生
産
額
は
一
九
四
二
年
度
が
五
五
〇
〇
ト
ン
、
一
九
四
三
年
度
が

六
二
〇
〇
ト
ン
、
一
九
四
六
年
が
六
五
〇
〇
ト
ン
と
計
画
し
て
い
た
。
ま
た
、
企
業

（単位：kg）

番号 鉱山名 住　　　所 経営者・会社 鉱産額

1 長水鉱山 全北・長水郡渓内面 進辰馬等 115,232

2 重石鉱山 忠北・忠州郡仰城面 松﨑英彦 61,333

3 大華鉱山 忠北・忠州郡仰城面 上島慶篤 35,263

4 長水鉱山 全北・長水郡渓内面 進辰馬等 21,542

5 三東水鉛鉱山 慶南・南海郡三東面 東馬六郎右衛門 19,244

6 金剛水鉛鉱山 江原・淮陽郡内金剛面 三成鉱業 9,968

7 龍鳳水鉛鉱山 慶北・星州郡草田面 栗飯原タマ 5,611

8 その他の鉱山 42,612

合計 310,806

立岩巌『朝鮮―日本列島地帯地質構造論考―朝鮮地質調査研究史』（東京大学出版社、1976 年）204 頁、
朝鮮総督府殖産局鉱山課編『朝鮮の水鉛業』（朝鮮鉱業会、1938 年）から作成。
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は
「
小
林
百
年
他
七
社
」
と
記
録
し
て
い
る
。72 

　

朝
鮮
軍
が
総
督
府
の
鉱
山
政
策
に
積
極
的
に
関
与
し
た
明
白
な
史
料
は
確
認
で
き
な
い
。
し
か
し
、
井
原
朝
鮮
軍
参
謀
総
長
は

一
九
六
一
年
時
点
に
お
い
て
、
自
ら
タ
ン
グ
ス
テ
ン
鉱
採
掘
に
深
く
関
与
し
た
事
例
を
二
つ
回
顧
し
て
い
る
。
第
一
に
、
京
城
の
南
に
オ

ラ
ン
ダ
人
が
経
営
し
て
い
る
タ
ン
グ
ス
テ
ン
鉱
山
が
あ
っ
た
。
榎
本
秀
雄
が
井
原
の
と
こ
ろ
に
来
て
、
自
分
が
経
営
し
た
い
の
で
二
五
万

円
を
用
意
し
て
欲
し
い
と
述
べ
た
。
井
原
は
自
分
に
は
そ
の
金
が
な
い
の
で
、
朝
鮮
銀
行
に
行
く
よ
う
に
勧
め
た
。
井
原
は
朝
鮮
銀
行
と

交
渉
し
、
結
局
榎
本
は
朝
鮮
銀
行
か
ら
二
〇
万
円
、
後
述
す
る
小
林
鉱
業
の
小
林
采
男
社
長
か
ら
五
万
円
の
融
資
に
成
功
し
た
。73 

　

第
二
に
、
井
原
が
朝
鮮
で
タ
ン
グ
ス
テ
ン
鉱
の
採
掘
に
努
力
し
て
い
る
と
、
海
軍
か
ら
そ
の
半
分
を
よ
こ
せ
と
言
わ
れ
た
事
例
で
あ

る
。
少
し
長
い
が
、
井
原
の
言
葉
は
次
の
通
り
で
あ
る
。「
タ
ン
グ
ス
テ
ン
と
い
う
も
の
が
あ
り
さ
え
す
れ
ば
、
ど
ん
ど
ん
出
し
て
く
れ

と
言
っ
て
、
幸
い
〔
朝
鮮
〕
殖
産
銀
行
の
頭
取
で
後
に
高
周
波
〔
重
工
業
〕
の
社
長
に
な
ら
れ
た
有
賀
〔
光
豊
〕
さ
ん
及
び
そ
の
下
に
お

る
高
橋
省
三
氏
が
積
極
的
に
タ
ン
グ
ス
テ
ン
の
タ
の
字
が
つ
く
と
人
間
を
派
遣
し
て
調
査
し
て
く
れ
た
。
そ
れ
で
ど
ん
ど
ん
出
ま
し
た

ね
。
七
千
ト
ン
も
八
千
ト
ン
も
出
る
よ
う
に
な
っ
た
。
す
る
と
今
度
は
東
京
か
ら
私
に
ち
ょ
っ
と
来
い
と
。
行
っ
て
み
る
と
い
う
と
、
商

工
省
へ
行
っ
て
く
れ
と
。
長
谷
川
と
い
う
少
将
が
い
る
か
か
ら
、
そ
こ
へ
行
け
と
。
行
く
と
、「
陸
軍
が
朝
鮮
の
タ
ン
グ
ス
テ
ン
を
全
部

と
っ
て
し
も
う
と
る
か
ら
困
る
」「
取
っ
て
し
も
う
と
る
ん
じ
ゃ
な
い
。
高
橋
が
金
を
出
し
て
高
周
波
で
取
っ
て
い
る
ん
だ
か
ら
、
欲
し

け
れ
ば
そ
う
い
う
ふ
う
に
開
発
し
た
ら
よ
か
ろ
う
」「
そ
う
言
わ
ん
で
半
分
寄
越
せ
」「
何
も
し
や
せ
ん
で
、
人
が
開
発
し
た
あ
と
は
苦
労

せ
ず
に
そ
れ
を
取
る
な
ん
て
そ
ん
な
こ
と
は
だ
め
だ
」
と
。
け
ん
か
し
た
わ
け
じ
ゃ
な
い
で
す
が
ね
。
あ
れ
は
お
も
し
ろ
い
で
す
よ
。
あ
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ん
ま
り
海
軍
は
力
を
入
れ
な
か
っ
た
」。74 

　

こ
の
二
つ
の
事
例
か
ら
見
る
と
、
朝
鮮
に
お
け
る
タ
ン
グ
ス
テ
ン
開
発
に
対
し
、
朝
鮮
軍
の
第
三
代
資
源
主
任
で
あ
る
井
原
が
大
き
な

影
響
力
を
発
揮
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
2
）
小
林
鉱
業
株
式
会
社
の
活
動

　

朝
鮮
軍
が
積
極
的
に
支
援
し
た
企
業
と
思
わ
れ
る
の
が
小
林
鉱
業
で
あ
る
。
朝
鮮
軍
が
「
民
間
企
業
を
援
助
し
著
々
之
が
増
産
に
成
功

せ
り
」
と
語
っ
て
い
る
会
社
の
中
で
最
大
の
も
の
が
、
小
林
鉱
業
（
資
本
金
三
〇
〇
万
円
）
だ
っ
た
。
小
林
鉱
業
は
一
九
三
四
年
二
月
に

小
林
采
男
（
一
八
九
四
〜
一
九
七
九
）
が
朝
鮮
で
設
立
し
た
会
社
で
あ
る
。
小
林
は
一
九
一
九
年
に
東
京
帝
大
政
治
学
科
を
卒
業
し
、
農

商
省
工
務
局
、
商
工
省
に
勤
務
し
た
経
験
を
も
つ
。
注
意
す
べ
き
は
、
国
家
総
動
員
体
制
準
備
の
た
め
に
一
九
二
七
年
五
月
内
閣
に
設
立

さ
れ
た
資
源
局
に
勤
務
し
た
点
で
あ
る
。
資
源
局
に
は
陸
軍
、
海
軍
か
ら
の
出
向
者
も
多
く
、
資
源
局
設
置
の
指
導
者
で
あ
る
松
井
春
生

（
内
務
官
僚
、
法
制
局
参
事
官
）
は
特
に
陸
軍
省
整
備
局
の
松
木
直
亮
少
尉
、
同
省
動
員
課
長
の
永
田
鉄
山
中
佐
と
緊
密
な
関
係
を
持
っ

て
い
た
。
松
井
は
資
源
局
設
置
時
の
企
画
課
長
で
あ
り
、
一
九
三
六
年
七
月
か
ら
第
四
代
局
長
と
な
る
。75 

　

小
林
は
資
源
局
設
立
時
の
総
務
課
長
で
あ
り
、
そ
の
後
は
総
務
部
総
務
課
長
（
一
九
三
二
年
七
月
〜
一
九
三
三
年
一
月
）
を
務
め
て
い

た
。76

ま
た
、
前
述
し
た
朝
鮮
軍
の
井
原
は
朝
鮮
に
来
る
前
、
内
閣
資
源
局
企
画
部
第
二
課
長
を
務
め
て
い
た
。77

そ
の
後
、
井
原
は

一
九
三
五
年
七
月
か
ら
一
九
三
六
年
一
月
ま
で
、
資
源
局
の
事
務
官
を
務
め
て
い
る
。78

小
林
は
資
源
局
勤
務
時
代
か
ら
陸
海
軍
の
軍
人
と

の
面
識
が
あ
り
、
国
家
総
動
員
体
制
を
構
築
す
る
場
合
、
地
下
資
源
の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
小
林
は
資
源
局
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に
い
た
陸
軍
の
井
原
と
面
識
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
あ
る
い
は
共
に
資
源
局
に
勤
務
し
た
こ
と
を
背
景
に
、
朝
鮮
で
小
林
と
井
原
は

親
交
を
深
め
た
と
思
わ
れ
る
。

　

小
林
鉱
業
の
前
身
は
小
林
采
男
の
父
親
で
あ
る
小
林
藤
右
衛
門
（
一
八
七
九
〜
一
九
三
三
）
が
一
九
〇
六
年
朝
鮮
に
渡
り
、
一
九
一
八

年
に
洪
川
金
鉱
（
江
原
道
）
の
買
収
を
手
初
め
に
、
稷
山
金
鉱
（
忠
南
）
等
を
買
収
し
、
巨
万
の
富
を
手
に
入
れ
た
こ
と
に
あ
る
。
小
林

は
一
二
歳
の
時
に
父
と
と
も
に
朝
鮮
に
わ
た
り
、
後
に
本
国
に
行
き
、
東
京
帝
大
法
科
大
学
を
卒
業
し
、
農
商
省
工
務
局
、
商
工
省
、
内

閣
の
資
源
局
で
勤
務
し
た
後
、
再
び
朝
鮮
に
戻
っ
た
の
で
あ
る
。79 

　

小
林
は
父
親
の
財
産
を
資
金
と
し
て
、
小
林
鉱
業
を
設
立
し
た
。
彼
が
朝
鮮
で
経
営
し
た
主
要
な
鉱
山
と
事
業
所
は
、
百
年
、
百
年
精

錬
、
達
城
、
興
津
、
京
城
、
芙
蓉
、
東
莱
、
上
東
で
あ
る
。
当
初
は
金
鉱
に
投
資
し
た
が
、
一
九
三
九
年
か
ら
軍
需
産
業
に
必
要
な
タ
ン

グ
ス
テ
ン
採
掘
に
積
極
的
に
投
資
し
た
。
特
に
一
九
三
七
年
三
月
、
鉱
山
経
営
者
の
元
胤
洙
（
一
八
八
七
〜
一
九
四
〇
）
か
ら
一
五
〇
万

円
で
買
収
し
た
百
年
鉱
山
（
黄
海
道
谷
山
郡
）
が
重
要
で
あ
る
。
こ
こ
は
遠
谷
、
仏
洞
、
美
徳
鉱
区
が
あ
り
、
従
業
員
は
職
員
・
坑
夫
を

合
わ
せ
て
一
〇
三
〇
名
だ
っ
た
。
さ
ら
に
小
林
は
一
九
四
一
年
四
月
に
順
鏡
鉱
山
を
、
同
年
一
〇
月
に
上
東
鉱
山
を
次
々
に
買
収
し
た
。

ま
た
、
一
九
三
九
年
七
月
に
朝
鮮
内
の
タ
ン
グ
ス
テ
ン
鉱
石
を
精
錬
し
て
フ
ェ
ロ
・
タ
ン
グ
ス
テ
ン
を
精
錬
す
る
た
め
に
、
京
城
精
錬
所

を
設
立
し
た
。
小
林
鉱
業
は
一
九
四
二
年
八
月
に
軍
需
会
社
に
指
定
さ
れ
、
さ
ら
に
活
動
が
活
発
化
し
た
。
陸
軍
の
命
令
に
よ
っ
て
、
ビ

ル
マ
で
タ
ン
グ
ス
テ
ン
開
発
に
着
手
し
、
一
九
四
二
年
二
月
に
事
務
所
を
設
置
し
、
三
五
名
の
職
員
を
派
遣
し
た
。
ま
た
、
大
阪
に
小
林

百
年
製
錬
所
を
設
置
し
た
。80 
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小
林
は
一
九
三
九
年
初
頭
か
ら
小
林
鉱
業
と
高
周
波
重
工
業
を
合
併
さ
せ
て
、「
鉱
山
（
タ
ン
グ
ス
テ
ン
）
か
ら
最
終
製
品
（
特
殊
鋼
）

ま
で
の
一
貫
し
た
作
業
を
確
立
」
し
、
ド
イ
ツ
の
ク
ル
ッ
プ
の
よ
う
な
大
企
業
を
創
り
出
し
た
い
と
考
え
た
。
こ
の
た
め
、
総
督
府
、
陸

海
軍
の
関
係
者
と
も
下
相
談
を
し
て
、
有
賀
光
豊
高
周
波
重
工
業
社
長
に
、
①
対
等
合
併
、
②
合
併
と
同
時
に
人
事
の
刷
新
を
行
う
、
③

小
林
、
有
賀
と
も
に
第
一
線
を
退
き
、
有
為
の
人
材
を
新
社
長
と
す
る
、
等
を
申
し
入
れ
た
。
交
渉
は
継
続
し
た
が
、
最
高
人
事
の
こ
と

で
合
意
が
で
き
ず
、
こ
の
話
は
中
止
と
な
っ
た
。81 

　

一
九
四
二
年
時
点
で
小
林
は
タ
ン
グ
ス
テ
ン
製
錬
加
工
に
関
し
て
、
総
督
府
、
商
工
省
に
対
す
る
強
気
の
発
言
を
残
し
て
い
る
。「
朝

鮮
で
タ
ン
グ
ス
テ
ン
の
加
工
を
や
ろ
う
と
い
い
出
し
た
ら
、
総
督
府
で
は
相
当
諒
解
し
て
く
れ
た
の
で
す
が
、
内
地
の
商
工
省
そ
の
他

が
、
朝
鮮
は
掘
れ
や
い
ゝ
ん
だ
、
加
工
ま
で
さ
れ
ち
ゃ
困
る
、
と
や
か
ま
し
く
い
ゝ
出
し
て
、
な
か
な
か
纏
り
さ
う
に
な
い
か
ら
、
と
に

か
く
小
規
模
乍
ら
始
め
た
の
で
す
。
そ
う
す
る
と
始
め
た
の
な
ら
ま
あ
仕
方
が
な
い
、
や
つ
た
程
度
は
認
め
る
が
、
そ
れ
以
上
は
拡
大
し

ち
ゃ
い
け
な
い
、
と
い
ふ
や
う
な
条
件
付
で
商
工
省
は
事
後
承
認
を
与
へ
ま
し
た
」。82 

　

一
九
四
二
年
三
月
時
点
で
の
小
林
鉱
業
の
実
績
を
見
て
み
る
。
ま
ず
、「
本
邦
に
お
け
る
タ
ン
グ
ス
テ
ン
生
産
の
九
十
％
の
生
産
高
を

確
保
し
て
ゐ
る
」
と
あ
り
、
圧
倒
的
な
独
占
状
態
だ
っ
た
。
百
年
鉱
山
で
は
一
区
北
五
井
に
有
望
な
鉱
王
脈
を
発
見
し
た
。
達
城
鉱
山
の

選
鉱
拡
張
工
事
も
近
く
完
成
す
る
予
定
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
従
来
の
三
〜
四
倍
の
増
産
額
に
な
る
。
上
東
鉱
山
は
益
々
好
況
で
、
第
一
次

選
鉱
設
備
拡
張
も
完
成
し
た
。
興
津
鉱
山
も
施
設
の
増
設
が
完
成
し
た
。「
自
家
製
錬
に
よ
る
製
品
は
悉
く
某
方
面
に
向
け
ら
れ
て
ゐ
る
」83

と
い
う
。「
某
方
面
」
と
は
陸
軍
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
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一
九
四
四
年
一
月
時
点
以
お
け
る
小
林
鉱
山
の
全
体
像
を
見
て
み
よ
う
。
本
社
（
京
城
）（
資
本
金
五
千
万
円
）
の
役
員
は
取
締
役
会

長
が
松
井
春
生
、
取
締
役
社
長
が
小
林
采
男
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
松
井
春
雄
は
内
閣
資
源
局
設
立
の
指
導
者
で
あ
り
、
退
官
し

た
彼
を
会
長
に
す
え
た
。
朝
鮮
内
の
鉱
山
は
タ
ン
グ
ス
テ
ン
が
三
ヶ
所
（
上
東
鉱
業
所
、
百
年
鉱
業
所
、
興
津
鉱
業
所
）、
金
が
八
ヶ
所

（
大
金
山
鉱
山
、
洪
川
鉱
業
所
の
二
カ
所
の
み
稼
働
中
、
陽
徳
鉱
業
所
・
杓
子
鉱
業
所
・
成
川
鉱
業
所
・
旌
善
鉱
業
所
・
良
蔵
鉱
業
所
・

梨
山
鉱
業
所
の
六
ヶ
所
は
休
業
中
）、
タ
ン
グ
ス
テ
ン
・
金
が
一
ヶ
所
（
達
城
鉱
業
所
）
で
あ
り
、
こ
れ
以
外
に
京
城
精
錬
所
（
タ
ン
グ

ス
テ
ン
）、
二
出
張
所
（
東
京
、
大
阪
）、
大
阪
精
錬
所
、
ビ
ル
マ
国
派
遣
所
と
合
計
一
八
ヶ
所
を
運
営
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
に
お
け
る
職

員
は
、
朝
鮮
人
は
四
四
四
名
、
日
本
人
は
三
四
一
名
、
合
計
七
八
五
名
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
鉱
山
労
働
者
は
含
ま
な
い
。84 

　

朝
鮮
内
に
お
け
る
タ
ン
グ
ス
テ
ン
生
産
実
績
（
ｋ
ｇ
）
に
占
め
る
小
林
鉱
業
の
割
合
は
、
一
九
三
三
年
に
九
六
・
二
％
、
一
九
三
四
年

に
八
七
・
二
％
、
一
九
三
五
年
に
六
七
・
五
％
、
一
九
三
六
年
に
二
八
・
二
％
を
占
め
て
い
る
。
一
九
三
六
年
に
数
字
が
突
如
低
く
な
っ
て

い
る
の
は
、
小
林
鉱
業
以
外
の
会
社
の
実
績
が
急
増
し
た
た
め
で
あ
る
。85

こ
の
よ
う
に
小
林
鉱
業
は
短
期
間
に
急
成
長
し
て
お
り
、
こ
れ

ら
の
こ
と
を
総
合
的
に
検
討
す
る
と
、
小
林
は
朝
鮮
軍
の
積
極
的
な
支
援
を
受
け
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

　

小
林
鉱
業
は
タ
ン
グ
ス
テ
ン
採
掘
に
よ
っ
て
膨
大
な
利
益
を
得
た
。
こ
れ
ら
の
利
益
の
一
部
を
朝
鮮
内
の
教
育
部
門
に
寄
付
し
た
。

一
九
三
八
年
に
私
財
三
〇
〇
万
円
を
支
出
し
て
、
京
城
鉱
業
専
門
学
校
を
設
立
し
た
。
こ
れ
は
現
在
の
ソ
ウ
ル
大
学
工
学
部
の
前
身
の
一

つ
で
あ
る
。
ま
た
春
川
農
業
学
校
（
江
原
道
）、
海
州
工
業
学
校
（
黄
海
道
）、
城
南
中
学
（
京
城
）
に
も
財
政
支
援
を
行
っ
た
。86

本
国
に

は
東
京
の
国
分
寺
市
に
一
万
坪
の
土
地
を
確
保
し
、
小
林
理
学
研
究
所
（
理
事
長
は
小
林
）
を
設
置
し
た
。
理
事
に
は
佐
藤
孝
二
（
東
京
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大
学
助
教
授
、
航
空
研
究
所
所
員
）、
松
井
春
男
（
前
資
源
局
長
）、
花
島
孝
一
（
中
央
航
空
研
究
所
所
長
）、
寺
沢
寛
一
（
東
京
大
学
理

学
部
長
）
が
つ
い
た
。
研
究
所
は
基
本
的
に
基
礎
研
究
だ
が
、
佐
藤
は
陸
軍
の
委
託
研
究
（
秘
密
）
と
し
て
、
音
響
兵
器
、
各
兵
器
の
防

音
・
防
振
装
置
の
研
究
生
産
を
行
っ
た
。87

一
九
五
四
年
に
小
林
は
こ
の
研
究
所
設
立
の
背
景
を
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。「
当
時

〔
一
九
二
七
〜
一
九
三
三
〕
日
本
の
将
来
を
思
う
に
つ
け
、
科
学
と
技
術
を
図
る
以
外
に
進
展
は
な
い
と
考
え
、
亦
技
術
の
高
度
の
発
展

の
為
に
は
基
礎
科
学
の
之
に
先
ん
ず
る
発
達
を
図
る
こ
と
の
必
要
性
を
痛
感
し
て
、
一
官
吏
と
し
て
微
力
を
尽
く
し
て
科
学
振
興
の
要
を

主
張
し
た
の
で
あ
り
ま
す
」。88 

　

一
九
五
二
年
一
一
月
に
朝
鮮
か
ら
引
き
揚
げ
た
日
本
人
に
よ
っ
て
、
中
央
日
韓
協
会
が
結
成
さ
れ
た
。
会
長
は
田
中
武
雄
政
務
総
監
、

副
会
長
は
三
名
（
穂
積
眞
六
郎
総
督
府
殖
産
局
長
、
白
石
宗
城
朝
鮮
窒
素
肥
料
常
務
、
渡
辺
弥
幸
殖
産
銀
行
副
頭
取
）
で
あ
る
。
理
事
は

二
三
名
で
、
小
林
は
そ
の
一
人
に
就
任
し
た
。89 

（
3
）
陸
軍
の
希
少
地
下
資
確
保
の
実
態

　

こ
こ
で
は
朝
鮮
軍
の
背
後
に
あ
る
、
陸
軍
の
希
少
地
下
資
源
確
保
の
実
態
を
見
て
み
よ
う
。
史
料
は
陸
軍
技
術
本
部
第
二
部
第
四
課
が

作
成
し
た
内
部
文
書
「
特
殊
鋼
用
非
鉄
金
属
資
源
ニ
関
ス
ル
調
査
」（
秘
整
第
13
号
）（
一
九
四
二
年
一
月
一
〇
日
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
兵

器
本
部
、
商
工
省
、「
フ
エ
ロ
ア
ロ
イ
」
協
議
会
の
調
査
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
目
次
は
、「
1
・
一
般
、
2
・
マ
ン
ガ
ン
、
3
・
ク
ロ
ム
、

4
・
タ
ン
グ
ス
テ
ン
、
5
・
モ
リ
ブ
デ
ン
、
6
・
ニ
ッ
ケ
ル
、
7
・
コ
バ
ル
ト
、
8
・
ワ
ナ
ヂ
ウ
ム
」
と
な
っ
て
い
る
。

　

タ
ン
グ
ス
テ
ン
の
項
目
を
見
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
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「
一
・
所
見

　

タ
ン
グ
ス
テ
ン
の
〔
朝
鮮
を
含
む
〕
国
内
自
給
率
は
約
六
〇
％
に
過
ぎ
ざ
れ
共
、
東
亜
各
地
に
多
量
に
賦
存
し
、
東
亜
の
全
産
額
は
全

世
界
産
額
の
七
〇
％
に
達
す
。
我
国
に
於
い
て
は
南
支
那
の
一
部
、
泰
及
び
仏
印
よ
り
輸
入
し
て
漸
く
需
要
を
満
し
つ
ゝ
あ
り
。
将
来
南
支

那
鉱
石
を
確
保
し
、
進
ん
で
馬
来
、
ビ
ル
マ
の
鉱
石
の
獲
得
を
図
ら
ば
、
我
国
は
タ
ン
グ
ス
テ
ン
の
供
給
者
た
る
の
地
位
に
立
ち
得
べ
し
。

二
・
タ
ン
グ
ス
テ
ン
の
需
要

　

タ
ン
グ
ス
テ
ン
は
主
と
し
て
鉄
合
金
に
使
用
せ
ら
れ
、
工
具
鋼
、
銃
身
鋼
、
磁
石
等
種
々
の
特
殊
鋼
を
製
造
す
。
一
カ
年
の
需
要
量
は

精
鉱
（
六
五
％
Ｗ
Ｏ
3
）
と
し
て
約
八
千
頓
と
す
。

三
・
タ
ン
グ
ス
テ
ン
鉱
石　

　

本
邦
に
於
け
る
タ
ン
グ
ス
テ
ン
鉱
石
の
主
要
産
地
は
朝
鮮
に
し
て
、
年
額
四
、〇
〇
〇
―
四
、五
〇
〇
頓
に
達
す
。
一
方
、
内
地
の
産
額

は
数
百
頓
に
過
ぎ
ず
」90

と
す
る
。　

　

タ
ン
グ
ス
テ
ン
鉱
石
（
一
九
四
〇
年
度
実
績
）
は
本
国
が
六
五
四
・
一
七
ト
ン
（
一
二
・
七
％
）、
朝
鮮
が
約
四
五
〇
〇
ト
ン

（
八
七
・
三
％
）、
合
計
約
五
一
五
四
ト
ン
で
あ
る
。
本
国
の
鉱
山
は
、
岐
阜
（
エ
ビ
ス
）、
京
都
（
大
谷
、
鐘
打
）、
山
口
（
喜
和
田
、
藤
ヶ

谷
）、
鹿
児
島
（
仁
田
）、
兵
庫
（
明
延
）
で
あ
る
。91 

　

次
に
モ
リ
ブ
デ
ン
の
項
目
を
見
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
「
二
・
モ
リ
ブ
デ
ン
の
需
要　
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モ
リ
ブ
デ
ン
鉱
石
の
年
間
需
要
量
は
約
二
三
〇
〇
頓
と
し
、
其
の
約
九
〇
％
を
以
て
、
フ
ェ
ロ
モ
リ
ブ
デ
ン
を
製
造
し
特
殊
鋼
の
原
料

と
す
。
モ
リ
ブ
デ
ン
を
含
む
特
殊
鋼
は
熱
加
工
の
容
易
な
る
事
、
高
温
抗
力
高
き
事
、
材
質
の
深
部
迄
焼
入
可
能
に
し
て
、
焼
戻
脆
弱
性

無
き
事
等
、
優
秀
な
る
性
質
を
有
す
る
を
以
て
、
ニ
ッ
ケ
ル
ク
ロ
ム
鋼
の
代
用
、
構
造
用
材
料
、
歯
車
材
料
、
滲
炭
鋼
等
を
始
め
、
耐
塩

酸
合
金
、
工
具
鋼
他
各
種
の
高
級
特
殊
鋼
に
使
用
せ
ら
る
。

三
・
モ
リ
ブ
デ
ン
鉱
石

　

本
邦
に
於
け
る
従
来
の
一
ケ
年
生
産
量
は
内
地
約
五
万
、
朝
鮮
二
〇
〇
万
以
下
に
し
て
不
足
分
は
主
と
し
て
米
国
、
南
米
等
よ
り
輸
入

せ
ら
れ
た
り
。
内
地
の
モ
リ
ブ
デ
ン
鉱
山
は
各
所
に
散
在
し
、
何
れ
も
極
め
て
小
規
模
に
稼
行
せ
ら
る
。
外
国
鉱
石
の
獲
得
至
難
と
な
る

に
伴
ひ
、
漸
次
活
況
を
呈
し
近
頃
は
毎
月
五
頓
前
後
の
出
鉱
を
見
つ
つ
あ
り
。
モ
リ
ブ
デ
ン
の
増
産
に
は
選
鉱
設
備
の
建
設
を
必
要
と

し
、
是
が
逐
次
整
備
せ
ら
る
る
と
共
に
産
額
増
大
す
べ
し
。

　

朝
鮮
に
於
い
て
は
長
水
、
昭
徳
、
金
剛
、
四
財
等
を
主
要
鉱
山
と
し
、
長
水
鉱
山
最
も
産
出
多
く
、
最
近
の
月
産
は
一
〇
―
一
三
頓
、

其
他
の
鉱
山
は
合
計
し
て
月
産
二
〇
頓
程
度
と
推
定
せ
ら
る
」。92 

　

モ
リ
ブ
デ
ン
鉱
石
（
一
九
三
九
年
度
実
績
）
は
本
国
が
四
・
三
七
ト
ン
（
二
％
）、
朝
鮮
が
一
九
六
ト
ン
（
九
八
％
）、
合
計

二
〇
〇
・
三
七
ト
ン
で
あ
る
。
本
国
の
鉱
山
は
、
岡
山
（
加
茂
）、
島
根
（
山
佐
）、
京
都
（
仏
性
寺
）、
新
潟
（
日
本
モ
リ
ブ
デ
ン
、
日
豊

水
鉛
）、
兵
庫
（
宍
栗
）、
岐
阜
（
横
谷
）、
富
山
（
黒
部
）
で
あ
る
。93 

　

朝
鮮
で
採
掘
さ
れ
た
タ
ン
グ
ス
テ
ン
、
モ
リ
ブ
デ
ン
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
利
用
さ
れ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
お
そ
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ら
く
一
部
は
朝
鮮
で
使
用
さ
れ
、
大
部
分
は
本
国
へ
輸
送
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
朝
鮮
で
は
朝
鮮
軍
が
運
営
す
る
平
壌
兵
器
製
作
所

（
一
九
三
七
年
創
業
）、
仁
川
陸
軍
造
兵
廠
（
一
九
三
九
年
創
業
）
が
主
に
使
用
し
た
と
推
測
す
る
。
仁
川
陸
軍
造
兵
廠
は
日
本
高
周
波
重

工
業
城
津
工
場
（
咸
北
城
津
郡
）
に
特
殊
鋼
、
特
に
高
速
度
鋼
を
成
品
と
し
て
貯
蔵
さ
せ
た
。
平
壌
兵
器
製
作
所
は
仁
川
陸
軍
造
兵
廠
が

創
業
す
る
と
、
こ
の
傘
下
に
入
っ
た
。94 

　

ま
た
、
一
九
三
一
年
四
月
、
福
岡
市
に
設
立
さ
れ
た
日
本
タ
ン
グ
ス
テ
ン
合
名
会
社
も
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
こ
は
タ
ン
グ
ス
テ

ン
線
、
モ
リ
ブ
デ
ン
棒
、
エ
メ
（
電
気
接
触
子
材
料
）
を
製
造
し
た
。
一
九
三
二
年
九
月
に
日
本
タ
ン
グ
ス
テ
ン
株
式
会
社
（
資
本
金

一
〇
万
円
）
に
発
展
し
た
。
日
中
戦
争
が
拡
大
す
る
と
、
タ
ン
グ
ス
テ
ン
線
は
原
子
水
素
溶
接
用
電
極
棒
に
、
エ
メ
は
戦
車
、
ト
ラ
ッ
ク

ス
タ
ー
タ
ー
用
電
気
接
点
と
し
て
軍
か
ら
増
産
命
令
が
下
さ
れ
た
。
福
岡
地
区
で
は
九
州
兵
器
に
海
軍
監
督
官
が
駐
在
し
た
。
日
本
タ
ン

グ
ス
テ
ン
は
海
軍
省
艦
政
本
部
第
三
部
、
軍
需
省
合
金
課
の
管
理
工
場
と
な
り
、
海
軍
大
尉
の
監
督
官
補
が
常
駐
し
た
。
太
平
洋
戦
争
が

始
ま
る
と
、
軍
か
ら
増
産
が
要
求
さ
れ
た
。95 

四
・
金
剛
山
の
自
然
破
壊

（
1
）
朝
鮮
人
、
日
本
人
か
ら
朝
鮮
総
督
府
へ
の
批
判

　

総
督
府
が
一
九
三
六
年
八
月
か
ら
金
剛
山
国
立
公
園
化
政
策
を
中
止
し
、
そ
の
一
方
で
タ
ン
グ
ス
テ
ン
採
掘
を
進
め
て
金
剛
山
の
自
然
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を
破
壊
し
て
い
る
こ
と
に
、
朝
鮮
人
、
日
本
人
か
ら
批
判
の
声
が
起
こ
っ
た
。

　

一
九
三
八
年
七
月
、『
東
亜
日
報
』
は
社
説
で
「
霊
峯
金
剛
を
守
護
し
よ
う
」
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。「
最
近
産
業
奨
励
の
当

局
の
方
針
に
よ
り
、
特
に
水
鉛
、
重
石
等
軍
需
物
の
需
要
激
増
に
促
さ
れ
、
金
剛
山
に
着
目
着
手
す
る
鉱
業
家
が
続
出
す
る
一
方
、
保
護

区
域
内
に
盗
掘
が
盛
行
し
、
こ
れ
ら
無
軌
道
無
統
制
な
徒
党
の
跳
梁
に
よ
っ
て
霊
峯
金
剛
の
風
致
が
日
毎
に
損
な
わ
れ
、
こ
の
ま
ま
放
任

す
れ
ば
金
剛
山
が
そ
の
面
目
を
失
う
日
は
遠
く
な
い
。（
中
略
）
所
謂
保
護
区
域
の
設
定
に
こ
の
よ
う
な
大
き
な
遺
漏
が
あ
り
、
こ
れ
を

補
足
す
る
対
策
を
急
い
で
考
究
し
な
け
れ
ば
、
保
護
区
域
設
定
の
意
義
を
喪
失
す
る
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
重
要
な
の
は
霊
峯
金
剛
を
失

う
千
古
の
惨
事
を
迎
え
る
だ
ろ
う
」96

と
危
機
感
を
示
し
た
。

　

一
九
三
八
年
一
二
月
、『
東
亜
日
報
』
は
社
説
「
金
剛
霊
峯
の
脅
威
―
毀
損
は
絶
対
不
可
」
で
、
総
督
府
殖
産
局
が
採
掘
許
可
を
拡
大

し
て
い
る
こ
と
対
し
、
次
の
よ
う
に
反
対
の
立
場
を
示
し
た
。「
タ
ン
グ
ス
テ
ン
や
モ
リ
ブ
デ
ン
等
貴
石
鉱
は
軍
需
工
業
に
不
可
欠
と
い

え
ど
も
、
金
剛
山
で
な
け
れ
ば
取
得
で
き
な
い
わ
け
で
な
く
、
他
所
で
も
需
要
量
は
い
く
ら
で
も
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
産
出

額
か
ら
も
、
そ
の
品
質
か
ら
も
金
剛
山
は
良
好
な
方
で
は
な
く
、〔
採
掘
を
〕
あ
え
て
許
可
し
な
く
て
も
国
策
上
、
別
に
支
障
は
な
い
で

は
な
い
か
。（
中
略
）
金
剛
山
の
よ
う
に
山
と
水
と
地
の
絶
妙
さ
を
備
え
持
つ
名
勝
は
、
世
界
が
広
く
て
も
こ
れ
を
求
め
る
こ
と
は
で
き

な
い
。（
中
略
）
吾
人
は
こ
の
一
つ
の
理
由
だ
け
で
も
、
殖
産
局
の
金
剛
山
採
掘
許
可
方
針
に
極
力
反
対
す
る
も
の
で
あ
る
」。97 

　

ま
た
、
一
九
四
〇
年
一
月
、『
東
亜
日
報
』
は
社
説
「
金
剛
山
保
勝
に
警
鐘
」
で
、
政
策
の
矛
盾
を
次
の
よ
う
に
指
摘
し
た
。「
わ
れ
わ

れ
は
霊
山
金
剛
に
対
す
る
開
発
と
い
う
言
葉
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
主
張
し
て
き
た
。
仄
聞
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、〔
総

38（　）

九
二
四



督
府
殖
産
局
で
は
〕
七
、八
ヶ
所
の
鉱
区
を
認
許
し
、
会
社
組
織
に
よ
っ
て
開
鉱
し
、
そ
の
利
益
の
寄
付
を
保
勝
費
に
充
て
る
と
い
う
が
、

こ
の
よ
う
な
近
視
眼
的
開
発
案
は
あ
り
え
な
い
。
鉱
区
を
認
定
す
る
こ
と
は
す
で
に
開
発
で
あ
り
、
ま
た
官
営
で
な
い
企
業
会
社
に
開
発

を
一
任
す
れ
ば
、
営
利
の
前
に
保
勝
が
蹂
躙
さ
れ
る
こ
と
は
あ
ま
り
に
明
確
な
こ
と
だ
」。98

し
か
し
、
朝
鮮
語
新
聞
の
こ
う
し
た
批
判
を
、

総
督
府
は
全
く
受
入
れ
な
か
っ
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
実
際
に
は
総
督
府
殖
産
局
の
背
後
に
朝
鮮
軍
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

総
督
府
へ
の
批
判
は
朝
鮮
人
に
と
ど
ま
ら
ず
、
日
本
人
も
同
様
だ
っ
た
。
国
立
公
園
の
権
威
で
あ
る
田
村
剛
は
一
九
三
五
年
九
月
、
強

い
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。「
金
剛
山
に
は
大
面
積
の
私
有
地
も
あ
り
、
又
林
業
、
鉱
業
、
水
力
電
気
等
の
資
源
も
あ
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
風
景
は
常
に
嚇
や
か
さ
れ
て
ゐ
る
わ
け
で
あ
り
、
又
こ
れ
が
開
発
利
用
等
に
関
し
て
も
統
制
の
必
要
が
あ
り
、
又
あ
る
種
の
開
発
の

た
め
の
工
事
さ
へ
も
却
つ
て
風
景
を
破
壊
す
る
こ
と
も
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
警
戒
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」99

と
指
摘
し
た
。

　

一
九
三
五
年
一
〇
月
、
東
京
帝
大
農
学
部
の
内
田
桂
一
郎
は
金
剛
山
で
一
ヶ
月
調
査
し
、
観
光
客
の
急
増
と
鉱
業
の
拡
大
に
よ
り
、
大

き
な
危
機
に
直
面
し
て
い
る
と
指
摘
し
た
。
観
光
客
は
一
九
三
四
年
が
約
四
万
名
だ
っ
た
と
推
定
し
、
地
域
の
面
積
を
基
準
に
す
る
と
日

本
の
雲
仙
国
立
公
園
、
中
部
山
岳
公
園
の
訪
問
者
よ
り
大
幅
に
多
い
と
す
る
。
ま
た
、
鉱
業
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。「
鉱

業
は
朝
鮮
に
於
て
は
内
地
以
上
に
前
途
が
あ
る
。
金
・
鉄
・
石
炭
・
黒
鉛
等
の
産
額
は
特
に
多
量
で
あ
る
。
金
剛
山
中
に
も
金
・
重
石
・

水
鉛
等
を
蔵
し
て
ゐ
る
。
現
在
新
豊
里
・
上
登
峯
千
佛
洞
・
金
剛
川
上
流
・
外
金
剛
駅
付
近
等
諸
所
に
上
記
の
鉱
石
の
採
鉱
選
鉱
を
な
し

て
ゐ
る
が
、
此
等
鉱
山
の
採
屑
鉱
を
四
辺
構
は
ず
放
置
散
乱
せ
し
む
る
は
重
大
な
風
景
地
の
破
壊
で
あ
る
。
又
此
れ
に
付
随
し
て
選
鉱
等

の
工
場
を
建
築
し
、
鉱
煙
を
煙
突
よ
り
吐
出
し
森
林
岩
石
を
汚
物
を
以
て
被
は
せ
る
事
を
見
れ
ば
、
探
訪
者
を
し
て
再
び
来
ら
ざ
る
を
誓
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は
し
め
る
で
あ
ら
う
。
此
等
は
宜
し
く
、
禁
止
或
は
風
致
的
考
慮
を
払
ふ
様
取
締
る
必
要
が
あ
る
」。100

こ
の
よ
う
に
、
一
九
三
五
年
一
〇

月
時
点
で
金
剛
山
で
は
地
下
資
源
の
掘
削
が
行
わ
れ
、
自
然
破
壊
が
進
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

　

内
田
は
一
九
三
五
年
一
一
月
に
も
観
光
客
の
集
中
に
よ
っ
て
、
金
剛
山
が
荒
廃
し
て
お
り
、
何
ら
保
護
政
策
が
取
ら
れ
て
い
な
い
と
指

摘
す
る
。「
殊
に
森
林
土
地
に
関
す
る
権
利
義
務
の
観
念
、
社
会
的
意
識
が
軽
薄
で
あ
る
が
故
に
、
世
界
的
金
剛
山
も
現
在
の
状
態
の

ま
ゝ
で
放
置
す
れ
ば
、
永
久
に
取
り
返
し
の
つ
か
ぬ
事
に
成
る
は
明
ら
か
で
、「
瀕
死
の
白
鳥
」
と
称
し
て
も
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。
利

用
者
が
多
け
れ
ば
多
い
程
、
風
景
保
護
の
施
設
を
充
分
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
特
に
山
火
事
の
頻
頗
た
る
朝
鮮
に
於
て
は
防
火
の
施

設
を
完
備
す
る
と
共
に
、
野
火
の
最
大
原
因
た
る
火
田
を
絶
対
禁
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
最
後
に
一
日
も
早
く
国
立
公
園
と
し
て
保

存
方
法
を
講
じ
、
一
面
更
に
開
発
せ
ら
れ
る
事
を
希
望
し
て
筆
を
擱
く
事
と
す
る
」。101

専
門
家
か
ら
見
て
、
こ
の
時
点
で
金
剛
山
の
風
景

は
「
瀕
死
の
白
鳥
」
状
態
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

（
2
）
朝
鮮
総
督
府
に
よ
る
重
要
鉱
物
増
産
体
制

　

一
九
三
七
年
七
月
に
日
中
戦
争
が
全
面
化
す
る
と
、
戦
時
体
制
が
強
化
さ
れ
、
地
下
資
源
の
必
要
性
が
高
ま
っ
た
。
一
九
三
八
年
五

月
、
総
督
府
は
「
朝
鮮
重
要
鉱
物
増
産
令
」
を
公
布
し
た
。
こ
こ
で
は
、
金
、
銀
、
銅
、
鉛
、
錫
、
ア
ン
モ
ニ
ア
、
水
銀
、
亜
鉛
、
硫
化

鉄
、
ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
鉄
、
マ
ン
ガ
ン
、
タ
ン
グ
ス
テ
ン
、
モ
リ
ブ
デ
ン
、
コ
バ
ル
ト
、
黒
鉛
、
石
炭
な
ど
二
五
種
類
が
指
定
さ
れ
た
。
こ

れ
ら
の
鉱
物
の
採
掘
に
対
す
る
総
督
府
の
指
導
力
が
強
化
さ
れ
た
。102

　

総
督
府
は
一
九
三
八
年
四
月
ま
ず
蛍
石
に
つ
い
て
朝
鮮
蛍
石
同
業
組
合
を
発
足
さ
せ
、
続
け
て
同
年
一
〇
月
、
タ
ン
グ
ス
テ
ン
と
モ
リ
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ブ
デ
ン
に
対
す
る
採
掘
強
化
と
統
制
を
進
め
た
。
総
督
府
は
朝
鮮
タ
ン
グ
ス
テ
ン
・
水
鉛
鉱
業
組
合
、
朝
鮮
重
石
・
水
鉛
商
協
会
（
会
長

は
小
林
采
男
）
を
設
立
し
、
業
界
の
統
制
に
乗
り
出
し
た
。
さ
ら
に
一
九
三
九
年
一
一
月
に
タ
ン
グ
ス
テ
ン
鉱
水
鉛
鉱
配
給
調
整
規
則
を

公
布
し
、
統
制
を
強
化
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
①
買
入
業
者
は
免
許
制
度
に
す
る
、
②
両
鉱
物
は
自
家
使
用
以
外
全
て
免
許
買
入
業
者
に

売
却
す
る
等
を
決
定
し
た
。103

　

加
え
て
一
九
三
九
年
四
月
に
総
督
府
は
朝
鮮
マ
グ
ネ
サ
イ
ト
開
発
会
社
令
を
公
布
し
、
同
年
六
月
に
朝
鮮
マ
グ
ネ
サ
イ
ト
開
発
株
式
会

社
（
資
本
金
一
五
〇
〇
円
）
を
設
立
し
た
。
同
社
に
総
督
府
は
三
〇
％
を
マ
グ
ネ
サ
イ
ト
鉱
区
で
現
物
出
資
し
た
。104 

　

一
九
四
〇
年
八
月
に
総
督
府
は
鉱
物
増
産
を
実
現
す
る
た
め
、
新
た
に
朝
鮮
鉱
業
振
興
株
式
会
社
（
資
本
金
一
〇
〇
〇
万
円
）
を
設
立

し
た
。
社
長
は
萩
原
彦
三
（
前
拓
務
省
次
官
、
元
咸
南
知
事
）
で
あ
り
、
一
二
社
（
朝
鮮
殖
産
銀
行
、
朝
鮮
銀
行
、
東
洋
拓
殖
、
日
鉄
鉱

業
、
三
井
鉱
山
、
住
友
本
社
、
日
本
鉱
業
、
三
菱
鉱
業
、
鐘
淵
実
業
、
日
本
高
周
波
重
工
業
、
日
窒
鉱
業
開
発
、
小
林
鉱
業
）
が
出
資
し

た
。
こ
れ
以
降
、
朝
鮮
鉱
業
は
朝
鮮
燐
鉱
、
朝
鮮
黒
鉛
開
発
、
東
洋
炭
業
、
朝
鮮
金
山
開
発
等
に
出
資
し
た
。
朝
鮮
鉱
業
は
一
九
四
二
年

三
月
時
点
で
一
五
鉱
区
を
保
有
し
、
黒
鉛
、
タ
ン
グ
ス
テ
ン
、
亜
鉛
、
ニ
ッ
ケ
ル
が
中
心
だ
っ
た
。
直
営
の
九
鉱
山
事
務
所
は
タ
ン
グ
ス

テ
ン
、
黒
鉛
、
蛍
石
、
ニ
ッ
ケ
ル
等
を
採
掘
し
て
い
た
。105 

　

直
営
鉱
山
の
中
で
、
丹
堤
鉱
山
（
忠
北
・
堤
川
郡
）
は
モ
リ
ブ
デ
ン
、
タ
ン
グ
ス
テ
ン
を
採
掘
し
て
い
た
。
板
項
重
石
鉱
山
（
江
原
・

春
川
郡
）
は
タ
ン
グ
ス
テ
ン
を
採
掘
し
て
い
た
。
ま
た
、
鉱
物
売
買
事
業
も
行
い
、
タ
ン
グ
ス
テ
ン
、
モ
リ
ブ
デ
ン
、
鱗
状
黒
鉛
等
を
取

り
扱
っ
た
。
創
業
以
来
、
一
九
四
二
年
一
二
月
ま
で
の
買
鉱
金
額
は
六
六
九
八
万
九
二
四
六
円
で
あ
る
。
こ
の
内
、
タ
ン
グ
ス
テ
ン
が
第
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一
位
で
七
七
・
六
％
、
第
二
位
が
モ
リ
ブ
デ
ン
の
八
・
一
％
、
第
三
位
が
鱗
状
黒
鉛
の
七
・
六
％
で
あ
り
、
圧
倒
多
数
が
タ
ン
グ
ス
テ
ン

だ
っ
た
。106 

　

総
督
府
は
一
九
四
一
年
一
一
月
、
厚
生
局
、
司
政
局
の
新
設
、
企
画
部
の
改
組
と
も
に
、
殖
産
局
も
組
織
改
正
を
行
っ
た
。
従
来
の
鉱

山
課
は
廃
止
さ
れ
、
タ
ン
グ
ス
テ
ン
、
モ
リ
ブ
デ
ン
、
燐
鉱
な
ど
の
特
殊
鉱
物
の
開
発
増
産
に
資
す
る
た
め
、
特
殊
鉱
務
課
が
新
設
さ

れ
、
商
工
、
水
産
、
特
殊
鉱
物
、
産
金
、
燃
料
、
電
気
第
一
、
電
気
第
二
の
七
課
体
制
に
改
編
さ
れ
た
。107 

一
九
四
三
年
五
月
、
総
督
府

は
同
年
度
の
地
下
資
源
生
産
増
強
計
画
を
確
立
し
た
。
前
年
度
生
産
実
績
に
比
較
し
て
、
鉱
鉱
石
は
三
〇
％
、
タ
ン
グ
ス
テ
ン
は

一
五
％
、
モ
リ
ブ
デ
ン
は
五
〇
％
、
ニ
ッ
ケ
ル
は
一
二
〇
％
等
の
増
強
だ
っ
た
。

（
3
）
金
剛
山
で
の
採
掘
と
盗
掘
の
拡
大

　

一
九
四
〇
年
九
月
の
時
点
で
、
総
督
府
の
水
田
直
昌
財
務
局
長
は
金
剛
山
に
お
け
る
盗
掘
の
拡
大
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
殊

に
タ
ン
グ
ス
テ
ン
は
内
地
で
は
出
来
な
い
。
そ
こ
で
ど
う
し
て
も
朝
鮮
か
ら
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
訳
で
あ
り
ま
す
が
、
日
本
全
体
の

消
費
量
の
半
分
は
既
に
生
産
さ
れ
つ
ゝ
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
タ
ン
グ
ス
テ
ン
で
困
つ
た
問
題
は
、
金
剛
山
金
山
に
タ
ン
グ
ス
テ
ン
鉱
が

あ
る
と
云
ふ
の
で
一
時
非
常
に
盗
掘
が
盛
に
な
り
、
天
下
の
名
山
が
傷
つ
け
ら
れ
る
恐
れ
が
あ
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
巡
査
を
増
員
し
て

取
締
り
を
や
り
、
又
山
の
景
色
を
損
し
な
い
場
所
と
程
度
に
於
て
、
採
掘
許
可
を
下
す
と
云
ふ
こ
と
に
措
置
致
し
た
の
で
あ
り
ま
す
」。108

前
述
し
た
よ
う
に
、
総
督
府
は
金
剛
山
で
の
盗
掘
を
取
り
締
ま
る
一
方
、
タ
ン
グ
ス
テ
ン
鉱
の
必
要
性
を
認
め
、
金
剛
山
で
の
採
掘
を
正

式
に
認
め
た
の
で
あ
る
。
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ま
た
、
金
剛
山
で
の
タ
ン
グ
ス
テ
ン
を
中
心
と
す
る
統
制
強
化
の
過
程
を
、
一
九
四
三
年
に
朝
鮮
鉱
業
振
興
会
社
調
査
課
長
の
近
藤
忠

三
も
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
「
タ
ン
グ
ス
テ
ン
鉱
は
実
収
率
を
考
慮
せ
ね
ば
選
鉱
の
最
も
容
易
な
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
昭
和
十
二
〔
一
九
三
七
〕
年
か
ら
十
三

〔
一
九
三
八
〕
年
頃
に
か
け
て
は
盗
掘
甚
し
く
、
殊
に
名
勝
金
剛
山
は
朝
鮮
に
於
け
る
タ
ン
グ
ス
テ
ン
鉱
の
重
要
賦
存
地
な
る
に
拘
は
ら

ず
保
勝
上
採
掘
を
禁
ぜ
ら
れ
て
居
つ
た
関
係
上
盗
掘
者
蝟
集
し
、
是
が
取
締
に
は
当
局
も
手
を
焼
く
始
末
で
、
一
時
重
石
水
鉛
購
入
の
看

板
が
京
城
府
内
に
氾
濫
し
た
こ
と
が
あ
る
。

　

茲
に
於
い
て
当
局
は
金
剛
山
に
於
い
て
も
地
域
を
限
り
鉱
業
を
許
可
し
た
方
が
却
つ
て
保
勝
上
有
効
で
あ
る
と
云
ふ
結
論
に
達
し
是
が

準
備
に
着
手
し
、
又
鉱
業
者
及
買
入
業
者
を
慫
慂
し
て
十
三
年
秋
朝
鮮
タ
ン
グ
ス
テ
ン
水
鉛
鉱
業
組
合
及
朝
鮮
重
石
水
鉛
商
協
会
を
設
立

せ
し
め
、
自
制
自
粛
を
促
し
た
の
で
あ
る
。

　

併
し
乍
ら
尚
不
充
分
な
為
昭
和
十
四
〔
一
九
三
九
〕
年
十
一
月
タ
ン
グ
ス
テ
ン
鉱
水
鉛
鉱
配
給
規
則
を
公
布
し
（
中
略
）
而
し
て
昭
和

十
六
〔
一
九
四
一
〕
年
四
月
に
は
更
に
之
を
改
め
朝
鮮
鉱
業
振
興
株
式
会
社
を
唯
一
の
統
制
会
社
に
指
定
」。109

し
た
。
つ
ま
り
、
総
督
府
は

盗
掘
の
黙
認
か
ら
一
転
し
て
金
剛
山
で
の
採
掘
を
全
面
的
に
認
め
、
さ
ら
に
タ
ン
グ
ス
テ
ン
鉱
へ
段
階
的
に
統
制
強
化
を
進
め
た
の
で
あ

る
。
総
督
府
は
朝
鮮
軍
か
ら
の
強
力
な
タ
ン
グ
ス
テ
ン
確
保
要
求
を
受
け
入
れ
、
こ
う
し
た
統
制
強
化
を
行
っ
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

一
九
四
四
年
時
点
で
朝
鮮
産
タ
ン
グ
ス
テ
ン
鉱
は
、
全
産
額
の
約
八
割
を
、
朝
鮮
内
の
小
林
鉱
業
京
城
製
錬
所
（
京
畿
・
富
川
郡
）、

日
本
高
周
波
重
工
業
城
津
工
場
（
咸
南
・
城
津
府
）、
日
本
鉱
業
鎮
南
浦
製
錬
所
（
平
南
・
鎮
南
浦
府
）、
中
川
鉱
業
青
陽
製
錬
所
（
忠
南
・
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青
陽
郡
）
に
お
い
て
フ
ェ
ロ
タ
ン
グ
ス
テ
ン
の
原
料
と
し
て
利
用
し
、
約
二
割
は
本
国
に
原
石
の
ま
ま
移
出
さ
れ
た
と
い
う
。110

し
か
し
、

本
国
の
資
源
不
足
を
考
慮
す
る
と
、
本
国
へ
の
原
石
の
移
出
量
が
少
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

敗
戦
直
前
に
な
る
と
、
金
剛
山
で
の
タ
ン
グ
ス
テ
ン
採
掘
は
さ
ら
に
拡
大
し
た
。
朝
鮮
人
禹
鍾
秀
と
彼
の
友
人
は
徴
兵
か
ら
逃
れ
る
た

め
に
、
一
九
四
四
年
五
月
か
ら
一
九
四
五
年
九
月
ま
で
約
一
年
間
、
金
剛
山
の
内
金
剛
の
新
豊
里
で
、
タ
ン
グ
ス
テ
ン
採
掘
に
徳
大
（
鉱

区
責
任
者
）
と
し
て
従
事
す
る
親
戚
の
元
に
避
身
し
た
。
金
剛
山
で
の
タ
ン
グ
ス
テ
ン
の
採
掘
状
況
を
、
禹
鍾
秀
は
後
に
次
の
よ
う
に
回

顧
し
て
い
る
。

　
「
私
た
ち
は
内
金
剛
上
登
峰
の
重
石
鉱
山
に
従
業
員
と
し
て
職
を
得
た
。（
中
略
）
上
登
峰
は
金
剛
山
北
部
地
帯
の
く
び
れ
て
い
る
温
井

里
の
南
側
稜
線
の
上
に
突
出
し
、
高
く
突
き
出
て
い
る
。（
中
略
）
私
が
訪
ね
た
鉱
山
は
上
登
峰
中
腹
の
裾
野
に
あ
る
鉱
区
で
、
坑
道
の

入
り
口
に
事
務
所
が
あ
っ
た
。
徳
大
の
黄
氏
は
私
の
可
哀
そ
う
な
事
情
を
理
解
し
、
生
活
に
不
便
な
く
い
ろ
い
ろ
助
け
て
く
れ
た
。
黄
氏

は
私
を
従
業
員
に
登
録
し
て
く
れ
、
毎
月
24
円
の
固
定
給
を
受
け
る
よ
う
に
し
て
く
れ
、
ま
た
米
と
雑
穀
半
々
の
食
糧
7
合
ず
つ
を
受
け

取
れ
る
よ
う
に
し
て
く
れ
た
。（
中
略
）
私
は
鉱
夫
と
親
し
く
な
り
、
数
百
ｍ
深
さ
の
坑
道
の
切
り
羽
に
入
り
採
掘
作
業
を
手
伝
っ
た
り

し
た
。
鉱
夫
は
朝
早
く
出
勤
し
、
漆
黒
の
よ
う
な
暗
闇
の
中
で
た
だ
カ
ン
テ
ラ
の
灯
り
を
頼
り
に
、
槌
を
ふ
る
い
、
火
薬
爆
破
作
業
を

し
、
寂
し
く
、
辛
い
生
活
を
し
て
い
た
。（
中
略
）
食
糧
は
勿
論
、
豚
肉
等
肉
類
も
豊
富
で
、
焼
酎
、
清
酒
、
マ
ッ
コ
リ
等
酒
類
で
な
い

も
の
は
な
く
、
別
天
地
の
よ
う
だ
っ
た
。
そ
の
理
由
は
日
帝
が
軍
需
品
に
必
要
な
重
石
を
生
産
す
る
鉱
山
村
に
特
別
な
配
慮
を
し
た
た
め

だ
っ
た
。
そ
れ
で
新
豊
里
鉱
山
村
は
旅
館
、
下
宿
、
飲
み
屋
、
飲
食
店
が
い
つ
も
活
況
を
呈
し
、
鉱
夫
は
好
景
気
だ
っ
た
」。111 
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こ
の
証
言
は
敗
戦
末
期
の
経
済
的
に
困
難
な
中
に
も
、
金
剛
山
で
の
タ
ン
グ
ス
テ
ン
採
掘
現
場
は
好
況
に
沸
い
た
こ
と
を
よ
く
示
し
て

い
る
。
金
剛
山
に
は
同
様
な
鉱
山
が
多
数
あ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
当
然
に
も
金
剛
山
の
自
然
環
境
の
荒
廃
は
さ
ら
に
進
ん
だ
と
思
わ
れ

る
。
こ
う
し
て
金
剛
山
は
一
九
四
五
年
八
月
の
解
放
を
迎
え
る
の
で
あ
る
。112 

お
わ
り
に

　

以
上
、
金
剛
山
を
対
象
と
し
て
、
一
九
三
〇
年
代
の
国
立
公
園
化
構
想
の
開
始
・
中
止
・
そ
の
後
の
状
況
を
見
て
き
た
。
こ
れ
ら
を
要

約
す
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

日
本
は
一
九
三
四
〜
三
七
年
ま
で
に
本
国
と
植
民
地
に
一
五
ヶ
所
（
本
国
一
二
、
台
湾
三
）
の
国
立
公
園
を
設
置
し
た
。
こ
れ
は
日
本

へ
の
観
光
客
誘
致
、
日
本
で
の
民
族
主
義
の
高
揚
、
風
景
保
護
の
必
要
性
等
が
そ
の
背
景
に
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
議
論
を
受
け
て
、
植
民

地
朝
鮮
で
は
金
剛
山
が
そ
の
対
象
に
な
っ
た
。
国
立
公
園
設
置
運
動
の
中
で
金
剛
山
の
評
価
は
高
く
、
一
九
二
一
年
一
月
か
ら
一
九
三
二

年
一
〇
月
ま
で
、
他
の
国
立
公
園
候
補
地
と
同
列
に
扱
わ
れ
て
い
た
。「
国
立
公
園
の
父
」
と
呼
ば
れ
る
林
学
博
士
の
田
村
剛
は
金
剛
山

の
魅
力
を
岩
石
的
で
あ
り
、
量
が
大
き
く
、
エ
キ
ス
的
で
あ
り
、
世
界
の
名
山
と
高
く
評
価
し
た
。
地
質
学
者
の
脇
水
鉄
五
郎
は
花
崗
岩

の
粗
い
節
理
が
魅
力
的
で
、
超
越
的
な
大
空
間
と
高
く
評
価
し
た
。

　

総
督
府
は
一
九
三
〇
年
一
月
か
ら
金
剛
山
国
立
公
園
化
に
動
き
出
し
た
。
山
林
局
と
金
剛
山
電
鉄
が
中
心
に
な
り
、「
金
剛
山
保
勝
打
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合
会
」
を
二
回
開
催
し
、
専
門
家
と
し
て
田
村
と
林
学
博
士
の
上
原
敬
二
を
招
聘
し
、
国
立
公
園
計
画
案
を
各
々
策
定
し
て
も
ら
っ
た
。

一
九
三
二
年
八
月
に
は
財
団
法
人
金
剛
山
協
会
が
組
織
さ
れ
、
金
剛
山
の
保
勝
整
備
を
進
め
た
。
宇
垣
一
成
総
督
、
今
井
田
清
徳
政
務
総

監
も
国
立
公
園
化
の
必
要
性
を
認
識
し
て
い
た
。
し
か
し
、
一
九
三
六
年
八
月
か
ら
総
督
府
は
国
立
公
園
化
構
想
を
中
止
し
た
と
思
わ
れ

る
。
そ
の
理
由
は
、
同
年
同
月
に
宇
垣
総
督
、
今
井
田
政
務
総
監
が
退
任
し
、
南
次
郎
総
督
、
大
野
緑
一
郎
政
務
総
監
が
就
任
し
、
政
策

の
転
換
が
な
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

　

一
九
三
七
年
七
月
、
日
中
戦
争
が
全
面
化
す
る
と
、
金
剛
山
に
埋
蔵
さ
れ
て
い
る
タ
ン
グ
ス
テ
ン
鉱
、
モ
リ
ブ
デ
ン
鉱
が
軍
需
産
業
に

必
須
だ
っ
た
た
め
、
金
剛
山
は
自
然
保
護
か
ら
鉱
山
採
掘
に
比
重
が
移
っ
た
。
企
業
に
よ
る
採
掘
出
願
が
続
き
、
保
勝
区
域
内
で
の
盗
掘

が
拡
大
し
た
。
総
督
府
内
で
は
自
然
保
護
、
鉱
山
採
掘
の
両
論
に
よ
る
対
立
葛
藤
を
産
ん
だ
。
総
督
府
は
一
九
四
〇
年
五
月
に
会
議
を
開

き
、
新
た
な
鉱
区
三
カ
所
を
許
可
し
、
自
然
保
護
と
資
源
採
掘
の
「
二
筋
道
」（
両
論
併
記
）
に
決
定
し
、
自
然
保
護
は
退
き
、
資
源
採

掘
拡
大
の
道
を
開
い
た
。

　

総
督
府
の
こ
う
し
た
決
定
の
背
後
に
は
、
朝
鮮
軍
（
朝
鮮
駐
在
日
本
軍
）
の
要
求
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
朝
鮮
軍
は
一
九
三
二
年
四

月
か
ら
資
源
主
任
を
置
き
、
特
に
一
九
三
六
年
か
ら
タ
ン
グ
ス
テ
ン
、
モ
リ
ブ
デ
ン
等
の
希
少
鉱
石
の
採
掘
拡
大
を
進
め
た
。
特
に
朝
鮮

軍
資
源
主
任
の
井
原
潤
次
郎
は
、
共
に
内
閣
資
源
局
で
勤
務
し
た
小
林
采
男
が
設
立
し
た
小
林
鉱
業
を
積
極
的
に
支
援
し
た
と
思
わ
れ

る
。
小
林
鉱
業
は
タ
ン
グ
ス
テ
ン
採
掘
に
集
中
し
、
朝
鮮
で
最
大
の
タ
ン
グ
ス
テ
ン
鉱
山
会
社
に
成
長
し
た
。
陸
軍
の
一
次
史
料
に
よ
れ

ば
朝
鮮
産
の
タ
ン
グ
ス
テ
ン
と
モ
リ
ブ
デ
ン
は
本
国
の
産
出
高
の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
い
た
。
タ
ン
グ
ス
テ
ン
は
八
七
・
三
％（
一
九
四
〇
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年
度
）、
モ
リ
ブ
デ
ン
は
九
八
％
（
一
九
三
九
年
度
）
で
あ
り
、
本
国
の
軍
需
産
業
を
全
面
的
に
支
え
た
。

　

総
督
府
が
金
剛
山
の
国
立
公
園
化
構
想
を
完
全
に
中
止
し
、
鉱
山
採
掘
を
進
め
て
自
然
破
壊
を
行
っ
て
い
る
こ
と
に
、
朝
鮮
人
、
日
本

人
か
ら
批
判
が
起
こ
っ
た
。
朝
鮮
の
『
東
亜
日
報
』
は
社
説
で
「
霊
峯
金
剛
山
を
守
護
し
よ
う
」、「
金
剛
霊
峯
の
脅
威
―
毀
損
は
絶
対
不

可
」、「
金
剛
山
保
勝
に
警
鐘
」
と
い
く
ど
も
訴
え
た
。
日
本
人
の
田
村
剛
、
内
田
桂
一
郎
も
荒
廃
す
る
金
剛
山
の
環
境
保
全
を
求
め
た
。

し
か
し
、
逆
に
総
督
府
は
戦
時
体
制
強
化
の
中
で
、
さ
ら
に
金
剛
山
で
の
資
源
採
掘
を
拡
大
し
た
。
金
剛
山
で
は
許
可
さ
れ
た
鉱
区
以
外

に
盗
掘
が
広
が
り
、
こ
れ
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
一
九
四
四
年
か
ら
一
九
四
五
年
に
金
剛
山
で
タ
ン
グ
ス
テ
ン
採
掘
に
従
事
し

た
朝
鮮
人
の
証
言
に
よ
れ
ば
、
日
本
側
に
よ
る
厚
い
生
活
物
資
の
支
援
が
あ
り
、
鉱
山
村
は
活
況
を
呈
し
た
。
金
剛
山
は
自
然
環
境
の
荒

廃
の
中
で
、
一
九
四
五
年
八
月
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。

〔
付
記
〕

　

本
稿
は
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
、
第
五
四
回
朝
鮮
学
会
大
会
で
行
っ
た
報
告
「
一
九
三
〇
年
代
の
金
剛
山
「
国
立
公
園
」
化
構
想
―
民
族

主
義
と
自
然
保
護
の
葛
藤
」
の
一
部
を
加
筆
・
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1　

 

日
本
に
お
け
る
国
立
公
園
化
運
動
に
つ
い
て
は
、
田
村
剛
﹃
日
本
の
国
立
公
園
﹄︵
国
立
公
園
協
会
、
一
九
五
一
年
︶、
村
串
仁
三
郎
﹃
国
立
公
園
成
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立
史
の
研
究
︱
開
発
と
自
然
保
護
の
確
執
を
中
心
に
﹄︵
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
〇
五
年
︶
を
参
照
。
基
本
史
料
と
し
て
、
国
立
公
園
協
会
編
﹃
国

立
公
園
﹄
全
一
二
巻
＋
別
巻
一
︵
不
二
出
版
、
復
刻
版
、
二
〇
一
〇
~
二
〇
一
一
年
︶
が
あ
る
。

2　

 

本
稿
で
は
朝
鮮
側
か
ら
の
こ
の
問
題
へ
の
対
応
は
言
及
し
な
い
。
一
九
二
二
年
か
ら
崔
南
善
は
朝
鮮
学
を
提
唱
し
た
。
こ
れ
は
植
民
地
下
で
の
国
学

運
動
で
あ
る
。
朝
鮮
民
族
の
単
一
性
を
強
調
し
、
一
方
で
は
朝
鮮
民
族
の
近
代
的
自
発
を
触
発
し
よ
う
と
す
る
運
動
だ
っ
た
。
こ
う
し
た
中
で
李
光

洙
は
一
九
二
四
年
に
﹃
金
剛
山
遊
記
﹄︵
時
文
社
︶
を
刊
行
し
、
崔
南
善
は
一
九
二
八
年
に
﹃
金
剛
礼
賛
﹄︵
漢
城
図
書
︶
を
刊
行
し
た
。
ま
た
、
玄

鎮
健
は
﹁
一
白
半
의 

金
剛
山
﹂
を
﹃
東
亜
日
報
﹄
に
一
〇
回
︵
一
九
三
五
年
八
月
一
八
日
~
八
月
二
九
日
︶
連
載
し
た
。
朝
鮮
学
に
つ
い
て
は
、
李

智
媛
﹃
韓
国
近
代
文
化
思
想
史
研
究
﹄︵
혜
안
、
二
〇
〇
七
年
︶
参
照
。

3　

 

砂
本
文
彦
﹁
日
本
統
治
下
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
国
際
観
光
地
・
リ
ゾ
ー
ト
地
開
発
に
関
す
る
研
究
︱
植
民
地
時
代
の
観
光
と
リ
ゾ
ー
ト
﹂﹃
訪
韓
学
術

研
究
者
論
文
集
﹄
九
巻
︵
日
韓
文
化
交
流
基
金
、
二
〇
〇
年
︶、
원
두
희
﹁
日
帝
強
占
期
観
光
地
와 

観
光
行
為
研
究
︱
金
剛
山
을 

事
例
로
﹄︵
韓
国

教
員
大
学
碩
士
学
位
論
文
、
二
〇
一
一
年
︶、
水
内
佑
輔
・
粟
野
隆
・
古
谷
勝
則
﹁
金
剛
山
国
立
公
園
計
画
か
ら
み
る
田
村
剛
と
上
原
敬
二
の
計
画
思

想
に
関
す
る
研
究
﹂﹃
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
研
究
﹄
七
九
巻
五
号
︵
二
〇
一
六
年
三
月
︶、
조
성
운
﹁
1
9
1
0
年
代
朝
鮮
総
督
府
의 

金
剛
山
開
発
﹂﹃
韓

日
民
族
問
題
研
究
﹄
三
〇
号
︵
二
〇
一
六
年
六
月
︶、
李
良
姫
﹃
民
族
分
断
と
観
光
︱
金
剛
山
観
光
か
ら
見
る
韓
国
・
北
朝
鮮
関
係
﹄︵
渓
水
社
、

二
〇
一
八
年
︶、
김
지
영
﹁
日
帝
時
代 

﹁
金
剛
山
写
真
帖
﹂
의 

金
剛
山
景
観
構
造
化
﹂﹃
文
化
社
会
地
理
﹄
一
八
七
号
︵
二
〇
一
九
年
八
月
︶、
김
백

영
﹁
金
剛
山
의 

植
民
地
近
代
︱
1
9
3
0
年
代
金
剛
山
探
勝
経
路
와 

場
所
性
変
化
﹂﹃
歴
史
批
評
﹄
一
三
号
︵
二
〇
二
〇
年
五
月
︶、
손
용
석
﹁
金

剛
山
의 

텅
스
텐 

採
掘
과 

日
帝
의
対
応
﹂﹃
韓
国
独
立
運
動
史
研
究
﹄
七
二
号
︵
二
〇
二
〇
年
一
一
月
︶、
김
지
영
﹃
植
民
地
下
観
光
空
間
金
剛
山
의 

48（　）

九
三
四



社
会
的
構
想
︱
﹁
日
帝
﹂
의 

国
立
公
園
指
定
論
議
를 

中
心
으
로
﹄︵
韓
国
学
中
央
研
究
院
博
士
学
位
論
文
、
二
〇
二
一
年
︶、
김
지
영
﹁
日
本
帝
国

의 ﹁
国
家
風
景
﹂
으
로
서
의 

金
剛
山
生
産
︱
国
立
公
園
指
定
論
議　

中
心
으
로
﹂﹃
文
化
歴
史
地
理
﹄
一
九
四
号
︵
二
〇
二
一
年
四
月
︶、
김
지
영
﹁
国

立
中
央
博
物
館 

및 

水
原
光
教
博
物
館
所
蔵
﹁
金
剛
山
風
景
計
画
﹂・﹁
金
剛
山
探
勝
施
設
計
画
案
﹂
研
究
﹂﹃
韓
国
古
地
図
研
究
﹄
一
三
巻
一
号

︵
二
〇
二
一
年
六
月
︶
等
が
あ
る
。

　
　

 　

植
民
地
期
に
お
け
る
近
代
観
光
に
関
す
る
研
究
書
と
し
て
、
조
성
운
他
﹃
視
線
의 

誕
生
︱
植
民
地
朝
鮮
의 

近
代
観
光
﹄︵
先
人
、
二
〇
一
一
年
︶、

조
성
운
﹃
観
光
의 

모
더
니
즘
︱
植
民
地 

朝
鮮
의 

近
代
観
光
과 

修
学
旅
行
﹄︵
民
俗
苑
、
二
〇
一
九
年
︶、
서
기
재
﹃
近
代
観
光
雑
誌
에 

浮
遊
하
는 

朝
鮮
﹄︵
앨
피
、
二
〇
二
一
年
︶
等
が
あ
る
。 

4　

 

本
節
は
、
前
掲
書
田
村
剛
﹃
日
本
の
国
立
公
園
﹄、
前
掲
書
村
串
仁
三
郎
﹃
国
立
公
園
成
立
史
の
研
究
︱
開
発
と
自
然
保
護
の
確
執
を
中
心
に
﹄
に
よ
る
。

5　

 

田
村
に
つ
い
て
は
、
日
下
部
甲
太
郎
﹁
国
立
公
園
の
父
田
村
剛
﹂﹃
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
研
究
﹄
六
〇
巻
二
号
︵
一
九
九
六
年
〇
月
︶
一
〇
五
~
一
〇
八

頁
参
照
。

6　

 

台
湾
総
督
府
は
一
九
三
三
年
六
月
に
﹁
国
立
公
園
調
査
規
定
﹂
を
制
定
し
、
台
湾
総
督
府
内
に
国
立
公
園
調
査
会
を
設
け
た
。
一
九
三
五
年
九
月
、

台
湾
総
督
府
は
国
立
公
園
法
の
台
湾
施
行
を
決
定
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
一
九
三
七
年
一
二
月
、
台
湾
総
督
府
は
タ
ロ
コ
、
大
屯
山
、
新
高
阿
里

山
の
三
ヶ
所
を
国
立
公
園
に
指
定
し
た
。

　
　

 　

詳
細
は
、﹁
台
湾
国
立
公
園
指
定
特
集
﹂﹃
国
立
公
園
﹄
一
〇
巻
一
号
︵
一
九
三
八
年
一
月
︶、
陳
元
陽
﹃
台
湾
の
原
住
民
と
国
家
公
園
﹄︵
九
州
大

学
出
版
会
、
一
九
九
七
年
︶、
曽
山
毅
﹃
植
民
地
台
湾
と
近
代
ツ
ー
リ
ズ
ム
﹄︵
青
弓
社
、
二
〇
〇
三
年
︶、
西
田
正
憲
﹁
日
本
統
治
時
代
に
お
け
る
台

49（　）

一
九
三
〇
年
代
朝
鮮
の
金
剛
山
国
立
公
園
化
構
想
︵
広
瀬
︶

九
三
五



湾
の
国
立
公
園
﹂﹃
地
域
創
造
学
研
究
﹄
九
七
号
︵
二
〇
一
二
年
一
月
︶、
曽
山
毅
﹁
日
本
統
治
期
台
湾
の
修
学
旅
行
と
鉄
道
﹂﹃
日
本
植
民
地
研
究
﹄

三
〇
号
︵
二
〇
一
八
年
六
月
︶
等
を
参
照
。

7　

 

金
剛
山
に
つ
い
て
は
多
く
の
観
光
案
内
が
あ
る
。
戦
前
に
つ
い
て
は
多
数
な
の
で
省
略
す
る
。
戦
後
に
つ
い
て
、
韓
国
で
は
、
우
종
수
﹃
金
剛
山
가

이
드
︱
世
界
의 
우
리 

金
剛
山
﹄︵
秀
文
出
版
社
、
一
九
九
二
年
︶、
韓
国
文
苑
編
集
室
編
﹃
金
剛
山
﹄︵
同
社
、
一
九
五
五
年
︶、
朝
鮮
日
報
月
刊
朝

鮮
部
単
行
本
팀
編
﹃
金
剛
山
은 

부
른
다
﹄︵
同
社
、
一
九
八
八
年
︶
等
が
あ
る
。
北
朝
鮮
で
は
、
朝
鮮
画
報
社
﹃
金
剛
山
﹄︵
同
社
、
一
九
八
一
年
︶、

社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
編
﹃
金
剛
山
의 

歴
史
와 

文
化
︱
金
剛
山
의 

自
然
과 

伝
説
観
光
案
内
﹄︵
科
学
百
科
事
典
出
版
社
、
一
九
八
四
年
︶、
韓
繁

造
編
﹃
金
剛
山
﹄︵
朝
鮮
画
報
社
、
一
九
九
一
年
︶
等
が
あ
る
。

8　

 

金
剛
山
協
会
﹃
金
剛
山
・
昭
和
十
六
年
版
﹄︵
同
会
、
一
九
四
〇
年
︶
二
頁
。

9　

 

田
村
剛
﹁
国
立
公
園
の
本
質
﹂﹃
庭
園
﹄
三
巻
二
号
︵
一
九
二
一
年
一
月
︶
七
~
九
頁
。

10　

 ﹁
国
立
公
園
展
覧
会
の
盛
況
﹂﹃
国
立
公
園
﹄
一
巻
六
号
︵
一
九
二
九
年
八
月
︶
二
~
二
一
頁
。

11　

 

伊
藤
武
彦
﹁
金
剛
山
﹂、﹃
国
立
公
園
﹄
一
巻
六
号
︵
一
九
二
九
年
八
月
︶
二
一
頁
。

12　

 ﹃
国
立
公
園
﹄
二
巻
七
号
︵
一
九
三
〇
年
八
月
︶
一
~
三
七
頁
。　
　
　

13　

 ﹁
国
立
公
園
洋
画
展
覧
会
﹂﹃
国
立
公
園
﹄
四
巻
一
一
号
︵
一
九
三
二
年
一
一
月
︶
三
九
頁
。

14　

 

伊
藤
武
彦
﹃
国
立
公
園
法
解
説
﹄︵
国
立
公
園
協
会
、
一
九
三
一
年
︶
二
九
~
三
〇
頁
。

15　

 

日
本
郵
便
切
手
商
協
同
組
合
編
﹃
日
本
切
手
カ
タ
ロ
グ
・2010

﹄︵
同
組
合
、
二
〇
〇
九
年
︶
二
一
六
頁
。　
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16　
 

向
山
武
夫
﹁
白
頭
山
﹂、
仲
摩
照
久
編
﹃
日
本
地
誌
風
俗
体
系
・
第
17
巻
朝
鮮
地
方
・
下
﹄︵
新
光
社
、
一
九
三
〇
年
︶
三
三
二
頁
。
戦
前
の
白
頭
山

に
つ
い
て
は
、
京
都
帝
国
大
学
白
頭
山
遠
征
隊
﹃
白
頭
山
︱
京
都
帝
国
大
学
白
頭
山
遠
征
隊
報
告
﹄︵
梓
書
房
、
一
九
三
五
年
︶
参
照
。

17　

 

李
相
均
﹃
朝
鮮
時
代
遊
覧
文
化
史
研
究
﹄︵
景
仁
文
化
社
、
二
〇
一
四
年
︶
二
九
頁
。
こ
の
著
書
は
長
森
美
信
氏
︵
天
理
大
学
国
際
学
部
︶
の
ご
教
示

に
よ
る
。
論
文
と
し
て
は
、
민
윤
숙
﹁
金
剛
山
遊
覧
의 

通
時
的
考
察
을 

위
한 

試
論
﹂﹃
民
俗
学
研
究
﹄
二
七
号
︵
二
〇
一
〇
年
〇
月
︶、
고
태
규
﹁
朝

鮮
時
代
金
剛
山
遊
覧
記
에 

대
한
旅
行
史
的
考
察
﹂﹃
観
光
研
究
저
널
﹄
三
二
巻
九
号
︵
二
〇
一
八
年
〇
月
︶
が
あ
る
。 

18　

 

朴
銀
順
﹃
金
剛
山
図
研
究
﹄︵
一
志
社
、
一
九
九
七
年
︶
参
照
。

19　

 

유
홍
준
編
﹃
金
剛
山
﹄︵
학
고
재
、
一
九
九
八
年
︶
参
照
。

20　

 

田
村
剛
﹁
金
剛
山
と
其
の
風
景
開
発
策
﹂﹃
朝
鮮
彙
報
﹄
一
九
一
七
年
五
月
号
、
一
六
五
~
一
七
五
頁
。

21　

 

田
村
剛
﹁
国
立
公
園
と
し
て
の
金
剛
山
﹂、﹃
日
本
地
理
風
俗
月
報
﹄
九
号
︵
一
九
三
〇
年
九
月
一
〇
日
︶
一
頁
。
こ
の
史
料
は
宮
塚
利
雄
氏
︵
宮
塚

コ
リ
ア
研
究
所
代
表
︶
か
ら
ご
提
供
い
た
だ
い
た
。

22　

 

田
村
剛
﹁
金
剛
山
﹂、
前
掲
書
﹃
日
本
地
理
風
俗
体
系
17
・
朝
鮮
地
方
・
下
﹄
二
〇
八
頁
。︹　

︺
内
は
広
瀬
が
補
う
。

23　

 

田
村
剛
﹁
朝
鮮
及
満
州
に
国
立
公
園
の
設
置
を
望
む
﹂﹃
国
立
公
園
﹄
七
巻
九
号
︵
一
九
三
五
年
九
月
︶
六
~
九
頁
。

24　

 

田
村
剛
﹁
台
湾
国
立
公
園
の
使
命
﹂﹃
国
立
公
園
﹄
一
〇
巻
一
号
︵
一
九
三
八
年
一
月
︶
一
頁
。

25　

 ﹁
滿
洲
国
々
立
公
園
の
調
査
﹂﹃
国
立
公
園
﹄
一
二
巻
四
号
︵
一
九
四
〇
年
七
・
八
月
︶
三
一
頁
。

26　

 

脇
水
の
著
書
と
し
て
、﹃
新
式
小
鉱
物
学
﹄︵
内
田
老
鶴
圃
、
一
八
九
七
年
︶、﹃
実
業
世
界
地
理
教
科
書
﹄︵
開
成
館
、
一
九
一
二
年
︶、﹃
黒
部
立
山
天
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然
記
念
物
調
査
報
告
﹄︵
文
部
省
、
一
九
三
四
年
︶、﹃
日
本
風
景
誌
﹄︵
河
出
書
房
、
一
九
三
九
年
︶、﹃
日
本
風
景
の
研
究
︱
名
勝
の
自
然
科
学
的
考
察
﹄

︵
春
陽
堂
文
庫
、
一
九
四
三
年
︶
等
九
一
冊
が
あ
る
。

27　

 

脇
水
鉄
五
郎
﹁
金
剛
山
﹂、
改
造
社
編
﹃
地
理
講
座
・
日
本
篇
﹄
六
巻
︵
同
社
、
一
九
三
四
年
︶
二
五
〇
~
二
五
一
頁
。

28　

 

脇
水
鉄
五
郎
﹁
金
剛
山
風
景
論
﹂、
林
髞
・
藤
島
亥
次
郎
編
﹃
科
学
春
秋
﹄︵
力
書
房
、
一
九
四
三
年
︶
三
二
九
~
三
三
三
頁
。

29　

 ﹁
金
剛
山
保
勝
打
合
会
﹂﹃
朝
鮮
﹄
一
七
七
号
︵
一
九
三
〇
年
二
月
︶
一
四
八
~
一
五
〇
頁
。

30　

 

山
崎
勝
治
編
﹃
金
剛
山
電
気
鉄
道
株
式
会
社
廿
年
史
﹄︵
同
社
、
一
九
三
九
年
︶
参
照
。
金
剛
山
電
気
鉄
道
に
つ
い
て
は
、
정
앙
기
﹁
日
帝
期 

﹁
金
剛

山
電
気
鉄
道
︵
株
︶
의 

経
営
史
研
究
﹂﹃
経
営
史
研
究
﹄
一
〇
二
号
︵
二
〇
二
二
年
五
月
︶
二
七
~
五
九
頁
参
照
。

31　

 ﹁
金
剛
山
の
公
園
計
画
﹂﹃
国
立
公
園
﹄
二
巻
三
号
︵
一
九
三
〇
年
三
月
︶
二
八
頁
。﹁
金
剛
山
国
立
公
園
計
画
﹂﹃
朝
鮮
﹄
一
七
九
号
︵
一
九
三
〇
年

四
月
︶
一
四
八
~
一
四
九
頁
。

32　

 

岡
本
暁
翠
﹃
京
城
と
金
剛
山
﹄︵
京
城
真
美
会
、
一
九
三
二
年
︶
三
〇
四
頁
。 

33　

 

東
京
農
業
大
学
造
園
学
科
編
﹃
上
原
敬
二
先
生
の
著
作
﹄︵
同
学
科
、
一
九
八
二
年
六
月
︶
一
~
九
頁
。
上
原
の
朝
鮮
に
関
す
る
論
文
と
し
て
、
上
原

敬
二
・
星
出
藤
衛
門
﹁
朝
鮮
に
於
け
る
造
園
問
題
﹂﹃
朝
鮮
﹄
二
八
〇
号
︵
一
九
三
八
年
九
月
︶
が
あ
る
。　

　
　
　

上
原
の
膨
大
な
蔵
書
は
、
彼
の
死
後
家
族
に
よ
っ
て
東
京
農
大
に
寄
贈
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
は
、
東
京
農
業
大
学
図
書
館
編
﹃
上
原
敬
二
氏
記
念

文
庫
目
録
﹄︵
同
大
、
一
九
八
二
年
︶
と
し
て
ま
と
ま
っ
て
い
る
。
彼
の
知
的
背
景
が
わ
か
る
。

　
　
　

朝
鮮
内
の
公
園
設
置
に
関
し
て
は
、
姜
信
龍
﹃
韓
国
に
お
け
る
近
代
都
市
公
園
の
受
容
と
展
開
﹄︵
京
都
大
学
博
士
学
位
論
文
、
一
九
九
四
年
︶、
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姜
信
龍
・
장
윤
환
﹃
韓
国
近
代
都
市
公
園
史
﹄︵
大
旺
社
、
二
〇
〇
四
年
︶、
橋
本
妹
里
﹃
韓
国
近
代
公
園
의 

形
成
︱
公
共
性
의 

観
点
에
서 

본 

植
民

과 
脱
植
民
의 

脈
略
﹄︵
成
均
館
大
学
博
士
学
位
論
文
、
二
〇
一
六
年
︶、
橋
本
妹
里
﹁
李
王
家
陵
墓
の
土
地
を
巡
る
問
題
に
つ
い
て
ー
孝
昌
園
の
公

園
化
を
中
心
に
﹂﹃
韓
国
研
究
セ
ン
タ
ー
年
報
﹄
一
八
号
︵
二
〇
一
八
年
三
月
︶、
橋
本
妹
里
﹁
地
域
社
会
共
同
の
装
置
と
し
て
の
植
民
地
公
園
︱
南

山
の
公
園
化
を
事
例
に
﹂﹃
朝
鮮
史
研
究
会
論
文
集
﹄
五
六
号
︵
二
〇
一
八
年
一
〇
月
︶
等
参
照
。

34　

 

前
掲
論
文
水
内
佑
輔
他
﹁
金
剛
山
国
立
公
園
計
画
か
ら
み
る
田
村
剛
と
上
原
敬
二
の
計
画
思
想
に
関
す
る
研
究
﹂﹃
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
研
究
﹄
七
九
巻

五
号
︵
二
〇
一
六
年
三
月
︶
四
三
一
~
四
三
六
頁
、
前
掲
論
文
김
지
영
﹁
国
立
中
央
博
物
館 

및 

水
原
光
教
博
物
館
所
蔵
﹁
金
剛
山
風
景
計
画
﹂・﹁
金

剛
山
探
勝
施
設
計
画
案
﹂
研
究
﹂﹃
韓
国
古
地
図
研
究
﹄
一
三
巻
一
号
︵
二
〇
二
一
年
六
月
︶
一
六
七
~
二
〇
二
頁
。

35　

 

前
掲
書
岡
本
暁
翠
﹃
京
城
と
金
剛
山
﹄
三
〇
四
~
三
〇
五
頁
。 

36　

 ﹁
金
剛
山
協
会
設
立
と
そ
の
施
設
﹂﹃
朝
鮮
﹄
二
〇
五
号
︵
一
九
三
二
年
六
月
︶
一
三
八
~
一
三
九
頁
、
前
掲
書
岡
本
暁
翠
﹃
京
城
と
金
剛
山
﹄

二
九
三
~
三
〇
五
頁
。

37　

 

角
田
順
校
訂
﹃
宇
垣
一
成
日
記
﹄
一
九
三
五
年
二
月
一
五
日
︵
み
ず
ず
書
房
、
一
九
七
〇
年
︶
九
九
九
頁
。

38　

 

前
掲
書
﹃
宇
垣
一
成
日
記
﹄
一
九
三
六
年
五
月
二
四
日
、
一
〇
六
五
頁
。

39　

 

前
掲
書
﹃
宇
垣
一
成
日
記
﹄
一
九
三
六
年
五
月
二
五
日
、
一
〇
六
五
頁
。

40　

 

前
掲
書
﹃
宇
垣
一
成
日
記
﹄
一
九
三
六
年
六
月
一
五
日
、
一
〇
六
九
頁
。

41　

 ﹁
金
剛
山
の
久
米
博
士
頌
徳
記
念
碑
﹂﹃
朝
鮮
﹄
二
二
九
号
︵
一
九
三
四
年
六
月
︶
一
五
一
~
一
五
二
頁
。
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42　
 ﹁

内
金
剛
の
三
橋
竣
成
﹂﹃
朝
鮮
﹄
二
三
一
号
︵
一
九
三
四
年
八
月
︶
一
四
六
頁
。

43　

 ﹃
毎
日
申
報
﹄
一
九
三
五
年
六
月
二
一
日
。

44　

 ﹃
京
城
日
報
﹄
一
九
三
六
年
九
月
二
三
日
。

45　

 ﹃
毎
日
新
報
﹄
一
九
三
九
年
七
月
一
七
日
。

46　

 ﹃
毎
日
申
報
﹄
一
九
三
六
年
五
月
三
一
日
。

47　

 

前
掲
書
﹃
金
剛
山
電
気
鉄
道
株
式
会
社
廿
年
史
﹄
一
六
五
頁
。

48　

 

朝
鮮
総
督
府
殖
産
局
鉱
山
課
﹃
朝
鮮
に
於
け
る
特
殊
鉱
物
並
に
其
の
開
発
の
現
況
・
昭
和
十
五
年
五
月
﹄︵
同
課
、
一
九
四
〇
年
︶
一
四
~
一
五
頁
。

適
宜
、
句
読
点
を
補
っ
た
。

49　

 ﹃
毎
日
申
報
﹄
一
九
三
四
年
五
月
二
六
日
。

50　

 ﹃
東
亜
日
報
﹄
一
九
三
八
年
七
月
二
二
日
~
二
九
日
。

51　

 ﹃
毎
日
新
報
﹄
一
九
三
九
年
七
月
二
二
日
。

52　

 ﹃
東
亜
日
報
﹄
一
九
三
八
年
一
〇
月
二
一
日
。

53　

 ﹃
毎
日
新
報
﹄
一
九
三
九
年
六
月
二
二
日
。

54　

 ﹃
毎
日
新
報
﹄
一
九
三
九
年
七
月
五
日
。

55　

 ﹃
東
亜
日
報
﹄
一
九
三
九
年
八
月
二
六
日
。

54（　）

九
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〇



56　
 ﹃

毎
日
新
報
﹄
一
九
四
〇
年
五
月
一
二
日
。

57　

 ﹁
名
勝
金
剛
山
の
開
発
許
可
﹂﹃
鉱
業
界
﹄
三
〇
巻
六
号
︵
一
九
四
〇
年
八
月
︶
三
八
頁
。
適
宜
、
句
読
点
を
補
っ
た
。

58　

 

金
剛
山
に
お
け
る
タ
ン
グ
ス
テ
ン
採
掘
と
盗
掘
の
詳
細
は
、
前
掲
論
文
손
용
석
﹁
金
剛
山
의 

텅
스
텐 

採
掘
과 

日
帝
의 

対
応
﹂﹃
韓
国
独
立
運
動
史

研
究
﹄
七
二
号
︵
二
〇
二
〇
年
一
一
月
︶
二
二
九
~
二
六
二
頁
参
照
。

59　

 

前
掲
書
﹃
朝
鮮
に
於
け
る
特
殊
鉱
物
並
に
其
の
開
発
の
現
況
・
昭
和
十
五
年
五
月
﹄
一
九
頁
。
適
宜
、
句
読
点
を
補
っ
た
。

60　

 

木
原
諄
二
・
雀
部
実
・
佐
藤
純
一
・
出
口
勇
・
長
崎
誠
三
編
﹃
金
属
の
百
科
事
典
﹄︵
丸
善
、
一
九
九
九
年
︶
四
三
六
頁
。

61　

 

朝
鮮
総
督
府
殖
産
局
鉱
山
課
編
集
﹃
朝
鮮
の
重
石
鉱
業
﹄︵
朝
鮮
鉱
業
会
、
一
九
三
三
年
︶
一
頁
。

62　

 

前
掲
書
﹃
金
属
の
百
科
事
典
﹄
六
〇
七
頁
。

63　

 

朝
鮮
総
督
府
殖
産
局
鉱
山
課
編
集
﹃
朝
鮮
の
水
鉛
鉱
業
﹄︵
朝
鮮
鉱
業
会
、
一
九
三
三
年
︶
一
頁
。

64　

 

浅
野
犀
涯
編
﹃
朝
鮮
鉱
業
誌
﹄︵
京
城
日
報
社
、
一
九
一
三
年
︶
六
八
、一
六
一
頁
。

65　

 

徳
野
眞
士
﹃
朝
鮮
鉱
業
の
概
要
﹄︵
朝
鮮
鉱
業
会
、
一
九
三
四
年
︶
一
一
~
一
二
頁
。

66　

 

立
岩
巌
﹃
朝
鮮
︱
日
本
列
島
地
帯
地
質
構
造
論
考
︱
朝
鮮
地
質
調
査
研
究
史
﹄︵
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
六
年
︶
一
九
八
頁
。
立
岩
は
宇
垣
総
督

時
代
、
一
九
三
一
年
六
月
か
ら
総
督
府
殖
産
局
地
質
調
査
所
所
長
を
長
く
務
め
た
。
朝
鮮
で
の
地
質
調
査
を
積
極
的
に
進
め
、
地
下
資
源
採
掘
拡
大

の
基
礎
を
作
っ
た
。

　
　
　

彼
の
戦
時
期
の
思
想
は
、
立
岩
巌
﹁
朝
鮮
に
於
け
る
地
下
資
源
と
其
の
特
異
性
﹂﹃
朝
鮮
﹄
二
四
九
号
︵
一
九
三
六
年
二
月
︶、
同
﹁
時
局
と
朝
鮮
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に
於
け
る
特
殊
物
に
て
﹂﹃
朝
鮮
﹄
三
〇
四
号
︵
一
九
四
〇
年
九
月
︶、
同
﹁
時
局
と
鉱
物
﹂﹃
鉱
業
評
論
﹄
一
二
巻
一
号
︵
一
九
四
一
年
一
月
︶
等
参

照
。
戦
後
は
九
州
大
学
教
授
、
東
京
大
学
教
授
、
日
本
地
質
学
会
会
長
等
を
歴
任
し
た
。

67　

 

前
掲
書
立
岩
巌
﹃
朝
鮮
︱
日
本
列
島
地
帯
地
質
構
造
論
考
﹄
二
〇
四
頁
。

68　

 

庵
逧
由
香
﹁
朝
鮮
に
お
け
る
総
動
員
体
制
の
構
造
﹂、
和
田
春
樹
他
編
﹃
岩
波
講
座
・
東
ア
ジ
ア
近
現
代
通
史
・
６
﹄︵
岩
波
書
店
、
二
〇
一
一
年
︶

二
四
五
頁
。

69　

 

宮
田
節
子
編
・
解
説
﹃
朝
鮮
軍
概
要
史
﹄︵
不
二
出
版
、
一
九
八
九
年
︶
一
〇
三
頁
。

70　

 

前
掲
書
﹃
朝
鮮
軍
概
要
史
﹄
一
〇
三
頁
。

71　

 

前
掲
書
﹃
朝
鮮
軍
概
要
史
﹄
一
二
六
頁
。

72　

 

朝
鮮
軍
参
謀
部
﹃
極
秘
・
兵
站
基
地
朝
鮮
﹄︵
同
部
、
一
九
四
三
年
二
月
一
一
日
︶
頁
数
な
し
。︵
広
瀬
貞
三
所
蔵
︶。
こ
の
史
料
は
ま
だ
学
界
に
紹
介

さ
れ
て
い
な
い
。

73　

 

井
原
潤
次
郎
﹁
朝
鮮
軍
参
謀
長
時
代
を
語
る
﹂、﹁
未
公
開
資
料
・
朝
鮮
総
督
府
関
係
者
録
音
記
録
﹂﹃
東
洋
文
化
研
究
﹄
六
号
︵
二
〇
〇
四
年
三
月
︶

三
〇
二
頁
。
宮
本
正
明
﹁
朝
鮮
軍
・
解
放
前
後
の
朝
鮮
﹂
同
号
︵
二
四
七
~
二
八
九
頁
︶
は
極
め
て
有
益
で
あ
る
。

74　

 

前
掲
文
章
井
原
潤
次
郎
﹁
朝
鮮
軍
参
謀
長
時
代
を
語
る
﹂
三
〇
二
~
三
〇
三
頁
。

　
　
　

高
橋
省
三
は
日
本
高
周
波
重
工
業
の
専
務
だ
っ
た
。
嶋
元
勧
﹃
朝
鮮
財
界
の
人
々
﹄︵
京
城
日
報
社
、
一
九
四
一
年
︶
七
八
頁
。
一
九
三
八
年
七
月
、

前
朝
鮮
殖
産
銀
行
頭
取
の
有
賀
光
豊
が
第
二
代
社
長
に
就
任
し
た
。

56（　）

九
四
二



75　
 

森
靖
夫
﹃﹁
国
家
総
動
員
﹂
の
時
代
︱
比
較
の
視
座
か
ら
﹄︵
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
二
〇
年
︶
第
六
章
を
参
照
。
永
田
鉄
山
に
つ
い
て
は
、
森

靖
夫
﹃
永
田
鉄
山
︱
平
和
維
持
は
軍
人
の
最
大
責
務
な
り
﹄︵
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
一
年
︶、
川
田
稔
﹃
昭
和
陸
軍
の
軌
跡
︱
永
田
鉄
山
の
構

想
と
そ
の
分
析
﹄︵
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
一
一
年
︶
参
照
。

76　

 

前
掲
書
森
靖
夫
﹃﹁
国
家
総
動
員
﹂
の
時
代
︱
比
較
の
視
座
か
ら
﹄
二
〇
七
頁
。

77　

 

井
原
潤
次
郎
﹁
高
周
波
と
私
﹂、﹁
有
賀
さ
ん
の
事
績
と
思
い
出
﹂
編
集
会
編
﹃
有
賀
さ
ん
の
事
績
と
思
い
出
﹄︵
同
会
、
一
九
五
三
年
︶
三
六
九
頁
。

78　

 

前
掲
書
森
靖
夫
﹃﹁
国
家
総
動
員
﹂
の
時
代
︱
比
較
の
視
座
か
ら
﹄
二
〇
七
頁
。

79　

 

韓
国
歴
史
情
報
統
合
シ
ス
テ
ム
︵http://w

w
w
.koreanhistory.or.kr

︶。　
　

80　

 

大
韓
重
石
社
史
編
纂
委
員
会
編
﹃
大
韓
重
石
七
十
年
史
﹄︵
大
韓
重
石
鉱
業
、
一
九
八
九
年
︶
一
四
三
~
一
六
〇
頁
。
こ
れ
以
外
に
、
木
村
光
彦
・
安

部
桂
司
﹃
北
朝
鮮
の
軍
事
工
業
化
﹄︵
知
泉
書
館
、
二
〇
〇
三
年
︶
一
七
~
一
八
頁
、
木
村
光
彦
﹃
日
本
統
治
下
の
朝
鮮
︱
統
計
と
実
証
研
究
は
何
を

語
る
か
﹄︵
中
央
公
論
社
、
二
〇
一
八
年
︶
一
六
七
~
一
七
〇
頁
参
照
。

　
　
　

元
胤
洙
に
つ
い
て
は
、
親
日
人
名
事
典
編
纂
委
員
会
﹃
親
日
人
名
事
典
﹄
二
巻
︵
民
族
問
題
研
究
所
、
二
〇
〇
九
年
︶
五
六
四
~
五
六
五
頁
参
照
。

81　

 

小
林
采
男
﹁
東
洋
の
ク
ル
ッ
プ
を
企
つ
﹂、
前
掲
書
﹃
有
賀
さ
ん
の
事
績
と
思
い
出
﹄
三
九
三
~
三
九
四
頁
。

　
　
　

高
周
波
重
工
業
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
日
本
高
周
波
鋼
業
﹃
日
本
高
周
波
鋼
業
二
十
年
史
﹄︵
同
社
、
一
九
七
〇
年
︶
一
四
~
八
九
頁
参
照
。

82　

 

小
林
采
男
﹁
タ
ン
グ
ス
テ
ン
鉱
業
﹂、
東
洋
経
済
新
報
社
編
﹃
朝
鮮
産
業
の
共
栄
圏
参
加
体
制
﹄︵
同
社
京
城
支
局
、
一
九
四
二
年
︶
一
八
六
頁
。

83　

 ﹁
重
石
の
増
産
設
備
完
成
﹂﹃
殖
銀
調
査
月
報
﹄
四
六
号
︵
一
九
四
二
年
三
月
︶
二
六
~
二
七
頁
。

57（　）

一
九
三
〇
年
代
朝
鮮
の
金
剛
山
国
立
公
園
化
構
想
︵
広
瀬
︶

九
四
三



84　
 

前
掲
書
﹃
大
韓
重
石
七
十
年
史
﹄
一
五
二
~
一
五
三
頁
。

85　

 
前
掲
書
﹃
大
韓
重
石
七
十
年
史
﹄
一
四
九
頁
。

86　

 

前
掲
書
﹃
大
韓
重
石
七
十
年
史
﹄
一
五
七
~
一
五
八
頁
。

87　

 

小
林
理
学
研
究
所
50
年
史
編
纂
委
員
会
編
﹃
小
林
理
学
研
究
所
50
年
史
﹄︵
同
所
、
一
九
九
〇
年
︶
二
三
~
二
八
頁
。

88　

 

小
林
采
男
﹁
御
挨
拶
﹂﹃
小
林
理
学
研
究
所
報
告
﹄
四
巻
二
号
︵
一
九
五
四
年
四
~
六
月
︶
七
二
頁
。
こ
の
史
料
は
山
本
貢
平
氏
︵
小
林
理
学
研
究
所

理
事
長
︶
か
ら
ご
提
供
い
た
だ
い
た
。
小
林
理
学
研
究
所
は
現
在
、
主
に
音
響
工
学
︵
建
築
音
響
、
騒
音
・
振
動
︶
の
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

89　

 

李
炯
植
﹁
敗
戦
後
帰
郷
한 

朝
鮮
総
督
府
官
僚
들
의 

植
民
地
支
配
認
識
과 

그 

影
響
﹂﹃
韓
国
史
研
究
﹄
一
五
三
号
︵
二
〇
一
一
年
六
月
︶
二
五
四
頁
。

90　

 

日
本
鉄
鋼
協
会
編
﹃﹁
戦
前
軍
用
特
殊
鋼
技
術
の
導
入
と
開
発
﹂
資
料
集
﹄︵
同
会
、
一
九
九
一
年
︶
一
一
頁
︵
千
葉
工
業
大
学
図
書
館
所
蔵
︶︵
以
下
、

﹃
資
料
集
﹄
と
す
る
︶。
原
文
の
カ
タ
カ
ナ
を
ひ
ら
が
な
に
直
し
、
適
宜
句
読
点
を
補
っ
た
。
ま
た
カ
タ
カ
ナ
の
鉱
物
名
は
全
て
括
弧
で
囲
ま
れ
て
い

る
が
、
煩
雑
な
の
で
括
弧
は
除
い
た
。

91　

 ﹁
付
表
十　

昭
和
十
五
年
度
生
産
実
績　

タ
ン
グ
ス
テ
ン
鉱
石
﹂、
前
掲
書
﹃
資
料
集
﹄
頁
数
な
し
。　
　
　
　
　
　
　

92　

 

前
掲
書
﹃
資
料
集
﹄
一
五
~
一
六
頁
。

93　

 ﹁
付
表
十
一　

昭
和
十
五
年
度
モ
リ
ブ
デ
ン
鉱
石
鉱
山
別
生
産
実
績
﹂、
前
掲
書
﹃
資
料
集
﹄
頁
数
な
し
。

94　

 

平
壌
兵
器
製
作
所
、
仁
川
陸
軍
造
兵
廠
で
製
造
さ
れ
た
兵
器
名
は
、
前
掲
書
﹃
朝
鮮
軍
概
要
史
﹄
一
一
四
~
一
一
七
頁
参
照
。
仁
川
陸
軍
造
兵
廠
に

つ
い
て
は
、
許
光
茂
﹁
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
期
の
仁
川
陸
軍
造
兵
廠
に
つ
い
て
﹂﹃
第
九
回
在
日
朝
鮮
人
史
研
究
・
日
韓
合
同
研
究
会
﹄
報
告
レ
ジ
ュ

58（　）

九
四
四



メ
︵
二
〇
二
二
年
八
月
︶
参
照
。
仁
川
陸
軍
造
兵
廠
に
強
制
動
員
さ
れ
た
朝
鮮
人
の
証
言
は
、
国
史
編
纂
委
員
会
編
﹃
口
述
史
料
選
集
二
六
︱
日
帝

의 
強
制
動
員
과 

仁
川
陸
軍
造
兵
廠 

사
람
들
﹄︵
同
会
、
二
〇
一
九
年
︶
参
照
。

95　

 

日
本
タ
ン
グ
ス
テ
ン
40
年
史
編
集
委
員
会
編
﹃
日
本
タ
ン
グ
ス
テ
ン
40
年
史
﹄︵
同
社
、
一
九
七
一
年
︶
五
一
~
八
〇
頁
。

96　

 ﹃
東
亜
日
報
﹄
一
九
三
八
年
七
月
一
〇
日
。

97　

 ﹃
東
亜
日
報
﹄
一
九
三
八
年
一
二
月
二
四
日
。

98　

 ﹃
東
亜
日
報
﹄
一
九
四
〇
年
一
月
一
〇
日
。

99　

 

田
村
剛
﹁
朝
鮮
及
満
州
に
国
立
公
園
の
設
置
を
望
む
﹂﹃
国
立
公
園
﹄
七
巻
九
号
︵
一
九
三
五
年
九
月
︶
六
~
九
頁
。

100　

 

内
田
桂
一
郎
﹁
国
立
公
園
と
金
剛
山
﹂﹃
朝
鮮
﹄
七
巻
一
〇
号
︵
一
九
三
五
年
一
〇
月
︶
一
七
八
~
一
八
六
頁
。

101　

 

内
田
桂
一
郎
﹁
金
剛
山
︱
施
設
並
に
利
用
﹂﹃
国
立
公
園
﹄
七
巻
一
一
号
︵
一
九
三
五
年
一
一
月
︶
九
~
一
一
頁
。
金
剛
山
へ
の
鉄
道
敷
設
と
観
光
客

の
急
増
に
つ
い
て
は
、
前
掲
論
文
김
백
영
﹁
金
剛
山
의 
植
民
地
近
代
︱
1
9
3
0
年
代
金
剛
山
探
勝
経
路
와 

場
所
性
変
化
﹂﹃
歴
史
批
評
﹄
一
三
一

号
︵
二
〇
二
〇
年
五
月
︶
三
八
二
~
四
一
二
頁
参
照
。

102　

 ﹁
朝
鮮
重
要
鉱
物
増
産
令
施
行
﹂﹃
朝
鮮
﹄
二
七
八
号
︵
一
九
三
八
年
七
月
︶
一
五
八
頁
、
近
藤
忠
三
﹃
朝
鮮
の
鉱
業
﹄︵
東
洋
書
籍
、
一
九
四
三
年
︶

一
〇
~
一
一
頁
。

103　

 

前
掲
書
﹃
大
韓
重
石
七
十
年
史
﹄
一
一
九
頁
。

104　

 

柴
田
善
雅
﹁
朝
鮮
鉱
業
振
興
株
式
会
社
の
活
動
︱
鉱
業
振
興
と
企
業
整
備
﹂﹃
大
東
文
化
大
学
紀
要
・
社
会
科
学
﹄
五
八
号
︵
二
〇
二
〇
年
三
月
︶

59（　）

一
九
三
〇
年
代
朝
鮮
の
金
剛
山
国
立
公
園
化
構
想
︵
広
瀬
︶

九
四
五



112　

 

タ
ン
グ
ス
テ
ン
、
モ
リ
ブ
デ
ン
は
解
放
後
の
南
北
朝
鮮
で
も
重
要
な
地
下
資
源
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。
韓
国
で
は
一
九
四
九
年
八
月
に
タ
ン
グ
ス
テ

ン
貿
易
代
行
機
関
と
し
て
大
韓
交
易
公
社
が
設
立
さ
れ
、
一
九
五
二
年
九
月
に
大
韓
重
石
鉱
業
が
設
立
さ
れ
た
。
タ
ン
グ
ス
テ
ン
、
モ
リ
ブ
デ
ン
が

採
掘
さ
れ
、
主
に
ア
メ
リ
カ
に
輸
出
さ
れ
た
。
前
掲
書
﹃
大
韓
重
石
70
年
史
﹄
一
八
一
~
二
〇
五
頁
。

　
　
　

ま
た
、
北
朝
鮮
で
も
同
様
に
フ
ェ
ロ
タ
ン
グ
ス
テ
ン
、
フ
ェ
ロ
モ
リ
ブ
デ
ン
が
ソ
連
に
輸
出
さ
れ
た
。
木
村
光
彦
編
訳
﹃
旧
ソ
連
の
北
朝
鮮
経
済

資
料
集
・
1
9
4
6
︱
1
9
6
5
年
﹄︵
知
泉
書
館
、
二
〇
一
一
年
︶
一
八
九
~
二
〇
〇
頁
。

　

広
瀬
先
生
と
同
じ
学
科
・
コ
ー
ス
の
一
員
と
し
て
大
変
お
世
話
に
な
り
、
専
攻
が
近
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
再
校
以
降
の
校
正
を
お
引
き
受
け
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
校
正
と
い
っ
て
も
、
接
続
詞
一
つ
、
句
読
点
の
位
置
一
つ
を
変
え
て
も
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
変
わ
っ
て
し
ま
う
の
で
、
先
生
が
す
で
に
朱
書
き

を
入
れ
て
お
ら
れ
た
箇
所
と
誤
字
脱
字
を
中
心
に
最
小
限
の
チ
ェ
ッ
ク
に
留
め
た
。
今
夏
、
先
生
か
ら
「
新
潟
で
研
究
報
告
を
し
た
後
、
少
し
長
く
滞
在

し
て
次
の
論
文
の
た
め
の
史
料
を
見
て
き
ま
し
た
」
と
伺
っ
て
い
た
。
退
職
後
も
精
力
的
に
研
究
を
続
け
ら
れ
て
い
た
先
生
の
姿
か
ら
、
研
究
者
と
し
て

の
姿
勢
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
て
い
た
だ
け
に
、
ご
逝
去
の
報
に
接
し
て
か
ら
一
か
月
近
く
に
な
る
が
、
未
だ
信
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
皆
が
同
じ
気

持
ち
だ
ろ
う
。
広
瀬
先
生
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。
そ
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

（
人
文
学
部
東
ア
ジ
ア
地
域
言
語
学
科　

安
藤
純
子
）

61（　）

一
九
三
〇
年
代
朝
鮮
の
金
剛
山
国
立
公
園
化
構
想
︵
広
瀬
︶

四
三
~
四
四
頁
。
こ
れ
は
咸
南
端
川
郡
の
マ
グ
ネ
サ
イ
ト
鉱
を
中
心
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
は
一
九
二
八
年
と
一
九
三
七
年
に
発
見
さ
れ
た
。

埋
蔵
量
は
三
〇
数
億
ト
ン
と
推
定
さ
れ
た
。
前
掲
論
文
立
岩
巌
﹁
時
局
と
朝
鮮
に
お
け
る
特
殊
鉱
物
に
就
て
﹂
二
五
頁
。

105　

 

前
掲
論
文
柴
田
善
雅
﹁
朝
鮮
鉱
業
振
興
株
式
会
社
の
活
動
︱
鉱
業
振
興
と
企
業
整
備
﹂
四
三
~
四
七
頁
。

106　

 

朝
鮮
鉱
業
株
式
会
社
﹃
朝
鮮
鉱
業
振
興
株
式
会
社
概
況
・
昭
和
十
七
年
十
二
月
﹄︵
同
社
、
一
九
四
二
年
︶
二
〇
~
二
一
頁
︵
広
瀬
貞
三
所
蔵
︶。

107　

 

広
瀬
貞
三
﹁
朝
鮮
の
工
業
化
︱
朝
鮮
総
督
府
殖
産
局
と
朝
鮮
窒
素
肥
料
﹂﹃
東
洋
文
化
研
究
﹄
一
二
号
︵
二
〇
一
〇
年
三
月
︶
三
一
七
頁
。
こ
れ
以
降

の
殖
産
局
の
機
構
改
正
は
、
同
論
文
の
三
一
七
~
三
一
八
頁
参
照
。﹁
地
下
資
源
開
発
本
年
度
の
増
強
計
画
成
る
﹂﹃
朝
鮮
﹄
三
三
七
号
︵
一
九
四
三

年
六
月
︶
九
〇
頁
。

108　

 

水
田
直
昌
﹁
朝
鮮
の
一
般
事
情
﹂﹃
経
済
倶
楽
部
講
演
﹄
二
三
号
︵
東
京
経
済
新
報
社
、
一
九
四
〇
年
九
月
二
〇
日
︶
三
三
頁
。

109　

 

前
掲
書
近
藤
忠
三
﹃
朝
鮮
の
鉱
業
﹄
九
二
~
九
三
頁
。
近
藤
は
一
高
を
経
て
、
東
京
大
学
理
学
部
で
地
質
学
を
専
攻
し
た
。
一
九
三
三
年
に
同
校
を

卒
業
後
、
利
根
川
ボ
ー
リ
ン
グ
に
入
社
し
た
。
一
九
三
六
年
総
督
府
鉱
山
課
技
師
と
し
て
朝
鮮
に
渡
り
、
特
殊
鉱
物
を
担
当
し
た
。
一
九
四
一
年
に

殖
産
局
地
質
調
査
所
に
移
り
、
電
気
採
鉱
の
研
究
に
従
事
し
た
。
一
九
四
三
年
五
月
朝
鮮
鉱
業
振
興
会
社
調
査
課
長
に
就
任
し
た
。
同
書
の
﹁
著
者

紹
介
﹂。

110　

 

大
蔵
省
管
理
局
﹃
日
本
人
の
海
外
活
動
に
関
す
る
歴
史
的
調
査
﹄
第
三
巻
朝
鮮
編
二
・
第
一
三
章
鉱
業
の
発
達
︵
ゆ
ま
に
書
房
、
復
刻
、
二
〇
〇
二

年
︶
二
六
二
頁
。
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禹
鍾
秀
﹁
別
天
地 

같
았
던 

内
金
剛
重
石
鉱
山
촌
﹂、
前
掲
書
朝
鮮
日
報
月
刊
朝
鮮
部
単
行
本
팀
編
﹃
金
剛
山
은 

부
른
다
﹄
二
〇
六
~
二
一
一
頁
。
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九
四
六
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タ
ン
グ
ス
テ
ン
、
モ
リ
ブ
デ
ン
は
解
放
後
の
南
北
朝
鮮
で
も
重
要
な
地
下
資
源
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。
韓
国
で
は
一
九
四
九
年
八
月
に
タ
ン
グ
ス
テ

ン
貿
易
代
行
機
関
と
し
て
大
韓
交
易
公
社
が
設
立
さ
れ
、
一
九
五
二
年
九
月
に
大
韓
重
石
鉱
業
が
設
立
さ
れ
た
。
タ
ン
グ
ス
テ
ン
、
モ
リ
ブ
デ
ン
が

採
掘
さ
れ
、
主
に
ア
メ
リ
カ
に
輸
出
さ
れ
た
。
前
掲
書
﹃
大
韓
重
石
70
年
史
﹄
一
八
一
~
二
〇
五
頁
。

　
　
　

ま
た
、
北
朝
鮮
で
も
同
様
に
フ
ェ
ロ
タ
ン
グ
ス
テ
ン
、
フ
ェ
ロ
モ
リ
ブ
デ
ン
が
ソ
連
に
輸
出
さ
れ
た
。
木
村
光
彦
編
訳
﹃
旧
ソ
連
の
北
朝
鮮
経
済

資
料
集
・
1
9
4
6
︱
1
9
6
5
年
﹄︵
知
泉
書
館
、
二
〇
一
一
年
︶
一
八
九
~
二
〇
〇
頁
。

　

広
瀬
先
生
と
同
じ
学
科
・
コ
ー
ス
の
一
員
と
し
て
大
変
お
世
話
に
な
り
、
専
攻
が
近
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
再
校
以
降
の
校
正
を
お
引
き
受
け
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
校
正
と
い
っ
て
も
、
接
続
詞
一
つ
、
句
読
点
の
位
置
一
つ
を
変
え
て
も
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
変
わ
っ
て
し
ま
う
の
で
、
先
生
が
す
で
に
朱
書
き

を
入
れ
て
お
ら
れ
た
箇
所
と
誤
字
脱
字
を
中
心
に
最
小
限
の
チ
ェ
ッ
ク
に
留
め
た
。
今
夏
、
先
生
か
ら
「
新
潟
で
研
究
報
告
を
し
た
後
、
少
し
長
く
滞
在

し
て
次
の
論
文
の
た
め
の
史
料
を
見
て
き
ま
し
た
」
と
伺
っ
て
い
た
。
退
職
後
も
精
力
的
に
研
究
を
続
け
ら
れ
て
い
た
先
生
の
姿
か
ら
、
研
究
者
と
し
て

の
姿
勢
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
て
い
た
だ
け
に
、
ご
逝
去
の
報
に
接
し
て
か
ら
一
か
月
近
く
に
な
る
が
、
未
だ
信
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
皆
が
同
じ
気

持
ち
だ
ろ
う
。
広
瀬
先
生
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。
そ
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

（
人
文
学
部
東
ア
ジ
ア
地
域
言
語
学
科　

安
藤
純
子
）
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一
九
三
〇
年
代
朝
鮮
の
金
剛
山
国
立
公
園
化
構
想
︵
広
瀬
︶

九
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